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第一話　この村の一員として！


第二話　直樹と吸血鬼の呪い




あとがき





　長なが野の県の南に、山に囲まれた村がある。


　治ち水すい村という、小さな村だ。


　だけど、この村の本当の名前は、血を吸う村と書いて血ち吸すい村。


　村人全員が吸きゆう血けつ鬼きというとんでもない村なのだ。


　六十年程ほど前、この村へやって来た一人の西洋人宣教師。彼の正体が実は吸血鬼だった。


　そして、宣教師はついうっかり一人の村人の血を吸ってしまう。


　あっと言う間に村中に吸血鬼が伝染し、数日も立たずに老ろう若にやく男なん女によすべての村人が吸血鬼となってしまったのだった。


　さすがに反省した宣教師は、村人達を人間に戻もどす方法を見つけるために、長い旅に出ることにした。


　そして、自分が戻ってくるまで村人達が誰だれにも迫はく害がいされずに暮らしていけるよう、村に二つの呪のろいをかけたのだった。


　一つは、決して晴れない呪い。


　そしてもう一つは、牛が、血液の代用品となる乳を出す呪い。


　この二つの呪いに守られながら、村人達は待っているのだった。


　宣教師が、人間に戻る方法を見つけ戻ってくるのを。
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　三月の半ばと言っても、朝晩の冷え込みはかなりのものだった。


　冬用の分厚いコートを学生服の上に着込み、少年は二年Ｃ組の教室へとやって来る。


　教室の中はストーブが焚たかれていた。すこぶる快適とまでは言えないけれど、分厚いコートはもう必要ない。


　自分の席まで向かいコートを置いた少年は、大きく息を吐はき出した。


「あ～～～、寒かった」


　高たか村むら直なお樹き、それが少年の名前だ。昨年の六月にここ、治ち水すい村へと引っ越こしてきた。


　以降、この何かと非常識な村でさまざまな苦難を乗り越えて現在に至る。


　直樹は窓から外の空を見上げた。相変わらずどんよりとした雲で覆おおわれている。


　抜ぬけるような青空なんて、もう何年も見ていないような気がする。


「いっそ、すがすがしく晴れてくれたら、日が当たってもう少し暖かくなるだろうに」


　そこで、苦笑いを浮かべた。


（ま、そんなことになったら村のみんなが大変な目にあっちゃうか。日差しが苦手な人達だからな）


　この日差しが苦手ってのは、とてつもなく控ひかえ目めな表現だ。直樹と直樹の父親以外の村人達にとって、日差しは天敵とも呼べる代しろ物もの。浴び続けることは命にだってかかわる。


　何を隠かくそう、教室にいるごくごく普ふ通つうのクラスメイト達も、登校途と中ちゆうですれ違ちがった小学生の一いつ行こうも、公園でラジオ体操をしていた元気なお年寄りの皆みなさんだって、みんなみんなすべからく吸きゆう血けつ鬼き。


　太陽の光なんて、受け入れられるはずがないのだ。


　改めて、日差しは諦あきらめなくちゃなと直樹が思っていた時だった。勢いよく教室の扉とびらが開き一人の女子生徒が入ってくる。


　ボーイッシュな短たん髪ぱつの少女だ。肌はだはよく日焼けしていて浅黒い。健康的な雰ふん囲い気き満まん載さいの美少女だ。


　利と根ね崎ざき智とも衣い、直樹のクラスメイトであり陸上部のエース。直樹がまだ人間だってことを知る数少ない吸血鬼の一人だった。


　クラスメイト達に適当に挨あい拶さつしながらやって来た智衣は、直樹に気がつき顔をほころばせる。


「おっす、直樹。まだ眠ねむそうな顔してるじゃねーか。シャキッとしろよな」


　相変わらずの熱血少年っぽい口調でそう言うと、直樹の肩かたをバシバシと叩たたいた。


「おはよ、智衣」


　直樹は、この元気なクラスメイトの服装を改めて観察した。


　この寒いのに、半はん袖そで短パン姿なのが驚おどろきだ。眩まぶしい太ももが強きよう烈れつに自己主張している。


　冬にこういった格好を見るのがどうにも新しん鮮せんだったもんだから、直なお樹きは何だか恥はずかしくなりわざとらしくコホンと咳せき払ばらいをする。


「その、寒くないのか？　そんな格好で」


「寒くなんかないさ。軽く朝練してきたとこだからな。むしろ暑いぐらいだぜ」


　智とも衣いは他人の迷めい惑わくなんてちっとも気にせず窓の一つを全開にした。


「あ～～、涼すずしい～～～」


　智衣は気持ち良さそうな顔をするけれど、直樹は吹ふき込んでくる風にブルルッと身み震ぶるいする。


（このままじゃ、もう一度脱ぬいだコートを着る羽目になりそうだぞ）


　そんなことを思う直樹に、智衣が顔を向けた。


「ところで直樹。春休みはどうするんだ？」


「え？」


「春休みだよ春休み。明日からだろ？」


　智衣に言われて、直樹は今日が終業式だったことを思い出す。


「そーだったな」


　直樹はしみじみとした顔つきになった。


「もう、三学期も終わりなんだっけ。僕がこの村に来てからそんなにたつのか」


　節目を前に、その間の思い出が頭に蘇よみがえった。


　どれもこれも、一歩間ま違ちがったら大変なことになっていた思い出ばかり。嚙かみ付かれそうになって背筋を凍こおらせたのは枚挙にいとまがないほどだ。


　あまり楽しくない思い出の数々に、渋しぶい顔をする直樹。


「何だよ、渋い顔しやがって。まるでこれまで、ろくな思い出がないみたいじゃないかよ」


　唇くちびるを尖とがらせる智衣だけど、すぐに悲しそうに目を伏ふせる。


「まあ、直樹にとってはそうかもしれないよな。いろいろと苦労してんだから」


　智衣が、らしくなく沈しずんだ声を出す。


「思い返せば、こんな村に来なけりゃ良かった。そう思ってるのか？」


　いつにない智衣の様子に、直樹はおおいに慌あわてた。もとい、慌てまくった。


「そんなことないって。そりゃあまあいろいろ苦労はしてるけど、この村に来て良かったと思ってるぞ。特別な体験ができてるわけだし」


　目まぐるしく頭を回転させる。この村に来て良かったことをもう一つくらい挙げたいのだ。


（考えるんだ高たか村むら直樹！　この村に来て良かったことが、何かあるはずだぞ！）


　すぐに、直樹は思いついた。


　引っ越こしてくるまでの東京での学生生活、そしてこの村での学生生活。二つを比べると一つだけ強きよう烈れつな違いがある。


　女の子達だ。


　ここでは常に五人もの女の子に囲まれているようなものなのだ。しかも、みんな粒つぶぞろいの美少女ばかり。


　もちろんその背景には、『直なお樹きの血が吸いたい！』って下心がある。直樹から見れば五人は捕ほ食しよく者なわけだから、手放しに喜んでいられるわけではない。


　それでも、智とも衣いを元気づけようと直樹は叫さけんだ。


「ほら、この村に来て智衣達と会えたじゃないか。それだけで十分だよ」


「えっ！」


　智衣が目を大きくした。


「オレと会えたことを、嬉うれしいって言ってくれるのか？」


　どうやら、『達』って言葉が脳内で削さく除じよされてしまったらしい。


「直樹！」


　お手軽に感極きわまった智衣は、直樹に抱だきついた。


「そんなこと言ってくれるなんて、オレは嬉しいぜ！」


「わっ！　わっ！　わっ！」


　直樹といったらもう平常心ではいられない。いくら吸きゆう血けつ鬼きだっていっても智衣は紛まぎれもない女の子。しかも美少女ときている。


　いつもの体育会系のノリで肩かたを組まれたりするだけでもちょっとドキドキしてたりするのに、抱きしめられてしまっているのだ。そのダメージは計り知れない。


「こ、こら、智衣！　い、痛いじゃないか。止やめろって」


　顔を真っ赤にして必死にそう訴うつたえるのでやっとだった。


「オレだってお前と同じ気持ちなんだぜ。お前がこの村に来てくれて本当に……」


　そこまで言いかけたところで、智衣は気がついた。自分達がクラス中の注目を浴びちゃっていることに。


「あっ」


　そして気がついた。体育会系のノリにしたって、抱きつくなんてちょっとやりすぎだってことに。


「な、な～～～んちゃって！」


　それまで抱きしめていた直樹を、智衣は思いきり脇わきへ突つき飛ばした。


「いや～～～、はっはっはっは。つい陸上部のクセが出ちまったぜ」


　頭の後ろに手を回し豪ごう快かいに笑って誤ご魔ま化かす。


「な、直樹。お前も誤解なんかするんじゃないぜ。軽い友達同士の挨あい拶さつみたいなもんだからな」


　突き飛ばした直樹に顔を向けるけれど……。


　いなかった。


「え？」


　ぐるりと見渡わたしたけれどやっぱり直なお樹きはいない。自分が先さき程ほど開けた窓があるだけだ。


「消えた……」


　困こん惑わくしている智とも衣いに、クラスメイトの女子が伝える。


「高たか村むら君なら、利と根ね崎ざきさんに突つき飛ばされて窓から落っこちたわ」


「そうそう、見事な落ちっぷりだったぜ。悲鳴を上げる余よ裕ゆうもなく、あっ！　って顔して窓の外に消えていったよ」


　男子も頷うなずく。


　クラスメイト達は、誰だれ一人として大騒さわぎはしなかった。


　三階の窓から落っこちるぐらい、吸きゆう血けつ鬼きにとっては大したことないって分かっていたからだ。


　だけど、残念ながら直樹は吸血鬼なんかじゃない。正しよう真しん正しよう銘めいの生なま身みの人間だ。三階の窓から落っこちたら大怪け我が間ま違ちがいなし。下手をしたら首の骨を折って死んでしまう。


「な、直樹いいいいい！」


　血相を変えた智衣の悲鳴が、朝の治ち水すい高校に響ひびき渡わたった。
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　朦もう朧ろうとした意識の中、見えたのはほんのりと輝かがやくちょうちんの灯あかりだった。


　気がつくと、辺りは蒸むし暑い夏の夜になっていた。ピーヒャラという祭まつり囃ばや子しが聞こえてくる中、直樹はポツンと立っている。


「あれ？」


　何が起こったのか分からずポカンとしてしまう直樹。と、声が聞こえた。


「高村センパ～～イ！」


　駆かけ寄ってきたのは、ピンク色の浴衣ゆかたを着た小こ柄がらな少女だった。頭の後ろにつけた大きなリボンが特とく徴ちよう的だ。


「エリ子ちゃん」


　直樹は、その少女の名前を口にした。


　鳩はと羽ばエリ子。治水村の住人で年は直樹より一つ少ない高校一年生。もっとも、吸血鬼だから実際の年ねん齢れいは直樹よりも上なのだけど。


「直樹！　捜さがしたぜ！」


　同じく浴衣姿の智衣もやって来ると、エリ子を睨にらみつける。


「直樹はオレと祭りを楽しむんだ。引っ込んでろ、エリ子」


「高村センパイはエリと一いつ緒しよに行くんです！」


　エリ子が直樹の右腕うでに自分の腕をからませる。


「直なお樹きはオレと一いつ緒しよに行くんだ！」


　智とも衣いが直樹の左腕うでに自分の腕をからませた。


「ちょ、ちょっと待ってくれよ二人とも」


　困りながらも、まんざらでもない顔をする直樹。と、新たな人物が現れる。


「わたくし抜ぬきで何をしてますの！」


　堂々とした態度でやって来たのは、少しクセのあるふわふわとした髪かみの毛の少女。鋭するどい目つきをしているが、気品すら感じさせる美少女だ。着ている浴衣ゆかたもゴージャスだ。


　神楽かぐら紅べに華か。治ち水すい高校の生徒会長であり、この村が吸きゆう血けつ鬼きの村になった時からの住人だ。


「高たか村むらクンは、このわたくしとお祭りを楽しみますの。あなた方の出る幕はなくてよ」


「あ、あの～」


　おずおずと、紅華の後ろから出てきたのは大きな眼鏡の似合う大人しそうな少女。沢さわ田だ綾あや菜な。雰ふん囲い気きにピッタリの落ち着いた浴衣を着ているけれど、その胸むな元もとはちっとも大人しくない。かなりのボリュームなのだ。


「できたら、わたしも立候補したいんですけど」


　控ひかえ目ながら、しっかりと自己主張する。


　紛まぎれもない美少女達が自分を争って睨にらみ合うという、男冥みよう利りに尽つきる展開だった。


「まいったな～～～」


　直樹の顔も緩ゆるみっぱなし。ついついニヤけてしまう。


　……と、いきなりその音は響ひびいた。遠くから聞こえてくる鐘かねの音だった。


「あっ」


　その音を聞いた少女達の顔つきが変わった。


「教会の鐘が鳴りましたわね」


「つまり、祭りの始まりってわけだな」


　瞳ひとみが真っ赤に染まった。口からは尖とがった牙きばが飛び出した。爪つめだって長く鋭いものとなる。


　吸血鬼の本性を現したのだ。


「さ、高村クン！　あなたの血をいただきますわ！」


「高村センパイ！　血を頂ちよう戴だい！」


「直樹！　オレに吸わせてくれよな！」


「高村さん、わ、わたし、もう我が慢まんできません！」


　じりじりとにじり寄ってくる四人に、直樹はたじたじとなる。


「ちょ、ちょっと待ってくれよ！　約束したじゃないか！　僕がその気になるまでは血を吸わないでいてくれるって！」


　必死にそう訴うつたえるけれども、エモノを見る四人の目つきは変わらない。


「ひゃあ！」


　悲鳴を上げると、直なお樹きは逃にげ出した。暗くら闇やみの中を無む我が夢む中ちゆうで突つっ走る。


（ヤダよ！　僕はまだ吸きゆう血けつ鬼きなんかにはなりたくないんだ！）


　暗闇の前方に一人の少女を見つけた直樹は、その表情をほころばせた。


「川かわ澄すみ！！！」


　涼すずしげな雰ふん囲い気きのこの美少女は、直樹のクラスメイト、川澄季き代よ実みだ。


　これまで幾いく度どとなく、直樹が人間だってバレそうになるピンチを救ってきてくれている。いわば直樹にとっては恩人とも言える人物だ。


　直樹は季代実に駆かけ寄ると早口に状じよう況きようを説明する。


「会長と沢さわ田だセンパイ！　智とも衣いにエリ子ちゃんまでもが僕の血を吸おうと襲おそってきたんだ！　僕はまだその気になんてなってないのに！　でも良かった、川澄に会えて。地じ獄ごくに仏ってのはこのことだよ」


　ありがたがる直樹に、季代実は静かに笑った。そして、直樹の腕うでをがっしりと摑つかむ。


「直樹君、大切なこと忘れてるわ。私も、この村の吸血鬼だってことをね」


　季代実の瞳ひとみも真っ赤に染まった。牙きばと爪つめも、吸血鬼のそれとなる。


　直樹の顔が恐きよう怖ふで引きつった。


「うわああああああああああ！！！」


　特大の悲鳴を上げて、直樹はベッドからガバッと起き上がった。


「大だい丈じよう夫ぶか!?　直樹！」


「大丈夫ですか？」


　ベッド脇わきにいた智衣とエリ子が直樹に詰つめ寄る。心配そうな顔つきの綾あや菜なも一いつ緒しよだ。少し離はなれたところには季代実の姿もある。


「わああああ！」


　さらに悲鳴を追加すると、直樹はベッドの上に立ち上がり壁かべに背中を当てて少女達と距きよ離りを開けようとする。


「僕はまだその気になってないからな！　なってないんだからな！」


「何を言ってるんですか？　高村センパイ」


　キョトンとした顔でエリ子が尋たずねる。


「きっと寝ねぼけてるのね」


　少々呆あきれた様子で季代実が呟つぶやいた。


「寝ぼけてる……？」


　そこで直樹は気がついた。目の前の少女達が浴衣ゆかたなんか着ていないってことを。自分がいるのが、保健室のベッドの上だってことも。


「あれ？　僕は……」


　どうにも判然としない頭を抱かかえる直なお樹きに、智とも衣いが思い切り頭を下げる。


「すまん！　直樹！　事故とはいえお前を窓から放ほうり投げるなんて！」


「そうですよ、利と根ね崎ざきセンパイは普ふ段だんから乱暴すぎるんです！」


　エリ子が口を尖とがらせる。


　普段なら反発する智衣だけれども、しおらしく押し黙だまる。今回ばかしは深く反省したのだろう。


　そんな智衣の様子を見ていると、何だか気の毒に思えてくるのが高たか村むら直樹って少年だ。


「もういいよ、智衣。大した怪け我がもしてないんだ。気にすることないって」


「直樹……」


　感動の瞳ひとみで智衣が見つめる中、直樹は心の中で繰くり返す。


（そうそう、大した怪我もしてないんだから……え？）


　直樹は、ふと疑問を覚える。


（確か、僕って三階の窓から落っこちたんだよな。どーして平気でいられるんだ？）


　改めて体を見るけれども怪我をしている様子はない。


　仮に、奇き跡せき的に打ち所が良かったとしたって、ちょっとした打ち身ぐらいできて当然だろう。なのに痛くも痒かゆくもないのだ。


（どういうことなんだ？　三階の窓から落っこちたっていうのにどうして僕は無傷なんだ？）


　そして、直樹は思い当たってしまった。できれば気づきたくなかった、その真相を。


　それは、直樹にとって到とう底てい受け入れ難がたいことだった。


　認めたくない直樹は、急せき込むように少女達に質問をぶつける。


「なあ、教えてくれよ！　僕は三階の窓から落っこちた。なのにどうして無傷でいられるんだよ!?」


「それは……」


　途と端たんに智衣が口ごもった。


「ほら、あれだよあれ。直樹、お前受身したんだよ。なあ？」


　急に話を振ふられたエリ子と綾あや菜なが、慌あわてた様子で言う。


「そ、そうです！　高村センパイ。すっごいアクロバティックな動きだったんですよ！」


「き、きっと、高村さんの前世は猫ねこだったんですね」


　噓うそ臭くささもここまでくれば金メダル級だ。


「いくら何でもそんなことあるわけないじゃないか。いいから本当のことを教えてくれよ」


　まっすぐな瞳で直樹は尋たずねる。


「う、ううう」


　真相を求める直樹の視線から逃のがれるように智衣が顔を背そむける。エリ子と綾菜の二人も、表情を曇くもらせていた。


　直なお樹きに対して知らせたくない『何か』。彼女らがそれを抱かかえているのは明らかだった。


（そういう…ことだったのか）


　予測が正しかったことを、直樹はハッキリと確信した。


（僕は三階の窓から落っこちて、命にかかわるような大怪け我がを負ってしまったんだ。今にも死んでしまいそうな僕を助けるために…）


　カラカラに渇かわいた喉のどをゴクリと鳴らし、直樹は続けた。


（誰だれかが…僕に嚙かみ付いたんだな）


　かつて、大怪我を負ったエリ子が吸きゆう血けつ鬼きになることで生き延びた。それと同じ道を歩んだのだと直樹は思った。


「あのね、直樹君。言いづらいことなんだけど」


　もう隠かくし通せないと思ったのだろう。季き代よ実みがそう前置きし話し始めようとする。


　だけど、直樹は首を振ふって季代実の言葉を止めた。


「いや、いいんだよ。もう分かったから。ただ、一つだけ教えてくれないか？　誰が、僕を助けてくれたのかぐらいは」


「それは……会長よ」


　季代実が、少し間をあけてから答える。


「会長なのか」


　勝ち誇ほこったように笑う紅べに華かの顔が頭に浮かんだ。


　直樹が最初に血を吸われそうになったのも紅華だし、一度は自分の血をかけた勝負だってしたこともある。直樹にとってはボスキャラのような存在の紅華。


（結局、そういう運命だったのかもしれないな）


　直樹は力なくベッドから立ち上がると、保健室の出口に向かって歩き出す。


「直樹！」


「高たか村むらセンパイ！」


　駆かけ寄ろうとするエリ子に、首を横に振ってみせる。


「ごめん、ちょっとだけ一人にさせてくれないか」


　静かにそう告げると、直樹は保健室を後にした。


「直樹君もショックだったのね。まあ、それも仕方のないことだけど」


　季代実が、静かに呟つぶやいた。
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　とぼとぼとした足取りで、直樹は教室へと戻もどってくる。


　気分は治ち水すい村の空よりもどんよりと曇くもっていた。吸血鬼になったという現実はそれぐらいショックなことだった。


　ぐったりと自分の席へとついた直なお樹きだ。坊ぼう主ず頭の男子学生が歩み寄ってくる。


「高たか村むら、聞いたよ。教室の窓から落っこちて保健室行きだったって？」


　クラスメイトの熊くま谷がいだ。


「だけど、三階の窓から落っこちたぐらいで保健室に運ばれるなんて、お前繊せん細さいすぎるぞ。吸きゆう血けつ鬼きの体だったらそれぐらい別にどーってことないんだから」


　熊谷がヘラヘラッと笑った。


（どーってことあるんだよ。僕は吸血鬼なんかじゃなく生なま身みの人間なんだから）


　そう思う直樹だけど、すぐにそれも打ち砕くだかれる。


（いや、それももう昔の話だったんだ。今や僕は吸血鬼になったんだっけ？　みんなと同じ吸血鬼に）


「そうそう、高村。昨日の夜、隣となり町のコンビニまで行って買ってきたんだ」


　直樹の落ち込みっぷりになんかちっとも気づかずに、意気揚よう々ようと熊谷がバッグから引っ張り出したのは、肌はだ色が目立つグラビア雑誌だ。


「これ見ろよ！」


　グラビアアイドルが、際きわどい水着姿を披ひ露ろうしているピンナップを机の上で広げる。


「お、何だよ！　スゲーの見てるじゃん！」


　男子生徒達が集まってくる。みんなして食い入るようにピンナップを見つめた。


　ここまでは、日本全国どこの高校でも見られる光景だろう。だけどさすがは吸血鬼達の集まる学校だ。


「ヤベ、俺、何だか興奮して牙きばが出てきちまったぞ！」


「俺もだよ。ああ、きっとすごくおいしい血をしてるんだろうな」


　男子達の口からは、二本の鋭するどい牙がニョキッと突つき出していた。瞳ひとみは真っ赤に染まりギラギラと輝かがやいていた。鋭い爪つめが伸のびた指先でページをめくっている。


「ちょっと、男子達！　教室で何てモン見てるのよ！　止やめなさいよね」


　口を挟はさんでくる女子生徒に、熊谷がやれやれとため息をついた。


「あ～～～、どーしてうちのクラスはこうも貧相な胸の女子ばっかりなんだろ。沢さわ田だ先せん輩ぱいのクラスがうらやましいぜ」


「何ですって！」


　女子生徒達もヒートアップした。目が真っ赤に染まり口からは牙が突き出し爪も鋭く伸びる。


「私達だってこれから成長すればきっと沢田先輩ぐらいになるんだからね！」


「バーカ、成長なんかしないじゃないかよ！　もう十年以上もそのまんまなんだろ？」


「ムキー！　気にしてることを！」


　さらにヒートアップする。


「あんたらだってもうちょっと大人になりなさいよね！　いつまでたっても馬ば鹿か男子のままなんだから！」


「あいにく大人になりようがないんでね。諦あきらめてくれよな」


　吸きゆう血けつ鬼き男子と吸血鬼女子との睨にらみ合いが始まった。無数の赤い瞳ひとみ、牙きば、そして爪つめ。


　その中で、直なお樹きは真っ青になり背筋を震ふるわせる。


　これまでだって、クラスメイトの変へん貌ぼうを目まの当あたりにして脅おびえたことはある。一同に追いかけられたことだってある。


　だけど、今感じている恐きよう怖ふはその時とはまったくの別物だ。


　自分も、この恐おそろしい集団の一員となってしまったという恐怖だった。


　今目の前にいる怪かい物ぶつ達は、自分の新しい姿なのだ。自分もその気になれば、この恐ろしい姿になるのだ。


　人の鼻血ですら執しつ拗ように嘗なめたがる、いやしい怪物に。


　そう考えた瞬しゆん間かん、直樹はいてもたってもいられなくなった。


「うわああああああ！」


　突とつ然ぜん悲鳴を上げると、直樹は立ち上がり教室を飛び出した。








　気がつくと、直樹は治ち水すい高校の屋上にいた。


　ベンチすらない殺風景な屋上だ。そこを取り囲む塗と装そうの剝はげたフェンスに腕うでを載のせ、ぼんやりと遠くを眺ながめている。


　終業式の日とは言っても、午前中は普ふ通つうに授業をやっている。始業のチャイムはとっくに鳴ってしまったけれど、教室に戻もどる気にはなれなかった。


「とうとう、なっちゃったのか。吸血鬼に」


　気分は暗あん澹たんたるものだった。絶望にも似たドス黒い闇やみに包まれている。


（そりゃ、聖人君子とは言えないけれど、悪いこともせず普通に生きてきたつもりだぞ。なのにどーしてこんな不幸な目にあわなきゃならないんだ）


　何だか少し腹が立ってくる。


（ええい！　こうなったら道連れだ！　隣となり町に行って手当たり次し第だいに嚙かみ付いてやるぞ！）


　そんなことを考える自分に、直樹は呆あきれた。


（何考えてるんだよ。そんなことしたって、何の解決にもならないよ。それに、今の僕は吸血鬼の体なんだから村の外になんか出られない。日の光でこげるに決まってる）


　再びがっくしと頭を垂たれると、ぼんやりと遠くを眺めた。


「そんな、怪物になっちゃったんだから」


　そう口に出して呟つぶやいた直樹の胸が、少しだけ痛んだ。頭に、秘密を知っている少女達の姿が思い浮かんだ。


　吸きゆう血けつ鬼きとなった自分を嫌けん悪おするということは、彼女らをも否定することのような気がしたのだ。


　この村に引っ越こしてきてからの九ヶ月、苦労した思い出も多いけれど、楽しかった思い出だってちゃんとある。


　秘密を抱かかえているという特とく殊しゆな状じよう況きようだったからかもしれないけれど、彼女達とのつながりは強かった。


　恥はずかしくて本人達の前では言えないけれど、友情以上の絆きずなを感じているほどなのだ。


　もし、村の外からやって来た誰だれかが彼女達を怪かい物ぶつと呼んだならば、直なお樹きはきっと怒いかり叫さけんだだろう。


『怪物なんかじゃない！』　って。


「吸血鬼だからって、怪物ってわけじゃないんだ。大切なのは中身なんだよな」


　少しだけ落ち着いた心で、直樹は呟つぶやく。


「川かわ澄すみ達はもちろん、村の人達だってそうだ。村のルールに従ってむやみに人を襲おそったりしないでいる。村の外の住人に迷めい惑わくがかからないようにしている。ただ、ひっそりと暮らしているだけなんだ」


　重苦しかった心が、少しづつ軽くなっていくのを直樹は感じた。


（僕は、そんな怪物じゃない吸血鬼になった。村のみんなと同じになった。ただそれだけなんだ）


　さらに、いいことも見つける。


　それは、もう正体がバレる心配をしなくてもいいってことだ。


　何を隠かくすことなく、生活することができるのだ。


　心にかかっていたモヤのようなものが晴れた。この村においては異質だった自分が感じていた疎そ外がい感。それが完全に払ふつ拭しよくされた瞬しゆん間かんだった。


　改めて空を見上げる。これまで気分を滅め入いらすことの方が多かったどんより雲も、自分を守ってくれる頼たのもしいものに思えた。


　と、後ろから声をかけられる。


「こんなところにいたのね、直樹君」


　振ふり向くと季き代よ実みが立っていた。


「川澄、どうして？」


「直樹君が大声を出して教室を飛び出したって聞いたから、智とも衣いさんと心配して捜さがしてたのよ」


　季代実の言葉に、胸がジーンと熱くなる。


（僕はもう吸血鬼になって、もう血を吸えるってメリットがなくなった。それなのに僕を心配してくれる友達がちゃんといるんだ。何も嘆なげくことなんかないじゃないか）


　直なお樹きは季き代よ実みの手を握にぎった。


「ちょ、ちょっと直樹君。どうしたの？」


　驚おどろく季代実に、直樹は熱い瞳ひとみで言った。


「ありがとう、川かわ澄すみ。ほんっとうにありがとう。もう僕は悩なやんだりしないよ。この運命を受け入れて村で生きていく。川澄達と一いつ緒しよに」


「大おお袈げ裟さね」


　呆あきれたように息を吐はき出す季代実、だけど微笑ほほえみ言った。


「だけど、それが一番だと思うわ。起こってしまったことは変えられないんだから」


「さあ、教室に戻もどろう」


　直樹は季代実の手を引っ張って歩き出す。


（今日からは、僕は本当の意味で血ち吸すい村の住人になったんだ！）


　むしろ誇ほこらしげに、心の中で呟つぶやいたのだった。
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　治ち水すい村に夕方がやって来る。それに伴ともなって呪のろいの雲はその役目を終えて晴れていく。


（明日もよろしく頼んだぞ。僕を日光から守ってくれよな）


　そんなことを思いながら、直樹は自宅への道を歩いていた。


「あ、だけど今晩の夕飯どうしよ」


　直樹は少し考える。


「僕はもう牛乳だけでいいんだろうけど、父さんの手前何も食べないってのも問題だし」


　答えは、あっさりと出た。


「そうだ、父さんも吸きゆう血けつ鬼きにしてしまえばいいんだ。誤ご魔ま化かす必要もなければ、食事当番のわずらわしさからも解放される。都合がいいことばかりじゃないか」


　すでに高たか村むら家の愛犬のマロは吸血鬼化している。父、直なお太た郎ろうが加われば一家そろってこの村の仲間入りだ。


　さすがに自分で嚙かみ付くつもりにはならなかったけど、そんなことは大した問題じゃない。


　村人達は血に飢うえているのだ。直太郎の血がもうニンニク臭くさくないって伝えたら、喜んで嚙み付く村人は山のようにいる。


　と、道の向こうに二階建ての古い木造家屋が見えてくる。村から格安で借りている高村家だ。


　足取りも軽く家へと向かった直樹は、レトロな引き戸の玄げん関かんを開けた。


「ただいま」


「お、帰ったか」


　ひょっこりと顔を出したのは、直樹のたくらみなんかちっとも知らない父、直太郎。ひょろんとした体型にズレ落ちそうな眼鏡。服装はヨレヨレの作さ務む衣えだ。売れないＳＦ小説家臭しゆうがプンプンと臭におってくる。


　直なお樹きは思い出したように尋たずねた。


「あ、そうだ。父さん、今晩って将しよう棋ぎの集まりがあるんだよね」


「ああ、そうだけど」


　頷うなずく直なお太た郎ろうに、直樹はよっしゃとガッツポーズを決めた。


（先に僕が行って、父さんのことを話しておけば……）


　将棋の集まりは、恐おそろしい吸きゆう血けつ鬼きの宴うたげとなるのは間ま違ちがいない。


「うひひひひひ」


　直樹は、実に吸血鬼っぽい気味の悪い笑えみを浮かべた。だけど、牙きばが出ていたかもと思い慌あわてて口元を隠かくす。


「どうしたんだ？　何か面おも白しろいことでもあったのか？」


「あったって言うか、これからあるって言うか。まあいいじゃん。それより、僕ちょっと出かけるから」


　鞄かばんを玄げん関かんに放ほうり投げると、意気揚よう々ようと家を飛び出していこうとする直樹。


「ちょっと待ちなさい」


　直太郎が慌てて呼び止める。しかも、ニヤニヤ笑いを浮かべてだ。


「いや～～～、直樹。友情って素す晴ばらしいよな。遠く離はなれてもお前のことを忘れずにいてくれる友達がいるなんて、実にありがたいじゃないか」


「どーしたの父さん？　安い青春ドラマでも再放送でやってたの？」


「そんなんじゃないよ。お前の東京の友達のことだよ」


「えっ、誰だれかから手紙が届いたのか？」


　直太郎はゆっくりと首を振ふる。


「いや、手紙は届いてない」


「それじゃ、電話があったとか？」


「いやいや、電話もなかった」


　直太郎は、笑顔で言い放った。


「なんとびっくり！　東京から、遊びに来てくれたんだ！」


「えええ！」


　直樹が驚おどろきの声を上げた直後だ。直樹の部屋のある二階から、懐なつかしい顔ぶれが下りてくる。


「高たか村むら、久しぶりだな。元気してたか？」


　がっちりとした体格の少年が、白い歯を見せて笑った。


「高村君、ちっとも変わってないよな」


　小太りで丸顔の少年が、目を細める。


「森もり本もとに大おお久く保ぼじゃないか！」


　直なお樹きが驚おどろきで口をパクパクさせる。


「おっと、俺達だけじゃないんだぜ。もう一人いるんだ」


　その言葉を合図にしたように、もう一人の人物が階段を下りてきた。ショートカットの気の強そうな少女だ。小こ柄がらで顔にはそばかすが残っているが、なかなか可か愛わいらしい。


「日ひ比び谷や！　お前も一いつ緒しよに来たのか！」


「そーよ、直ちゃん」


　直樹の前までやってきた少女は、負けん気の強そうな目で睨にらみ上げる。


　森本大だい吾ご。大久保徹とおる。日比谷あかり。この三人は、中学校からの直樹の友人だ。同じ高校へと進み、クラスはバラバラになってしまったけれどよく四人で遊んでいた仲だ。


「お前達、どーしていきなり」


「どーしてじゃないわよ！　いつまでたっても直ちゃんが連れん絡らくよこさないから、心配して来てやったんじゃないの！」


　叩たたきつけるようにあかりが言い放った。


「そーだぜ高たか村むら。水みず臭くさいじゃないかよ。どーして俺達に新しい住所を知らせてくれなかったんだ？」


「携けい帯たいが使えなかったとしたって、手紙とか家いえ電でんって方法があるだろ？　僕、悲しかったぞ」


　森本と大久保が非難っぽく言う。


「こっちの生活に慣れたらちゃんと住所と近きん況きよう報告を書いて三人のとこに送ろうと思ってたんだ。だけど、何だかそれどころじゃなくなって」


　もちろん、それどころじゃないってのは吸きゆう血けつ鬼きに囲まれて暮らしていくっていうこの状況に他ほかならない。


「それで、すっかり忘れてたんだ。悪い」


　片手拝みで謝ってから、直樹は不思議そうに尋たずねる。


「だけど、どうやってここを？」


「アタシが、直ちゃんのおじさんがお仕事してる出版社に聞いたの。それで教えてもらったのよ！」


　どんなもんだとばかしにあかりが胸を張る。


「日比谷から春休みに高村んとこに遊びに行こうって誘さそわれてな。それで三人で来たってわけさ。アポなしなのは、ちっとも連絡をくれなかったお前への仕返しだよ」


　森本が笑った。


「ま、とゆーわけだから、二、三日お世話になるわ」


　あかりが直太郎に顔を向けると、笑え顔がおで頭を下げる。


「ご迷めい惑わくかもしれませんが、よろしくお願いします。おじさん」


「どうぞどうぞ。何の遠えん慮りよもいらないよ。二、三日と言わず好きなだけのんびりしていきなさい」


　すっかり気を良くした直なお太た郎ろうがうんうんと頷うなずく。


　直なお樹きだって東京の友達がわざわざ訪ねてきてくれたことは嬉うれしく思った。


（僕のこと忘れてなかったんだな。ちょっと嬉しいじゃないかよ）


　思わず、胸がジーンと熱くなるけれど、とてつもなく重要なことを思い出す。


　この村が普ふ通つうじゃないってことをだ。少なくとも生なま身みの人間が気楽に歩いていいような場所じゃない。


　直樹の心配をよそに、森もり本もとがとんでもないことを言い出した。


「高たか村むら、お前が帰ってくるのを待ってたんだ。さ、行こうぜ」


「行くってどこに？」


「外だよ外。村を案内して欲しいんだよ」


（冗じよう談だんじゃないよ！）


　直樹は心の中で叫さけぶ。


（ここは吸きゆう血けつ鬼きの村なんだぞ！　しかもこれから夜になるんだ！）


　靴くつを履はこうとする三人を、直樹は体を張って止めた。


「ちょ、ちょっと待ってくれ！　案内するのはまた今度にしよう！」


「また今度って、俺達そんな長くはいられないんだぜ。二泊はく三日の予定なんだから」


「そうだよ。明後日あさつてには帰らなきゃならないんだぞ」


　不満を口にする友人らを必死に説得する。


「いや、外はすぐに真っ暗になるんだ。街がい灯とうもないしすごく危ないんだって。だから今日は家で大人しくしてた方がいい。長旅で疲つかれただろうし、家でゆっくりしなよ」


　適当に並べたてたけど、それなりに説得力はあった。


「確かにそーかもしれないな」


「明日にするか」


　外へ出るのを諦あきらめてくれると、再び二階へと上がっていく。


「じゃ、アタシは夕飯の支し度たくでもしよっかな。材料、ちゃんと買って持ってきたんだから」


　あかりが、張り切った様子で腕うでまくりをした。


「おじさん、台所使わせてもらってもいいですか？」


「もちろんだよ。いや～、女の子の手料理が食べられるなんて嬉しいな」


　ヘラヘラしながら、直太郎があかりを案内し台所へと姿を消す。


　大きく息を吐はき出した直樹は、青ざめた顔で深刻そうに呟つぶやいた。


「大変なことになったぞ」


　治ち水すい村の住人が一番恐おそれること。それは、この村が吸血鬼の村だと知られてしまうことだ。


　吸きゆう血けつ鬼きがいかに迫はく害がいされてきたのかについては、この村を吸血鬼の村にしてしまった宣教師がしっかりと伝えていっている。


　だからこそ、外から村を訪おとずれる人に対しては徹てつ底てい的に警けい戒かいする。


　そして万が一、その人物が偶ぐう然ぜんとはいえ村の秘密を知ってしまったならば……。問答無用で捕とらえ、嚙かみ付き同類とする。それが村の掟おきてなのだ。


（しかも、実にタイミングの悪いことに僕も吸血鬼になってるんだ。いつ、ボロを出して正体がバレるか分かったもんじゃないぞ。できるだけ早く村から出ていってもらわなきゃ）


　どうしたものかと思案する直なお樹き。と、家の電話がけたたましく鳴り出す。


「はいはいっと」


　ひょっこりと顔を出し受話器を取った直なお太た郎ろうが、ふむふむと聞く。


「おーい、直樹。何だかよく分からんが、役場からお前に電話だ。何か、すぐに来るようにって」


（もう森もり本もと達のことは村中に知れ渡わたってるんだな。それで僕に連れん絡らくが来たに違ちがいない！）


　半ば予測はしてたから、直樹はそれほど驚おどろかない。


「すぐに行きますって伝えといて！　それから、森本達を絶対に家の外に出さないように！　父さんも今日は将しよう棋ぎの集まりは我が慢まんして家にいてくれよ！」


　早口にそう言う。


「まったく、お前は心配性だな。いくら田舎いなかだっていったって、狼おおかみがいるわけでもないのに」


　呆あきれる直太郎を睨にらみつけ、直樹は心の中で叫さけんだ。


（狼はいないけど！　吸血鬼はわんさかいるんだよ！　さらに、僕もその一人なんだ！）


「とにかく、頼たのんだから！」


　そう言い放つと、直樹は自宅を飛び出した。家の脇わきに停とめてあった自転車にまたがりペダルを踏ふみ込んだ。
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　村役場の会議室には、村長をはじめとした村の役員達が集まっていた。難しい顔で席についている。


　コの字に並べられた長机に囲まれるようにしてポツンと置かれるパイプ椅い子す。そこに座らされているのは他ほかならない直樹だ。


　まるで異い端たん審しん問もんのような、ピリピリと張り詰つめた重苦しい雰ふん囲い気きだった。


「高たか村むら直樹君。君がどうしてここに呼ばれたか、説明するまでもないでしょうね」


　小こ柄がらな村長が、丁てい寧ねいではあるけれどもネバつく口調で言う。


「は、はい。僕の家に来ている……三人のことですよね」


　直なお樹きの言葉に、村長は大きく頷うなずいた。


「そのとおりです。いやはや、実に困ったことをしてくれましたね。君だって吸きゆう血けつ鬼きとなって半年以上もたつんだ。この村の秘密が外に知られたらどんな恐おそろしいことになるか分かっているはずですよ」


　実は吸血鬼になってまだ一日もたっちゃいないのだけれども、そんなことはとても言えない。


「それなのに、東京から人間の友人を村に招くなんて、一体何を考えているのですか？」


「この村の住人としての自覚がまるで足りないんだ」


「長い歴史の中、私達のような吸血鬼がどれほど迫はく害がいされてきたのか、ちゃんと勉強する必要があるぞ」


　集まった役員達も、困ったものだと口々に直樹を非難する。


「あの、違ちがうんです！　僕は誘さそったりなんかしてません！　何て言うか、みんなが勝手に来ちゃって……」


　役員達の瞳ひとみが真っ赤に染まった。牙きばが飛び出し、鋭するどい爪つめが長机に食い込んでいる。


「誰だれが言い訳をしろと言った！！！」


「君のせいで村が危機にさらされていることを自覚しているのか！」


「ええい、お前がまだ人間だったら血を一滴てき残らず吸い尽つくしてやるのに」


　激げき昂こうした吸血鬼達の言葉に、直樹は背筋を震ふるわせる。


（きゅ、吸血鬼になってて良かったぞ。もしそうじゃなかったら、この恐きよう怖ふに耐たえられず僕はどうかなってたかもしれない）


「とにかく」


　コホンと村長が咳せき払ばらいをすると、直樹に通告する。


「今すぐにあの人間達を村から追い出すように。分かりましたね？　高たか村むら直樹君」


「はい、分かりました」


　直樹がしおらしく頷いた直後だった。


「それはどうかと思います」


　会議室にそんな声が響ひびく。見ると、役場職員の一人だった。他ほかのメンバーに比べれば若く見える。見た目の年ねん齢れいは三十代後半といったところだろう。


　瘦やせ型で、神経質そうな顔には四角い眼鏡をかけていた。カマキリを連想させる雰ふん囲い気きの男だ。


「吸すい田だ君。どうかと思うとはどういうことです？　別の意見でもあるのですか？」


　村長が不ふ機き嫌げんそうに尋たずねると、吸田は頷き口を開いた。


「私は、その三人の人間はこの村に滞たい在ざいさせるべきだと思います！」


　村長をはじめとしてほとんどのメンバーが失笑した。


「馬ば鹿かなことを」


「一体何を考えているのやら」


「もちろん、この村に生なま身みの人間がいるという状じよう況きようが大変危険なものであることは分かっています。この村の秘密を知られることは絶対に避さけなくてはならない。だからこそ、私は彼らを追い出すべきではないと思うのです。そうされた彼らがどう思うかを考えてみたんです」


「あっ！　そうか」


　パイプ椅い子すの直なお樹きが声を上げる。この若い役場職員の言っていることが理解できたからだ。


（そうだ、いきなり村を出てけなんて言ったら怪あやしまれるに決まっている。森もり本もとや大おお久く保ぼはそれでも何日かしたら忘れてくれそうだけど、問題は日ひ比び谷やだ）


　日比谷あかり。中学校からの知り合いだから彼女の性格は分かっている。


　納なつ得とくのいかないことにはとことん体当たりしていくパワフルな性格だ。しかも好こう奇き心しんも人並み以上。


　さらに質たちが悪いことに、みょーに勘かんの鋭するどいところもある。


　無理矢理追い出されたりしたら最後、この村に好奇心をロックオンしてあれこれと詮せん索さくしてくるに違ちがいない。


「ダ、ダメです！　やっぱりすぐには追い出せません！　追い出したりしたら、この村を怪しく思われてしまいます！」


　声を張り上げる直樹に、吸すい田だはそのとおりだと頷うなずいた。


「無理矢理追い出したりしたら、この村には何か秘密があるのではという疑いを持たれてしまう可能性があります。ここは彼らを滞たい在ざいさせ、この村は疑う余地もなくごく普ふ通つうの村だと思わせて出ていかせるべきだと思うのです」


　吸田の意見に、村長や役員達もう～むと唸うなる。


「確かに、そのとおりかもしれないな」


「急せいては事を仕損じるとも言うし、この村の秘密を守るためにはそれが一番かもしれん」


「ここが何もないただの田舎いなかと思わせれば、好き好んでまた来ようとは思わないだろう」


　どうやら、皆みなの意見が一いつ致ちしたようだった。


「高たか村むら直樹君、よく聞きなさい」


　村長が直樹に顔を向けた。


「君の友達が、この村に滞在することを特別に許可しよう。彼らにこの村の秘密を決して悟さとられないように。いいですね」


「は、はい、分かりました」


　直樹はこっくりと頷いた。


　続いて村長は村の役員達に指示を飛ばす。


「すぐに村中にこのことを知らせ、村人一人一人が十分に注意するよう徹てつ底ていさせてください。吸きゆう血けつ鬼きの姿を見せることはもちろん、吸血鬼を連想させる言動も慎つつしむようにね。ここがごくごく普ふ通つうの退たい屈くつな村だと最後まで騙だましとおすのです！」


　村長は、拳こぶしを握にぎり締しめると声高らかに宣言した。


「これは、この村の存続をかけた挑ちよう戦せんです！」
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「ただいま」


　直なお樹きが自宅へ戻もどってくると、丁ちよう度ど玄げん関かんから見えるトイレのドアが開いたところだった。


「おっ、直樹、帰ったか」


　新聞紙片手に出てきた直なお太た郎ろうが声をかける。


「で、何だったんだ？　役場に呼び出されるなんて穏おだやかじゃないじゃないか」


「ああ、別に大したことじゃないんだ。学校の行事で公民館のホールを借りることになってね。その手続きのことでちょっと。実は、生徒会の手伝いみたいなことやってるんだ」


　帰ってくる道すがら考えていた言い訳を口にする。


「ほ～～～、お前がそんな大事な役目をね。大したもんじゃないか」


　直太郎が感心したように息を吐はき出す。もともと単純な性格だから、少しも疑わない。


「そういった経験は将来にも役立つからな。大いに頑がん張ばんなさい。父さんは応おう援えんしてるぞ」


　父親らしいことを言うと、直太郎は居間へと引っ込んでいった。


　直樹が靴くつを脱ぬいで家に上がると、タイミングよく電話が鳴る。


「はい、高たか村むらです」


　取った受話器から聞こえてきたのは、聞き慣れた少女の声だった。


『高村クン。わたくしですわ』


　この声、この口調、この言葉遣づかい、間ま違ちがいない。神楽かぐら紅べに華かだ。


「会長！」


　直樹は少し緊きん張ちようした声を出す。


「あの、僕に何か？」


『何か？　ではありませんわ。話は全部伝わってますのよ』


　電話越ごしでもパワーダウンすることのない威い圧あつ感で、紅華は言う。


『東京からお友達が来てしまったそうですわね。しかも、彼らを村に滞たい在ざいさせることも決まったと聞きましたわ』


　紅華の家、神楽家は古くからの名家。かつては村を牛ぎゆう耳じっていたとか。今でもその影えい響きよう力は強いとの噂うわさだ。


　こんな大切な情報が伝わっていないはずがない。


『わたくしとしては、正直不安なところですわ。果たしてそんなことをして大だい丈じよう夫ぶなのかどうか』


　少し沈しずんだ声が聞こえてくる。


「村中のみんなに知らせて、正体がバレないよう気をつけさせるって話なんですけど」


『誰だれがボロを出すか分かったものではありませんわ。それに、村にピチピチの人間がいるという状じよう況きように村人達が耐たえられるかどうか……』


　紅華が少し口ごもってから、気を取り直すように言った。


『ま、確かに無理矢理に追い出して不ふ審しん感を持たれるのも問題ですし、今回は村の決定に従うことにしましょう。お父様も同意見でしたし。ですが！』


　ピシャリと、紅べに華かが言葉をぶつける。


『高たか村むらクン、あなたの責任は重大ですわよ！　これから数日間、彼らと行動を共にするあなたが、この村の秘密を守るため、誰だれよりも注意をしなければなりませんわ！』


　紅華に言われて、改めて自分の責任というものを感じる。


『お友達をこの村の住人にしたくなかったら、村の秘密を絶対に知られないようにするんですわ。お分かり？』


　もし村の秘密を知られたら、三人を嚙かみ付いて吸きゆう血けつ鬼きにするという静かな脅おどしが含ふくまれている。


「は、はい、分かりました。気をつけます」


　背筋を震ふるわせながら、直なお樹きは返事をした。


『分かればいいんですわ』


　電話を切ろうとする紅華に、直樹は思い出したように声をかける。


「あ、会長」


『何ですの？』


　直樹は、少しだけ口ごもってから言った。


「その、ありがとうございました。今朝、僕のことを助けてくれて」


『ああ、そのことですの』


　紅華のため息交じりの声が聞こえてくる。


『正直、わたくしとしてはつまらない結末で残念でしたわ』


　吸血鬼になったことにして村人達を欺あざむき、直樹を人間のままでいさせる。


　直樹が心から吸血鬼になりたいと願い誰に嚙まれるかを決めた時、その一人が勝利者として直樹に嚙み付く。


　それが、紅華らが最初に定めたルールだった。


（僕の血を吸えたけど、会長としては不本意な勝利だったんだな。ちゃんと僕に選ばれて、勝利者として嚙み付きたかったってことか）


　数十年も吸血鬼をやっているだけあって、他メンバーよりも血に貪どん欲よくな紅華。多少ルール違反を犯おかしても血を吸いかねないと思っていた相手だけに、直なお樹きは見直した気分になる。


『話はそれだけですの？　それでは』


　切れそうになる電話に向かって、直樹は早口に言った。


「僕、頑がん張ばります！　ここはただの田舎いなかだって思わせて三人には出ていってもらいます！」


　すでに電話は切れていた。声が紅べに華かに届いたかどうかは分からなかったけど、直樹は悪い気分じゃなかった。


　熱い何かが、胸に芽生えていた。


　なりたてホヤホヤとはいえ、この村の吸きゆう血けつ鬼きとしての使命感だった。


（この村の一員として、村を、そして仲間を守らなくちゃ！）


　強く心に誓ちかう。


（そのためには、細心の注意が必要だぞ。僕も全力でただの人間のフリをしなくっちゃな）


「あ、直ちゃん。帰ってきてたのね」


　ひょっこりと、エプロン姿のあかりが顔を出す。


「夕飯、できたよ。二階にいる森もり本もとっちと大おお久く保ぼ君呼んできて」


　直樹が呼びに行くまでもなかった。腹を空すかせていた二人は、夕飯と聞いて階段を駆かけ下りてくる。


「日ひ比び谷や、お前何作ったんだよ？」


「ちゃんと食べれるもの作ったんだろうな？」


「失礼ね、だったら食べなきゃいいのよ！」


　あかりがプリプリと怒おこる。


「ほらほら、直ちゃんも早く」


「あ、ああ」


　頷うなずき、直樹は居間へと向かった。


　吸血鬼となった今、普ふ通つうの料理に食欲なんて湧わかない。だからって牛乳だけですますのも不自然だろう。


（ここは、この村のため無理してでも口に入れなきゃな）


　そう思いながらちゃぶ台につく。


「いや～～～、楽しみだなあ」


　直なお太た郎ろうが、鼻歌を歌いながら料理の到とう来らいを待つ。


「さ、お待ちかねよ」


　台所から大皿を持ったあかりが現れた。


「ジャジャーン！」


　効果音つきでちゃぶ台に置かれた大皿には、大量のギョーザが山盛りになっている。


「あかり特製のスタミナギョーザなんだからね！　一つ一つ丁てい寧ねいに手作りしたんだから！」


　実に香こうばしい香かおりを立てていた。だけど直なお樹きにとっては大問題だった。


（この匂においは！　この匂いは！）


「ひ、日ひ比び谷や、もしかしてこのギョーザって、ニンニク入ってたりするのか？」


　青ざめた顔で尋たずねると、あかりは当たり前だとばかしに大きく頷うなずく。


「もちろんじゃない！　ニンニクの入ってないギョーザなんてギョーザじゃないわ！　あかりの特製ギョーザは、ニンニクもニラもたっぷりなんだから！」


　豪ごう快かいにそう言い放ち笑う。


「あ、ギョーザのタレも作ってたんだ。ちょっと待ってて」


　台所に引き返そうとするあかりの後ろで、ドサッという音がした。振ふり向くと、直樹が白目を剝むいて倒たおれていた。強きよう烈れつなニンニクの香りに耐たえられなかったのだ。


「高たか村むら!?」


「高村君！」


「直ちゃん！」


　友人三人の声が、夜の高村家に響ひびいたのだった。
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　目が覚めると、見慣れた天てん井じようが見える。自分の部屋のベッドの上だ。


　田舎いなかの家だから、部屋は妙みように広い。畳たたみの上には、森もり本もとと大おお久く保ぼが使っていた布団ふとんがぐちゃぐちゃに広がっている。


　二人の姿はない。すでに起き出しているようだ。


（そーだ、結局昨日はニンニクにあてられて、気分悪くてずっと寝ね込んでたんだっけ）


　時計を見ると朝の八時だった。


　むっくりと起き上がる。着き替がえもせずに寝込んでたから服装は制服のままだった。


　さすがに春休み初日から制服姿というのも気分が悪いから、直樹はさっさと着替えをすます。トレーナーに厚手のＧパンといういつもの普ふ段だん着ぎ。最後にジャンパーを羽織れば完かん璧ぺきだ。


　階段を下りて居間へと行くと、他ほかの面々はちゃぶ台を囲んで朝食の最中だった。


「やっと起きたか、高村」


　口一いつ杯ぱいにご飯を頰ほお張ばって、森本が言う。


「昨夜ゆうべは驚おどろいたよ。いきなり倒れるんだから」


「悪い、ちょっと気分が悪くなって。学校の疲つかれが出たのかな？」


　まさかニンニク臭しゆうにあてられたとも言えないから、適当に笑って誤ご魔ま化かす。


「いつまでもそんなとこに立ってないで、直ちゃんも朝ご飯食べちゃってよ」


　エプロン姿のあかりが言う。朝食の支し度たくもやってくれたようだ。


「あ、ああ」


　ちゃぶ台へとついた直なお樹きの目の前に、あかりがご飯とみそ汁しるを持ってくる。


「はい、昨日食べられなかったからちゃんと取っておいたんだからね」


　笑え顔がおで出されるのは、ギョーザの載のった皿だ。焼きたてじゃないから昨日みたいなニンニク臭しゆうはしないけれども、直樹は何かがこみ上げてくるような気がする。


（こんなものを無理して食べたら、きっと死んでしまうに違ちがいない）


「どうしたの？　直ちゃん。飢うえた野や獣じゆうのようなこいつらからこれだけのギョーザを守るのも大変だったんだからね」


　ほらほらと皿を突つきつけられる。さすがにたまらなくなって直樹は声を張り上げた。


「ごめん！　食べられないんだ！　だって、ニンニクが入ってるから」


「えっ？」


　あかり、それに森もり本もとと大おお久く保ぼもキョトンとした顔をする。


「直樹、お前ニンニク大好きだったんじゃなかったっけ？」


「そうだよ、一いつ緒しよにラーメン屋に行った時だって、ニンニクましましで注文してたじゃないか」


「アタシもそう聞いてたから、ニンニクたっぷり入れたんだけど……」


「いや、その……」


　直樹はしどろもどろに説明する。


「味覚の変化ってヤツなのかな？　この村に引っ越こしてきてからどうもニンニクの匂においが苦手になっちゃってさ」


「何だ、そうだったのか。父さん知らなかったぞ」


　直なお太た郎ろうが口を開く。


「それじゃまるでこの村の人達みたいじゃないか。何な故ぜかこの村の人達はニンニクが嫌きらいみたいだからな。前にギョーザの話をしたらみんな顔をしかめてたんだぞ」


「と、父さん！」


　真相を知らないくせに際きわどいことを言う直太郎を、直樹は睨にらみつけた。だけど幸い、その内容には皆みなさほど興味を持たなかったらしい。


「高村がいらないなら俺がもらい！」


「あ、僕も！」


　森本と大久保が電光石火の早はや業わざで箸はしを伸のばしギョーザをかっさらう。


「それじゃ直ちゃん、目玉焼きでも作ろっか？」


「いや、いいよ。朝はあんまり食欲ないから」


　立ち上がった直樹は、台所へと向かう。冷蔵庫を開けると巨きよ大だいな瓶びん入り牛乳を引っ張り出した。


　ごくごくと牛乳を飲みながら居間へと戻もどってきた直樹を、あかり、森本、大久保の三人が信じられないものでも見るような目で見ている。


「ん、どうしたんだよ？」


「どうしたもこうしたも、信じられないぜ」


　森もり本もとが息を漏もらした。


「だって、お前が牛乳を飲んでるんだぜ」


「そうだよ。口に含ふくんだらすぐに吐はき出すぐらい大嫌きらいで、仕方がないから中学の頃ころは高たか村むら君の牛乳は僕達三人で交代で飲んであげてたじゃないか」


　大おお久く保ぼも驚おどろきの声を上げる。


「牛乳の入ったシチューやグラタンなんかもダメ。それどころかチーズやヨーグルトみたいな乳製品だって嫌いやがってたはずよ。それなのに……」


　あかりも、信じられないと繰くり返す。


「ねえ、教えて。あんな筋すじ金がね入りだった牛乳嫌いが、たった半年くらいでどうやったら克こく服ふくできるの？」


　教えてと言われても正直に答えられるはずがない。


　恐おそろしい怪かい物ぶつと化した吸きゆう血けつ牛に追いかけられ、貯乳タンクに飛び込み一晩過ごしたおかげで克服できたなんて……。（一巻参照）


「えっと、それは……」


　もごもごと口を動かす直なお樹きに代わって、直なお太た郎ろうが口を開く。


「驚きだろう？　私も最初は信じられなかったよ。これもきっと、治ち水すい村の牧場でとれる新しん鮮せんな牛乳のおかげだろうね」


「そっか、やっぱり搾しぼりたてって違ちがうのか」


「高村君でも飲めるぐらいだから、相当おいしいんだろうな」


　森本と大久保が納なつ得とくする。あかりもなるほどと感心していた。


（ナイスアシスト！　父さん！）


　直樹は心から父親に感謝する。だけどそれも長続きはしなかった。


　直太郎がこんなことを言い出したのだ。


「そうだ、直樹。せっかくだからみんなを牧場へ連れていってやったらどうなんだ？」


「ええっ！」


「あ、それいいわ。どっちみち直ちゃんに村を案内してもらおうと思ってたし。ねえ、牧場に連れてってよ」


　がぜん乗り気になったあかりが言う。


（冗じよう談だんじゃないぞ！　お前達分かってるのか!?　あそこにいるのはただの牛じゃない！　夜中に変身して人間を襲おそう化け物なんだぞ！）


　とまあ心の中で叫さけぶけれど、伝わるはずもない。


「牧場か。面おも白しろそうだな」


「搾しぼりたての牛乳も飲ませてもらえるかな」


　森もり本もとと大おお久く保ぼも、すっかりその気になっている。


「ちょ、ちょっと待ってくれよ！　牧場なんてダメだよ！　あんなとこに行くなんてどーかしてる！」


　慌あわてた直なお樹きが主張するけれど、友人三人はキョトンとする。


「どうして牧場へ行くのがどーかしてるんだ？」


「何か都合の悪いことでもあるのか？」


「いや、そんなことはないんだけど。その、遠いし大変かなって。それに天気も悪いし家で大人しくしてた方が……」


　何とか心変わりをさせようと必死だったけど、またまた直なお太た郎ろうが余計なことを言った。


「村内バスを使えばすぐさ。それに、こんな曇くもり空ぞらなんていつものことじゃないか」


「なら決まり！　朝飯食べたら行ってみよーぜ！」


「せっかく田舎いなかに来たんだから、牧場ぐらい見とかないとなあ」


　もはやこの牧場へ行こう熱を冷ますのは難しいようだ。


　直樹は昨年の夏のことを思い出す。牛乳嫌ぎらいを克こく服ふくするために、牧場の手伝いをしたあの悪夢の週末を。


（あの時はまだ僕は人間だったけど、昼間のうちは別に問題なかったよな。牛が怪かい物ぶつになったのは夜中だし、昼間遊びに行くぐらいなら大だい丈じよう夫ぶだよな）


　不安を拭ぬぐい去るように、何度も心の中で繰くり返した。
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　曇り空の下、一人の少女が軽い足取りで歩いている。


　ボーイッシュな短たん髪ぱつによく日焼けした小麦色の肌はだの少女、そう、智とも衣いだ。


　春休み初日、もう服装は制服なんかじゃない。かといっていつものジャージ姿とも違ちがう。Ｇパンにトレーナーという格好だ。季節にしては寒そうだけれども、永遠の元気少女としてはこれで問題ないのだろう。


「親おや父じが料理を作りすぎたから、友達の家におすそ分けする。うん、ちっともおかしいことなんかないよな」


　確かく認にんするように呟つぶやく。


　智衣が向かっているのは言うまでもなく直樹の家。その理由はもちろん、


『直樹の東京の友達が見たい！』


　だった。


　直なお樹きを訪ねて東京から三人の人間がやって来たことはすでに周知の事実。追い出して怪あやしまれたら逆効果だと、しばらく滞たい在ざいさせる旨むねも役場から伝えられている。


　三人が村を出るまでは、吸きゆう血けつ鬼きの力を出すのは厳禁！


　そう強く言われていた。


（オレが行ったら、直樹なんて言ってオレのこと紹しよう介かいするかな？　友達？　親友？　それとも……）


　自分勝手な想像をして、一人で顔を赤らめてニヤニヤしている智とも衣い。と、


「あ、利と根ね崎ざきセンパイじゃないですか」


　そんな声が響ひびく。見ると前方に見慣れた少女が立っていた。


　大きなリボンの小こ柄がらな少女、エリ子だ。


「エリ子、お前こんなところで何してるんだよ？」


「利根崎センパイこそ、何してるんですか？」


　二人して睨にらみ合う。


「オレは、親おや父じが料理を作りすぎちまったから、直樹の家に分けてやろうかなって」


「へ～～～、奇き遇ぐうですね。エリも牛乳たっぷりのお菓か子しを作りすぎたから高たか村むらセンパイの家におすそ分けしようと思ったんです」


　しれっとしてエリ子が言う。


　お互たがいの目的はバレバレだった。


　ここでお互いに睨み合ってたって時間の無む駄だだから、智衣がさっさと折れる。


「分かったよ。白状するよ。オレは直樹の東京の友達ってのが気になったんだよ」


　智衣の潔いさぎよい態度に、エリ子も白状する。


「エリも同じです。それで、高村センパイ、エリのこと何て言って紹介するかなって思って。可か愛わいい後こう輩はい？　気になってる後輩？　それとも……」


　智衣と同じような妄もう想そうを膨ふくらめてはにかんだりする。


「勝手な妄想してんじゃねーよ」


　エリ子の額に軽くデコピンしてから、智衣はやれやれと息を吐はき出した。


「しょーがねーな。あんまし気乗りしねーが一いつ緒しよに行くか」


「そーですね。ここでもめてたって仕方ありませんよね」


　二人で連れ立って歩き出す。それでも早足で少しでも先にたどりつこうとしょーもなく張り合ったりもする。


　そのまま世界陸上も真っ青な勝負が始まるかと思ったが、幸いにも直樹の家はすぐそこだった。


「すみませ～～～ん」


　ガラガラと音を立てる引き戸を開け玄げん関かんの中へと入る。しばらくすると家の奥から直なお太た郎ろうがやって来た。


「おやおや、智とも衣いちゃんとエリ子ちゃんじゃないか」


　何度か直なお樹きの家に来ているから、直なお太た郎ろうともすっかり顔馴な染じみになっている。


「これ、親おや父じがちょっと作りすぎちまって。良かったら食べてください」


「私も、お菓か子しを作りすぎちゃって。良かったらどうぞ」


　直太郎は遠えん慮りよのえの字も見せずに二つの包みを受け取った。


「ありがたくいただくよ。いや～～～、嬉うれしいな」


　ほくほく顔の直太郎に、エリ子がおずおずと尋たずねる。


「あの、高たか村むらセンパイは？」


「あ、直樹ね。実は友達と牧場に遊びに行っちゃっててね。悪いね、何か用事でもあったかな？」


「いえ、用事ってわけじゃないんですけど……。留守なんですか」


　残念そうにエリ子が首を振ふる。


「いや、実は直樹んとこに東京から友達が来たって聞いたから、ちょっと紹しよう介かいしてもらおうかなって思って」


　智衣がそう説明する。


「だったらまた夕方にでも遊びに来るといい。その頃ころにはみんな戻もどってきてるだろう」


「はい、分かりました」


　落らく胆たんしながら、玄げん関かんを出ようとする二人の耳に、直太郎の呟つぶやきが聞こえた。


「男だらけであかりちゃんには気の毒だなあと思ってたんだ。二人が遊びに来てくれるなら実にありがたい」


「え!?」


　智衣とエリ子が同時に振り向く。


「あかりちゃん？」


「ああ、東京から来た直樹の友達なんだ。中学からの仲でね。よく、うちにも来てくれてたんだ。母親のいない直樹のことをいつも気遣づかってくれるいい子なんだよ。本当に」


　直太郎が大おお袈げ裟さに鼻をすすり上げる。


「ああいった娘こが、直樹のお嫁よめさんになってくれればいいんだが……」


　そこで、直太郎は智衣とエリ子の驚おどろきの表情に気がついた。


「ん、どうしたんだい？　何だか深刻そうな顔をして」


「いや、何でもありません。失礼します！」


「失礼します！」


　ペコリとお辞じ儀ぎをすると、台風のような勢いで玄関を飛び出していく。


「はて？　どうしたんだろう？」


　一人、直なお太た郎ろうは小首を傾かしげた。








　高たか村むら家を飛び出し少し進んだところで、智とも衣いとエリ子の二人は足を止めた。


「おい、エリ子。聞いたか？」


「はい、聞いちゃいました」


　深刻度３００パーセントで、顔を見合わせる。


「東京から泊とまりがけで来たって言うから、てっきり野や郎ろうが三人だと思ってたのに……」


「女の子が一人混じってたなんて……。しかも、高村センパイと中学校時代からの仲って言ってました」


　ゴクリとエリ子が喉のどを鳴らす。


「ももも、もしかして高村センパイの前の彼女だとか？」


「バ、バカ！　あの直なお樹きだぞ！　そんなことないって。それに、前カノだったら気まずくて遊びになんか来ないだろ？」


　笑い飛ばす智衣だけど、


「でも、東京は何かとさばけてるって言うしな。そんな大人な関係もありえるかもしれん。でもって久しぶりに会った挙あげ句くに焼けぼっくいに火なんかついたりしたら大変だぞ」


　智衣が拳こぶしを握にぎり締しめる。


「夕方まで待ってられねえぞ！　エリ子！」


「はい、利と根ね崎ざきセンパイ！」


　エリ子も力強く頷うなずいた。


　二人の瞳ひとみが真っ赤に染まる。牙きばが尖とがり、爪つめも鋭するどく伸のびる。


　吸きゆう血けつ鬼きの力を出すのは厳禁！　ってお触ふれもすっかり忘れて、二人は風を切って走り出した。
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　牧場には、たくさんの牛達がいた。みな思い思いに午前中のひと時を過ごしている。


　ある牛はのんびりと散歩をし、ある牛はごろんと寝ねそべり、そしてまたある牛は春を前に少しだけ芽を出した草なんかをはみはみとしていた。


「うおっ、牛だ」


「本物だ！　動いてるぞ！」


「すごいわ、こんなにもたくさんいるなんて！」


　森もり本もとと大おお久く保ぼ、そしてあかりが華はなやいだ声を上げる。東京生まれの東京育ちである三人だ。生の牛なんてそうそう見る機会がない。


　直なお樹きらがやって来たのに気づいて、オーバーオールを着た大おお柄がらな男性が歩み寄ってくる。牧場主の山やま田ださんだ。


「ようこそ、治ち水すい牧場へ」


　山田さんが、人の良さそうな笑え顔がおを一同に向ける。さすがにいきなりやって来るのは失礼かと思い、事前にちゃんと直樹が牧場に電話をかけておいたのだ。


「坊ぼう主ずの東京の友達だそうだな。まあ、牛しかいないところだがたっぷり遊んでいくといい。興味があるなら牛の乳搾しぼりなんかも後でやらせてあげよう。搾りたての牛乳、できたてのチーズなんかもご馳ち走そうするぞ」


「ありがとうございます」


　森もり本もとと大おお久く保ぼとあかりの三人が頭を下げる。


「あの、牛を触さわったりしても大だい丈じよう夫ぶですか？」


　あかりの質問に、山田さんはにこやかに頷うなずいた。


「大丈夫さ。うちの牛は人なつっこいからな。特に君達のことはすごく気に入ると思うよ。ぐふふふ」


　かなり含ふくみのある笑みを山田さんが浮かべたけれど三人は気づかない。


　早さつ速そく、少し離はなれたところで草をはみはみしている牛へと駆かけ寄っていく。


　山田さんの言うとおり、牛は人なつっこかった。突とつ然ぜんの訪問者に気づくと、嬉うれしそうに顔をこすりつける。


　辺りにいた牛達も集まってきて、モーモーと歓かん迎げいの声を上げた。


「うわあ、すごいぞ！　牛ってこんなにも人なつっこかったんだな」


「見てみて、頭を撫なでてあげると気持ち良さそうな顔をするの！」


　大喜びではしゃぐ三人を見ながら、直樹は心の中で呟つぶやく。


（人なつっこいんじゃなくて、エサの匂においがするから喜んでるだけなんだよ。そいつら全部、吸きゆう血けつ牛なんだからな）


　思えば、牛乳嫌ぎらい克こく服ふくのために牧場にやって来た時も、同じように牛達に懐かれたような気がする。直樹も少し可か愛わいいかも？　なんて思ってしまったぐらいだ。


　もっとも、その夜の姿を思えば可愛さだって吹ふき飛ぶのだけど。


　ブルルッて背筋を震ふるわせてから、直樹は山田さんに顔を向け小声で尋たずねる。


「電話でも聞いたんですけど、本当に大丈夫ですよね？　吸血牛になってみんなに襲おそい掛かかったりしませんよね？」


「はっはっは、心配はいらないさ。うちの牛達がやんちゃになるのは、夜になってからだけだ。昼間のうちは何の問題もない。ごくごく普ふ通つうの牛だぞ」


　豪ごう快かいに笑い飛ばしてから、山田さんは不思議そうに言った。


「だけど坊主。うちの牛達の秘密をどうして知ってたんだ？　村でもあまり知られてないことなんだがな」


　去年、追いかけ回されましたからって答えようとしたけれど、慌あわてて口を閉じる。


　当時直なお樹きが人間だったことがバレてしまうからだ。


（もう僕は吸きゆう血けつ鬼きになってるから、バレたからって嚙かみ付かれる心配はない。だけど、川かわ澄すみ達の責任問題になりかねないからなあ）


　山やま田ださんには、牛達のことは噂うわさで聞いたと適当に説明する。豪ごう快かいな山田さんだから細かいことは気にしない。


「ま、そんなに心配しなくても村の秘密がバレるようなことはないさ。坊ぼう主ず、お前ものんびりしていきな」


　直樹の背中をバシンと叩たたくと、山田さんは仕事のため牛舎の方へと戻もどっていく。


「のんびりしてけって。とてもそんな気分じゃないよ」


　ボソッと直樹が呟つぶやく。と、声がかけられた。


「直ちゃんは、牛のところに行かないの？」


　ニコニコしながらあかりがやって来る。


「ああ、僕はいいよ。前に散々ここの牛とは触ふれ合ったから。それこそ、彼女達の意外な一面も見れるぐらいに」


　実感を込めて直樹が呟く。


「でも、すごいことよね。こんなにも近くに牧場があるなんて」


　少し遠くで森もり本もとと大おお久く保ぼを取り囲んでいる牛達を見つめてあかりが感心したように息を吐はき出した。


「こんな人なつっこい牛と触れ合ってたら、そりゃ牛乳嫌ぎらいも治るかもしれないわね」


　そうじゃないんだと声を大にして主張したいところだったけど、直樹はその言葉を飲み込んだ。


「そーだ、昨日聞けなかったんだけど、直ちゃんにいろいろ質問があったんだ」


　あかりが直樹に顔を向ける。


「学校はどう？　ちゃんとうまくやれてる？　仲間外れになんかされてない？　友達できた？」


　親みたいな質問だったから、直樹は苦笑いを浮かべる。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。学校ではちゃんとうまくやれてるし、友達だってたくさんいる。まあ、ちょっとした壁かべとゆーか、溝みぞとゆーかがあったのは事実だけど……」


　もちろんここで言っているのは、人間と吸血鬼という種族の壁に他ほかならない。


「でも、それももうキレイさっぱり消えたんだ。今は心身共にこの村の一員であり仲間だよ」


　得意気に顎あごを持ち上げてみせる直樹。


「そっか、そうなんだ」


　何な故ぜかあかりは、少しだけ寂さびしそうにそっぽを向く。


「直なおちゃんは、すっかりこの村の人になっちゃったんだね。なら、アタシ達のことを忘れてたのも仕方ないよね」


「………日ひ比び谷や」


　いつものあかりとはまるで違ちがう様子に、直なお樹きは何て声をかけていいのか分からなくなる。


　と、強い風が吹ふき抜ぬけた。あかりが右目を押さえる。


「イタタ、目にゴミが入っちゃったみたい」


　取ろうとするが、苦戦しているようだ。


「あ～～～もう！　目薬持ってくるんだったわ！　近くにコンビニないの？　コンビニ」


　いつもの元気な彼女に戻もどったようで、直樹はホッとする。


「イタタ、もうっ！　取れないわね」


　なかなかしつこいようだから、直樹も少し心配になる。


「どれ、見せてみな」


　直樹が、あかりの顔に自分の顔を近づけた時だった。


「ちょっと待った～～～！！！」


「ちょっと待ってください！！！」


　台風のように飛び込んできたのは、智とも衣いとエリ子の二人だった。


「智衣！　エリ子ちゃん！」


　驚おどろく直樹に、二人が詰つめ寄る。


「な、直樹！　ひ、久しぶりに会ったからって早まるんじゃないぞ！」


「そうです、高たか村むらセンパイ！　一時の感情に流されるのは良くないです！」


「へっ？」


　直樹はというと、二人が何を言っているのかさっぱり意味が分からない。


「二人とも、何言ってるんだ？」


「何って、今ここで……しようとしてただろ？」


　顔を真っ赤にして智衣がもごもごと言う。


「そうです。顔をあんなにも近づけて……。不潔です！」


　エリ子もしかりだ。


「目にゴミが入ったって言うから。見ようとしてただけなんだけど」


「ゴミ？」


「ゴミ？」


　智衣とエリ子が二人仲良くキョトンとした。


　きっかり三秒後、二人して笑い出す。


「なんだ、ゴミだったのかよ。だったら早くそう言えって」


「そーですよね。いきなり……なんてことないですよね～～～」


　頭のネジでも抜ぬけたように笑う二人。


「あ、取れたみたい」


　流れ出た涙なみだを拭ぬぐってから、あかりが直なお樹きに尋たずねる。


「直ちゃんの、知り合い？」


「あ、ああ。紹しよう介かいするよ。同じクラスの智とも衣いと、後こう輩はいのエリ子ちゃんだ」


　直樹に紹介され、智衣とエリ子があかりに顔を向ける。


「利と根ね崎ざき智衣だ。直樹とは同じクラスで、まあ親友ってやつだぜ」


「鳩はと羽ばエリ子です。学年は違ちがいますけど高たか村むらセンパイには仲良くしてもらってるんです」


　ハッキリとそう主張する。


「日ひ比び谷やあかりよ。直ちゃんとは中学校からの友達なの。よろしくね」


　にこやかに、だけど一歩も引かないといった様子であかりが言い放った。


　三人とも笑え顔がお、だけど何だか妙みようにピリピリした空気が流れる中、森もり本もとと大おお久く保ぼがやって来る。


　智衣とエリ子に気がつき、目を輝かがやかせた。


「おい、高村。お前の友達か？」


「僕達のこと、紹介してくれよ」


　十七歳さいの青少年だ。いくら人なつっこくて巨きよ乳にゆうっていっても牛は牛。智衣とエリ子っていう美少女二人の方にはるかに興味をひかれるのだろう。


「クラスメイトの智衣に、後輩のエリ子ちゃんだ」


　続いて森本と大久保を紹介しようとするけれど、直樹が言う前に二人が争うように声を張り上げる。


「俺、森本大だい吾ご。高村とは中学校からの付き合いで、いわば兄貴分ってとこかな？」


「僕、大久保徹とおる。同じく中学からの付き合いで、大親友なんだ」


「兄貴分に大親友って、調子のいいことばっか言いやがって」


　直樹が呟つぶやく。


「高村の学校での様子とかを知りたいんだ。ちょっと話をしないか？」


「そうそう、どこかに座ってゆっくりと。君達のことももっとよく知りたいし」


　智衣とエリ子にがぶり寄る森本と大久保。と、牧場主の山やま田ださんがやって来る。


「さあお待ちかねの乳搾しぼりだぞ」


　山田さんは満面の笑みで言ってくれるけれど、森本と大久保にしてみれば牛の乳搾りよりも目の前の美少女二人だ。


「せっかくですけど、乳搾りはまた今度に」


「ちょっとそれどころじゃなくって」


　やんわりと断ったつもりだったけど、山田さんには通じなかった。


「遠えん慮りよすることはない。東京じゃなかなかこんな体験できないだろう。さあ、思う存分搾っていくといい」


　山やま田ださんが森もり本もとと大おお久く保ぼの首根っこを摑つかむ。まるで猫ねこの子でも扱あつかうようにひょいと持ち上げてしまった。


「さあ、お嬢じようちゃんも来るといい。楽しみだろう？」


「は、はい」


　智とも衣い達が気になる様子だったけど、せっかくの申し出を悪いと思ったのか頷うなずくあかり。


「うちの娘むすめ達の巨きよ乳にゆうを好きなだけ揉もみしだけるなんて、君達はラッキーだぞ」


　下品なジョークを言いながら、山田さんは歩いていく。森本と大久保を持ち上げたままでだ。


「あれ、吸きゆう血けつ鬼きの力使ってるよな。大だい丈じよう夫ぶかな」


　見送りながら不安気に呟つぶやく直なお樹き。


「山田のおっちゃんは体も大きいしがっちりしてるからな。後で聞かれたら元プロレスラーとでも言って誤ご魔ま化かしとけば大丈夫だろ？」


　大したことでもなさ気にそう言ってから、智衣は直樹に顔を向ける。


「ところで直樹。ちょっとばかし聞きたいんだけどよ」


　そう前置きしたものの、聞きづらいのか鼻の頭をポリポリと搔かく。


「その、昔のことを教えてもらいたいって言うか、何て言うか」


「高たか村むらセンパイ！　あかりさんとはどういう関係なんですか？」


　埒らちが明かない智衣に代わってエリ子が質問をぶつける。


「もしかして、東京にいた頃ころにお付き合いしてたとか？」


「お付き合い？　つまり日ひ比び谷やが僕の彼女だったってこと？」


　直樹はプッと吹ふき出した。


「そんなことあるわけないよ。日比谷は中学校からの遊び仲間だよ。だいたい、いっつも四人でわいわい遊んでたんだ。そんな色っぽい話になんか発展するわけないよ」


　直樹の答えに、智衣とエリ子はそろってホッと安あん堵どの息を吐はき出す。


「だけど、どーしてそんなことを聞くんだ？」


　鈍どん感かん路線を一直線の直樹だからこそ言える台詞せりふだ。


「大した理由じゃないんです。ただちょっと気になって。ワイドショー的な好こう奇き心しんなんです」


　あたふたとエリ子が説明する。もちろん鈍感な直樹だからあっさりと納なつ得とくする。


　そして、ずっと疑問に思ってたことを口にした。


「ところで、どーして二人ともこんなとこに？」


「あっ」


「うっ」


　たっぷり三秒間言葉を失ってから、堰せきを切ったように智衣がしゃべり出した。


「どーしてじゃないぜ。東京から直樹の友達が来たって聞いたから、歓かん迎げいしに来たんじゃねーか」


「そーですよ。高たか村むらセンパイのお友達なら大切なお客様ですもん」


　単純な直なお樹きは、二人の言葉におおいに感激する。


「ありがとう、そう言ってくれて嬉うれしいよ」


　ずずっと鼻をすすってから、直樹は少々声をひそめて言った。


「実は、ちょっと困ってたんだ。牧場の次はあいつらをどこに連れてけばいいのかなって。村の秘密を守るためにもずっと家の中にいてもらいたいとこなんだけど絶対納なつ得とくしないだろうし」


「だったら、オレがいいとこ知ってるぜ」


　任せとけとばかしに智とも衣いが胸を叩たたいた。


「木き槌づちの森もりなんかどうだ？」


「あ、それ悪くないですよね」


　エリ子が賛同の声を上げる。


「東京から来たならきっと珍めずらしいだろうし、あそこなら暗くなるまでたっぷり遊べますもんね。村の人達もほとんどいないからエリ達だけ気をつけてれば秘密は守れます」


「今年に入ってからは初めてだな。腕うでがなるぜ」


「エリだって負けませんよ」


　二人して盛り上がるけれど、直樹にはさっぱり分からない。


「なあ、その木槌の森ってのは何なんだ？　そこで何をするんだ？」


　直樹の質問に、智衣とエリ子は異い口く同どう音おんで答えた。


「マレットゴルフ！」 × ２人
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　コツーン！


　林の中に、そんな小気味のいい音が響ひびく。木槌がボールを打つ音だ。


　遠くに立てられた旗を目指して、ボールはまっすぐに転がっていき、やがて止まった。


「良かった、まっすぐ転がってくれて」


　木槌を持った綾あや菜ながホッと胸を撫なで下ろした。


　マレットゴルフとは、ゲートボールのスティックとボールを使ったミニゴルフだ。普ふ通つうのゴルフよりも場所も時間もお金も必要としないため、子供からお年寄りまで楽しむことができる。


　とくに長なが野の県では盛んで、北から南まであちこちにマレットゴルフ場が作られている。


　ここ、『木槌の森マレットゴルフコース』もその一つだ。


　山を整備し芝生しばふを敷しいて作られたゴルフコースは全36ホール。お天気に恵めぐまれないのは仕方のないことだけれども、それを抜ぬかせば緑豊かでなかなか気持ちのいい場所だ。


　耳を澄すますと、遠くの方からもコツーン、コツーンという音が聞こえてくる。紅べに華か達のチームからだろう。


（それにしても、まさかこんなマレットゴルフ大会になるなんて想像してなかったな）


　直なお樹きは少し前の記き憶おくを掘ほり起こす。親切な山やま田ださんが運転する小型バンに乗せてもらい、このマレットゴルフ場までやって来た時のことだ。








「村にこんな場所があったなんてな。全然知らなかったよ」


『木き槌づちの森もりマレットゴルフコース』


　木槌を持ったビーバーの描えがかれた大きな看板を前に、直樹は感心したように呟つぶやいた。


「まー、大々的に宣伝なんかしてないからな。だってそうだろ？　村の外から客を呼べないんだから」


　智とも衣いがそう説明する。


「この季節ならオレ達以外に客なんて来ないだろうし。貸し切りだぜ。さ、道具を借りてくるか。エリ子、手伝えよ」


「はーい、分かりました」


　少し離はなれた場所に建てられた小さな小屋へと向かう二人。どうやらそこで道具一式を貸してくれるらしい。


「俺も手伝います！」


「僕も！」


　森もり本もとと大おお久く保ぼが二人を追いかける。少しでもいいところを見せたいようだ。


「いいの？　直ちゃん。あの二人に付き合ってもらって。都合があるんじゃないの？　何だったら帰ってもらっても」


　あかりがそんなことを言う。


「まあ、大だい丈じよう夫ぶだろ。智衣もエリ子ちゃんも春休みに入ったばかりで暇ひまだろうし」


「アタシは、東京の時みたいに四人で遊べればそれで良かったんだけどな」


　残念そうな口ぶりで、あかりが呟つぶやいた直後だった。


　山道を一台の車が登ってくるのが見えた。


（珍めずらしくこの季節にお客さんがいたのかな？）


　そんなことを思う直樹だったけど、その車は見覚えのある車だった。黒塗ぬりの高級車。村でこんな車を持っているのはあの家しかない。


　案の定、停とまった車から降りてきたのはふわふわの髪かみの毛のゴージャスな美少女、紅華だった。


　さらに、綾あや菜なと季き代よ実みも姿を現す。


「会長！　沢さわ田だセンパイ！　それに川かわ澄すみまで！　どーして？」


「どーしてじゃありませんわ。高たか村むらクンのお友達を歓かん迎げいしに来たんですわ」


　髪かみの毛をふわりとかき上げ、紅べに華かが言う。智とも衣いと同じ台詞せりふだ。


「最初は高村クンの家まで行ったのに留守。お父様に言われたとおり牧場に向かったら、木き槌づちの森もりに行ったって言うじゃありませんか。参りましたわ」


　非難っぽく紅華が直なお樹きを睨にらみつけた。


「すみません、高村さん。ご迷めい惑わくかなって思ったんですけど、会長に誘さそっていただいて。せっかくですからわたしもって思って」


　申し訳なさそうに綾菜が頭を下げる。


「私は、道で拾ってもらったの。丁度直樹君の家に行く途と中ちゆうだったから」


　季代実がそう呟つぶやく。


　直樹はなるほどと理解した。


（そっか、僕だけじゃ村の秘密がバレるんじゃないかって思って、お目付け役として来たってことなのか）


　もしかすると智衣とエリ子もそうだったんじゃないかと思い、少しだけ落ち込んでしまう。


（僕がまだ人間だったらともかく、もう仲間なんだ。もっと信用してくれたっていいのにな）


　少々不満を覚える直樹をよそに、紅華はあかりに顔を向ける。


「わたくしは神楽かぐら紅華と申します。治ち水すい村へようこそ。歓かん迎げいいたしますわ」


　綾菜、そして季代実も手短に自己紹しよう介かいし挨あい拶さつする。


「ど、どうも。日ひ比び谷やあかりです」


　三人の登場に少々気おくれしながらも、あかりがしっかりと声を張り上げる。


「高村クン。確かお友達は三人でしたわね？　他ほかの方は？」


「あっ、マレットゴルフの道具を借りに行ってます。すぐに戻もどってくると思いますよ」


　直樹の説明が終わる前に、智衣の声が響ひびく。


「あ、紅華！　綾菜に季代実もか!?　お前ら何だってこんなとこに!?」


「あら、高村クンのお客様ならわたくし達だって挨拶に来て当然ですわよ」


　紅華は森もり本もとと大おお久く保ぼに顔を向けると、ニコリと営業用スマイルを浮かべた。あかりにしたのと同じように自己紹介をする。


　森本と大久保はというと、口をポカンと開けて硬こう直ちよくしている。目の覚めるような美人の登場にリアクションが取れずにいるのだ。


「だけど智衣さん、意外でしたわ。てっきりもうマレットゴルフは卒業したと思ってましたのに。そう、去年のマレットゴルフ大会でわたくしに惨ざん敗ぱいしてから」


「あ、あれはちょっと運が悪かっただけだ。次の春の大会では絶対に負けないからな！」


　挑ちよう発はつ的な紅べに華かの言葉に、智とも衣いが息まく。


「なんだったら今日リベンジしてやったっていいんだぜ！」


「ふふふ、受けて立ちますわ」


　二人して先を争うようにコースへと向かってしまった。


「ああ、待ってください～」


　綾あや菜なが後を追いかける。


「せっかくだから、私も参加しようかな。いい、直なお樹き君」


「えっ、ああ、別にかまわないけど」


「そ、それじゃエリ子ちゃん。ちょっと手伝ってもらっていいかな？」


　季き代よ実みがエリ子に頼たのむ。


「追加でもう３セット、道具を借りてこなくっちゃ」


　季代実とエリ子が道具小屋へと向かい、その場には直樹とあかり、森もり本もとと大おお久く保ぼの四人が残る。


「高たか村むら～！」


「高村君！」


　それまで硬こう直ちよくしきっていた森本と大久保の二人が、直樹を睨にらみつける。


「親おや父じさんの気まぐれでこんな田舎いなかに引ひつ越こしさせられたお前に同情してたけど、そんな必要なかったようだな」


「あんなにたくさんの可か愛わいい女の子に囲まれて、まるでハーレムじゃないか！」


　森本が直樹の頭をヘッドロックしてぐいぐいと締しめ上げる。


　さらに大久保までもがゲンコツにした拳こぶしで直樹の頭をぐりぐりと痛めつけた。


「俺達が東京で寂さびしい青春を送ってたってのにお前一人いい思いをしやがって！！！」


「どうりで僕達のことも忘れるわけだよ」


「いたたた、や、止やめろよ！」


　直樹が訴うつたえるけれど、二人は聞いちゃくれない。


「ひ、日ひ比び谷や！」


　あかりに助けを求めるが、何な故ぜか不ふ機き嫌げんそうにプイッとそっぽを向くと行ってしまう。


「こんな天国みたいなところに住んでるなんて！」


「うらやましーぞこのやろ～～～！」


　嫉しつ妬とにかられた男達の魂たましいの叫さけびが、林に木こ霊だました。








　結局、あまり人数が多すぎてもコースを回るのに時間がかかるということでクジ引きをした。


　直樹、あかり、綾菜、エリ子。


　大おお久く保ぼ、森もり本もと、智とも衣い、季き代よ実み、紅べに華か。


　というチームとなり、それぞれ分かれてコースを回っているのだった。


（大体、いい思いしてたのなんか引っ越こして少しの間だけなんだよ。すぐに祭りがあってこの村の真実を知ったんだから。それからはライオンの檻おりに放ほうり込まれたウサギの気分だったんだぞ）


　今さらながらそう心の中で呟つぶやいている直なお樹きに声がかけられる。


「次、高たか村むらセンパイの番ですよ」


　ハッとすると、綾あや菜なとエリ子とあかりの三人が自分を見ていた。どうやら全員第一打を終わらせたようだ。


「あ、悪い悪い」


　直樹はスタートポイントに立つと自分のボールを芝しばの上に置いた。第８ホールは、カップまで一直線なもの激しい上りの勾こう配ばいとなっている。一気に坂を上りきらなければ転がり落ちてくる可能性だってある。


　角度を調整した直樹は、スティックを振ふり上げると力一いつ杯ぱいボールを打った。


「てやああ！」


　力は申し分なかった。だけど微び妙みように当たりがずれてしまった。直樹のオレンジ色のボールは斜ななめの方向に打ち出されるとコースアウトして林の奥へと消えていく。


「コースアウト……か」


　がっくしと直樹は頭を垂たれた。


「僕、ボール捜さがしてくるから。みんなは先に進めといてくれよ」


　そう告げると、直樹は林の中へと足を踏ふみ入れた。


　少しコースから外れるともうそこはうっそうと茂しげる林だ。芝しばも敷しかれてはおらず、地面から盛り上がった木の根っこなんかで非常に歩きづらい。


　運の悪いことにそこは山の斜しや面めんだったから、ボールはかなり下まで落ちてしまったようだ。


「どこだ～～～？」


　茂みをかき分けながらボールを捜すけど見当たらない。


　これはもう諦あきらめて別のボールを借りてくるしかないんじゃないかと直樹が思い始めた時だった。茂みがガサゴソと動き、思いがけない人物が姿を現す。季代実だ。


「これを捜しに来たんでしょ？」


　直樹に向かって突つき出したのは、見覚えのあるオレンジ色のボールだ。


「私達、今丁度下のコースなの。上からボールが転がってきたから、きっと誰だれかがコースアウトしたんだろうって届けに来たの。直樹君だったのね」


「はは、サンキュー」


　少しばかし情けなくて、直樹は頭の後ろを搔かいた。


「どうだ？　そっちの様子は？」


「会長と智とも衣いさんが激しく競きそい合ってるわ」


「おいおい、大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　直なお樹きは不安になる。


「頭に血が上って、吸きゆう血けつ鬼きの姿をさらけ出すってことは」


「さすがにそれは大丈夫でしょ。そんなことをしたらどんな事態になるか、十分分かってるはずだから」


　直樹は少しだけ安心する。


「それよりも直樹君の方はどう？　あかりさんだっけ？　彼女、勘かんが良さそうだけど」


「心配いらないよ。沢さわ田だセンパイもエリ子ちゃんも正体がばれるようなことはしていないさ。もちろん、この僕だってね」


　堂々と胸を張ってみせる。


「みんな、お目付け役のつもりで来たんだろうけど、そんなの必要なかったってわけだよ」


「お目付け役？」


　季き代よ実みが怪け訝げんそうに小首を傾かしげる。


「僕だけじゃ村の秘密がバレるんじゃないかって思って、みんなして様子を見に来たんだろ？」


　直樹の言葉に、季代実はゆっくりと首を振ふった。


「そうじゃないと思うわ」


「えっ？」


「みんながこうやって集まったのは、直樹君の東京の友達に興味があったからだと思うわ。自分達の知らない、東京にいた頃ころの直樹君がどうだったのか、知りたいと思ったのよ」


　さらに、季代実は続ける。


「それと、心配だったってのもあると思うの。懐なつかしい友達と会った直樹君が、やっぱり東京に戻もどりたいって言い出すんじゃないかってね」


　季代実は囁ささやくように言った。


「少なくとも、私はそうだったから」


「川かわ澄すみ……」


　何だか少しだけ嬉うれしいような照れくさいような気分になる。それを隠かくすように、直樹は大きな声を出した。


「ははは、東京に戻るなんてことないって。だって、僕はもうこの村の一員だから」


　と、下の方から智衣の声が聞こえる。


「おーい、季代実。早く戻もどってこいよ！　次のコース行くぞ！」


「さ、戻らなくちゃね。はい」


　オレンジ色のボールが手渡わたされる。


「じゃあね」


「ああ、ボール。サンキューな」


　去っていく季き代よ実みを見送ってから、直なお樹きは口の中で呟つぶやく。


「戻もどりたくたって戻れないよ。もう、太陽の下には出られない体になったんだからな」


　自じ嘲ちよう気味に笑ってから、直樹は斜しや面めんを上り始める。


　少し離はなれた木こ陰かげから、自分を見つめる人物がいたことにも気づかずに。
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　時計の針は、午後の十時を回っていた。


　直樹はぼんやりとテレビを眺ながめながら瓶びん入りの牛乳を飲んでいた。


　何だか、少しホッとした気分だった。だって、村の秘密を守るっていうプレッシャーとも明日でお別れなのだから。


　マレットゴルフ大会もつつがなく終しゆう了りようしたし、今晩はもう寝ねるだけだ。明日になればみんな荷物をまとめて東京へ戻る。もう秘密を守ろうと気負うこともない。


（最初はビクビクしてたけど、何の問題もなかったじゃないか。少し神経質になりすぎてたのかもしれないぞ）


　少し気がゆるみそうになる直樹だったけど、強く首を振ふる。


「いやいや、家に帰るまでが遠足だって格言だってあるしな。秘密を知られないように最後まで気をつけなくっちゃ」


　自分を戒いましめるようにそう呟いた直後だった。


「何を気をつけなくちゃいけないの？」


　そんな声がする。慌あわてて見ると居間の出入り口に立っているあかりがいた。


　パジャマ代わりのトレーナーを着て、手にはタオルを持っている。風ふ呂ろ上がりなのだろう。


「い、いや、大したことじゃないんだ。季節の変わり目だから風か邪ぜに気をつけなくちゃなって思ってただけだよ」


　苦しい言い訳をする直樹だけど、あかりはさほど気にした様子もなくふ～んと頷うなずく。


「あ、直ちゃんのお父さんは？　もう帰ってきたの？」


「いや、まだだよ。よっぽど白熱してるんだろうな」


　夕食後、直なお太た郎ろうは将しよう棋ぎの集まりへと出かけていった。


「結構遅おそくまでやってる集まりなのね」


「まあ、父さん以外、みんな夜型の人ばかりだからな」


　うっかり失言に、直樹は慌あわてて口をつぐむ。


「あ、日ひ比び谷や。冷蔵庫から牛乳持ってきてくれないか？」


「お客様をこき使うつもり？」


　口ではそう言いながらも、あかりは笑いながら頷うなずく。台所へと向かい冷蔵庫から瓶びん入りの牛乳を二本持ってきた。


「はい」


　直なお樹きに一本渡わたすと、自分もその場に座り牛乳に口をつける。ゴクゴクと一気に飲み干すと満足気に息を吐はき出した。


「うん、やっぱこの村の牛乳っておいしいわね。何かちょっと他ほかとは違ちがう味がするわ」


「まーな。いろいろと特別な牛乳だからな」


　渡された牛乳を飲む直樹に、あかりが尋たずねる。


「ところで、森もり本もとっちに大おお久く保ぼ君は？」


「ああ、二人なら二階でぐーすか眠ねむってるよ。どうも興奮しすぎて疲つかれたみたいなんだ」


「まあ、それも当然のことかもしれないわね」


　しみじみとあかりが呟つぶやく。


「一日に、あんなにもたくさんの可か愛わいい女の子達と遭そう遇ぐうしたんだもの」


　それから、あかりは直樹に視線を向ける。


「あんな女の子達に、直ちゃんは囲まれて生活してるんだよね。そりゃ～、東京にいた頃ころのことなんか忘れるよね」


　少々不満っぽく、あかりは呟いた。


「そうじゃなきゃ、あんなこと言わないよね。僕はもうこの村の一員なんだから、東京に戻もどったりはしないって」


「日ひ比び谷や！　お前、聞いてたのか!?」


　あかりは、こっくりと頷いた。


「直ちゃんを追いかけて林に入ったら、川かわ澄すみさんだっけ？　彼女と話してる直ちゃんを見つけてね。それで、ちょっとだけ聞こえちゃったのよ」


　幸い、村の秘密に関係する部分は聞いていないようだけど、それでもうまい状じよう況きようとは言えない。


「ねえ、直ちゃん。教えてよ。東京でアタシ達と過ごした五年間よりも、この村での九ヶ月の方がそんなにいいものなの？　そんなに充じゆう実じつした毎日なの？」


　あかりが真しん剣けんな瞳ひとみで尋たずねてくる。


「それは……」


　しばし口をもごもごさせてから、直樹は言った。


「東京での生活を、忘れるなんてないよ。とくに、日比谷や森もり本もと、大おお久く保ぼと過ごしたことは」


　真剣に、直樹は続けた。


「父さんがあんなだから、うちはいっつも家計破は綻たんしてる。日比谷達はそれを知ってて、よく僕を助けてくれたよな？　食べ物を差し入れてくれたり、バイト先を紹しよう介かいしてくれたり、本当に感謝してる。四人でわいわい楽しく過ごしたことは、僕の一生の思い出だ。この村の九ヶ月の方が勝まさってるとか、そんなことは絶対にない。本当だよ」


「直なおちゃん」


　あかりは目を細めて微笑ほほえんだ。


　そして、とんでもないことを言い出した。


「だったら、直ちゃん！　東京に戻もどっておいでよ！　住むところはアタシが何とかするから！」


　最初は、何かの冗じよう談だんかと思った。だけど、どうやら冗談じゃなかったようだ。


「アタシの親しん戚せきのおじさんでね、アパートを持ってる人がいるの。ボロボロのアパートだけど、アタシが頼たのみ込んで月二万でいいってことになったの。それならバイトで何とか払はらえるでしょ？　あ、バイト先もちゃんといくつかピックアップしといたからすぐにでも働けるよ！」


「いや、だけど……」


「高校を卒業したら直ちゃんがどうするのか知らないけど、進学するにしても就職するにしてもこんな田舎いなかじゃ大変でしょ？　東京に来て準備しといた方がいいってば」


　あかりが身を乗り出して直なお樹きに顔を近づける。


「お願い、直ちゃん！　また四人でわいわいやりたいの！　東京に戻ってきてよ！」


　上気したあかりの顔がすぐ目の前まで来ている。風ふ呂ろ上がりのシャンプーのいい香かおりがした。パジャマ代わりのトレーナーの首元がクタクタだったせいで、隙すき間まから薄うすいブルーのブラジャーが見えてしまった。直樹が思っていたよりも、その部分は成長していた。


　次の瞬しゆん間かんだった。直樹の心臓が激しく鼓こ動どうし始めた。これまで感じたこともないような感覚だった。喉のどの奥がカラカラに渇かわき、頭の中が沸ふつ騰とうしたかのように灼しやく熱ねつする。


　あらがい難がたい衝しよう動どうに突つき動かされ、直樹はあかりの肌はだに手を伸のばそうとする。だけど、あと数センチというところでハッとした。


　直樹は気づいたのだ。この衝動の正体に。


（な、何てことだ！　僕は、僕はあかりの血を吸おうとしてるんだ！！！）


「うわあああ！」


　直樹はあかりを突き飛ばした。


「直ちゃん？」


　驚おどろいた顔をするあかりに、直樹は言った。


「ごめん！　本当に……ごめん！」


　そう叫さけぶと、直樹は居間を飛び出した。








　自宅を後にした直樹は、月明かりの下を全速力で走った。


　走って走って走って、いい加減足がバカになってきた頃ころ、ようやくその足を止める。


　村には数少ない街がい灯とうにもたれかかるようにして、直なお樹きは大きく息を吐はき出した。


「僕は、何てことを……」


　頭の中は後こう悔かいで一いつ杯ぱいだった。


　大切な友人で、赤せき貧ひんの自分を何度も救ってくれたあかりを、よりにもよって食欲の対象として見てしまった自分に嫌いや気けがさす。


（このまま家に帰ったら、今度こそ僕は吸きゆう血けつ衝しよう動どうに負けてしまうんじゃないか？　そして、日ひ比び谷やだけじゃなく森もり本もとや大おお久く保ぼの血まで吸ってしまうんじゃ）


　言うまでもなく、そんなことをしたら村の秘密なんてあったもんじゃない。村を危険にさらす恐おそろしい行こう為いだ。


　それ以前に、大切な友人達を吸血鬼きという終わりのない運命に引きずり込むことになってしまう。


　三人を大切な友人と思っているからこそ、それだけはしたくなかった。


　直樹が思い悩なやんでいる時だった。


「お、誰だれかと思ったら直樹じゃねーか」


　暗くら闇やみからいきなり声をかけられる。智とも衣いだった。


「いや～～～、常連客が酔よいつぶれちまってよ。担かついで家まで届けてきたんだ。まったく、迷めい惑わくな話だぜ」


　智衣がぶちぶちと不満を口にする。彼女の家は居い酒ざか屋やだ。村の牛乳から作ったにごり酒を出し、村の吸血鬼達を酔わせている。


「で、直樹。お前こんなとこで何してるんだ？」


　そう尋たずねる智衣に、直樹は切せつ羽ぱ詰つまった表情で詰め寄る。


　そして、叫さけんだ。


「智衣！　何も言わず今晩泊とめてくれ！　この村、そして僕の友達を守るためなんだ！」
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　智衣の家、『居酒屋とね』は、役場近くの通りに建っていた。一階部分は基本的には店。二階が智衣とその両親が暮らす部屋になっている。


　智衣の部屋は六畳じようの畳たたみ部屋。勉強机はあるもののその上には荷物が山と積まれている。部屋の片かた隅すみにはスポーツバッグやスポーツシューズが転がっていた。


　豪ごう快かいな智衣らしい、なかなか豪快な部屋だ。


「久しぶりだけど、相変わらずだよな」


　半ば感心したように直樹は呟つぶやく。


「ごめんね～。おかまいもしないで」


　襖ふすまが開かれると、智とも衣いの母親が姿を現す。小こ柄がらで人の良さそうなおばさんだ。


「こんなもので良かったらつまんでてね」


　グラスに入った牛乳と、居い酒ざか屋やのつまみを皿に盛ったものを持ってくる。とはいっても吸きゆう血けつ鬼きの村の居酒屋。メニューは村の牛乳を使った乳製品ばかりだ。


「あ、ありがとうございます」


　ペコリと頭を下げてから、直なお樹きは申し訳なさそうに言った。


「あの、すみません。急に泊とめてくれなんて言って」


「そんなの気にしないで。うちの人も大歓かん迎げいだって言ってたし、どうぞゆっくりしていってね。もう少ししてお店が終わったら店の座ざ敷しきにお布団ふとんを用意するから……」


　そこで智衣のおばさんは冗じよう談だんっぽく笑った。


「ま、狭せまくてもいいならここにお布団敷しくけど」


　ここ ＝ 智衣の部屋 ＝ 智衣と一いつ緒しよ。


　そんな構図が直樹の頭の中に出来上がる。


「いや、それは」


　あたふたする直樹。


「そうね。あの子、寝ね相ぞう悪いから。夜中にポカスカ殴なぐられてしまうかもしれないわね」


　智衣のおばさんはそんなことを言うと部屋を出ていく。


「そんな理由じゃないんだけどな」


　おばさんの無む頓とん着ちやくさと言うか豪ごう快かいさと言うかにポカンとしていると、再び襖が開かれた。


「オッス、待たせたな」


　智衣だった。いつもと同じようなジャージ姿。どうやらこれがパジャマ代わりなのだろう。髪かみの毛は濡ぬれ、体からはほかほかと湯気が出ている。


　文句なしの風ふ呂ろ上がり状態だ。


「悪いな、オレばっか風呂に入っちまって。酔よっ払ぱらい背負ってたせいでどーにも体が酒臭くさいし、さっさと入らねーと後がつかえるから親おや父じとおふくろがうるさくってな」


　智衣は直樹の前にどっかとあぐらをかいた。直樹用に持ってこられたグラスの牛乳を問答無用で飲み干すと、仕切り直すように言った。


「さ、それじゃ聞かせてもらおうか。どーしてまた急に泊めてくれなんて言い出したんだ？」


「それは……」


　この村の秘密を守るべき吸血鬼としては、あかりの血を吸いそうになったなんて情けなくて言いにくい。


　だけど、一晩厄やつ介かいになるのだ。話さないわけにはいかないだろう。


（正直に智衣に話そう。同じ吸血鬼だ、僕の気持ちも分かってくれるはずだ）


「聞いてくれ、智とも衣い。僕は、僕は……」


　直なお樹きは大きく息を吸い込むと、潔いさぎよく叫さけんだ。


「日ひ比び谷やを、襲おそいそうになったんだ！」


「な～～～に～～～！！！」


　智衣が驚おどろきの声を上げた。


「ななな、直樹！　お前、それどういうことだよ!?　あの女に、そんなこと思ってたのかよ！」


　焦あせった様子で、直樹に詰つめ寄る。


「違ちがうんだ、これまではそんなことなかったんだ。だけど、風ふ呂ろ上がりのあいつが僕に近づいてきて、シャンプーの匂においがした途と端たん、何かこう体の奥から強い衝しよう動どうがこみ上げてきて……」


　その時のことを思い出し、直樹はブルルッと震ふるえる。


「一歩間違ってたら、僕は日比谷を襲ってただろう。もしかしたら一人じゃ物足りなくなって、さらに森もり本もとや大おお久く保ぼも餌え食じきに……」


「ななな、何だって！！！」


　智衣が、先さき程ほどよりもパワーアップした驚きの声を上げる。


「森本や大久保って、あいつら男じゃねーかよ！」


「男だからって関係ないよ。きっと勢いづいた僕には、獲え物ものにしか見えないはずだ」


　直樹の言葉に智衣が、呆あきれたように首を振ふる。


「直樹、お前がそんな見境のない奴やつだったなんて、正直思ってもみなかったぜ」


「うう、面めん目ぼくない」


　しおらしく、直樹はうつむいた。


「オレとしてもショックだったが、事情は分かった。よし、そういうことなら泊とまってけよな」


「智衣！　恩に着る！」


　直樹は拝まんばかりの勢いで感謝した。


「なあ、直樹、頼たのむからしっかりしてくれよ！」


　直樹の肩かたを摑つかみ、智衣は真しん剣けんな瞳ひとみで言った。


「お前が、お前がそんなことをしたら、オレは、オレは……」


「ああ、分かって……」


　強く頷うなずこうとした直樹の動作が止まった。


　智衣の顔が目の前にあった。風呂上がりのシャンプーのいい香かおりもしていた。風呂上がりで暑かったのだろう。ジャージの前はガバッと開かれている。その下のＴシャツは少しサイズが小さいのか、彼女の胸の形がくっきりと浮き出ていた。


　直樹の心臓が激しく鼓こ動どうした。あかりの時と同じ衝動だ。頭の中が沸わき上がる。


（な、何てことだ！　僕は、同じ吸きゆう血けつ鬼きである智衣の血まで吸いたくなるなんて！）


　愕がく然ぜんとした直樹は、勢いよく立ち上がった。


「や、やっぱり泊とめてもらうのはなしだ！　すまん！」


　ペコリと頭を下げると、逃にげるように部屋を飛び出した。


　階段を駆かけ下り、店じまいをしている智とも衣いの両親の間を突つっ切り、店の外へと直なお樹きが飛び出したところで後ろから腕うでが摑つかまれる。追いかけてきた智衣だった。


「おい、直樹。一体どーしたんだよ！　遠えん慮りよしないで泊まってけって！」


「ダメなんだ！　僕はここには泊まれないよ！」


　必死に身をよじりながら、直樹は叫さけんだ。


「もしここに泊まったら、僕は智衣のことを襲おそってしまうかもしれないから！」


「えええ!?　オ、オレを襲うって!?」


　智衣が最上級の驚おどろきの声を上げる。その顔を真っ赤に染めて。


「大切な仲間である智衣にまでそんな気を抱いだくなんて僕はどーかしてる！　これじゃケダモノだよ！　だから、ここにいちゃいけないんだ！」


「だ、だからってどこに行くんだよ！　まだ野宿するには早いぜ！」


「熊くま谷がいの家にでも行くよ！」


　クラスメイトの名を直樹は口にする。


「さすがに熊谷相手ならそんな気も起きないだろうし。それに……」


　熊谷にはたくさんゲームや漫まん画がを貸している。ゲーム攻こう略りやくなんかでも手助けしてるし、結構な恩がたまっている。


「もし万が一ってことになったとしても、まだ許されるんじゃないかって」


「じょ、冗じよう談だんじゃねえぜ！　許されるはずがないだろ！」


　智衣が怒ど号ごうを響ひびかせる。


　もちろん、二人の言っている『襲う』という意味には、とてつもない食い違ちがいがある。


　直樹の言っている『襲う』＝血を吸うこと


　智衣の言っている『襲う』＝とても口では言えないこと


　だけど、二人がその食い違いに気づくはずもない。


「お前が、お前がそこまで飢うえてるなんて知らなかったよ。だったら、だったら……」


　智衣は、顔を真っ赤にして叫んだ。


「オレを襲えよ！」


「えっ!?」


　思いがけない言葉に啞あ然ぜんとする直樹に、智衣は早口で言った。


「男なんかを襲うよりはマシだろ!?　だからって他ほかの女を襲われるのも我が慢まんならねえ！　こーなったらこのオレが一ひと肌はだ脱ぬいでやろうじゃねーか！」


　智衣がとてつもなく大だい胆たんな言葉を叫んだ直後だった。一台の車が通りをすごいスピードでやって来る。


　道みち幅はば一いつ杯ぱいの高級車、そう、神楽かぐら家の車だ。


　案の定、停とまった車の窓が開き顔を出したのは紅べに華かだった。


「智とも衣いさん！　高たか村むらクン！　こんなところで何してますの!?」


「いや、ちょっといろいろあってな。でももう問題解決だ。気にするなよな」


　直なお樹きをしっかりと摑つかんだまま智衣が言う。


「紅華、お前の方こそこんな夜に何してんだよ？　夜遊びもほどほどにしろよ」


「何を言っていますの!?　それどころじゃありませんわ！　緊きん急きゆう事態ですのよ！」


　紅華が強こわ張ばった表情で言う。


「高村クンのお友達に、この村の秘密がバレてしまったそうですのよ。それで大至急対策会議が開かれることになりましたの。お父様のところにも連れん絡らくが来て、代理でわたくしが向かうところですのよ」


「ええええ!?」


　寝ね耳みみに水なのは直樹だ。


「秘密がバレた？　そんな？　いつ？」


「そんなのこっちが知りたいですわよ。とにかく、高村クンも早く役場に来るように！　いいですわね！」


　車が発進する。役場は目と鼻の先だ。見ると夜なのにもかかわらず窓に灯あかりがともっていた。本当に非常事態らしい。


「秘密がバレただって？　そんなはずはないぞ！　そんなの何かの間ま違ちがい……」


　そこで直樹はハッとした。


（そうだ、さっき日ひ比び谷やの血を吸いそうになった時だ！　もしかしたら、あの時僕は吸きゆう血けつ鬼きの目をしてたんじゃないか？　口からは牙きばが出てたんじゃないか？　爪つめが伸のびてたんじゃないか？　それで、真相がバレてしまったんじゃないか!?）


　秘密が知られてしまった時の対処は決まっている。村の秘密を守るため、嚙かみ付き仲間にするのだ。


　青ざめた顔で、直樹は呟つぶやいた。


「た、大変だ」
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　役場の会議室には、村長をはじめとした村のお偉えら方がたが勢ぞろいしていた。


「困ったことになったものだ」


「だから、あの人間達を村に滞たい在ざいさせるのは反対だったんだ」


「こんなことなら、多少怪あやしいと思われても最初に追い出しておくべきだった」


　重苦しい空気の中、扉とびらが開かれる。つかつかと入ってきたのは紅べに華かだった。


「お父様の代理で来ましたわ。一体何がありましたの？」


「どうもこうもありませんよ」


　村長が力なく首を振ふった。


「あれほど注意するよう言ったのに、吸きゆう血けつ鬼きの姿を見せてしまったバカ者がいたんですよ」


　吐はき捨てるようなその台詞せりふに、答える声があった。


「もーしわけありません！」


　紅華を追いかけてきた直なお樹きだった。会議室に飛び込むと、まるで床ゆかに倒たおれ込むかのように土下座をする。


「うっかり吸血鬼の姿をさらけ出してしまうなんて、村の一員としての自覚が足りませんでした！！！」


　何度も床に額をこすりつける直樹。


「え？」


　紅華は、きょとんとした顔で直樹を見つめる。


「おい、直樹。お前、何言って」


　一いつ緒しよに駆かけつけた智とも衣いも、理解不能の顔つきだ。


「だけど、心配いりません！　森もり本もとや大おお久く保ぼは見てないし、もし日ひ比び谷やから話を聞いたとしたってあの二人ならまず信用しません。問題は日比谷ですが、あいつだったらちゃんと訳を話せば分かってくれます！　秘密だって守ってくれます！　だから、だから！」


　大きく息を吸い込み、直樹は叫さけんだ。


「あの三人を吸血鬼にするのは、勘かん弁べんしてください！！！」


　やれやれといった様子で、紅華は首を振る。


「何があったか知りませんけど、それって高たか村むらクンの勘かん違ちがいですわよ。村長、まさか彼が吸血鬼の姿を見せてしまったバカ者とでも？」


「いいや」


　村長をはじめ、村のお偉えら方がたも仲良くそろって首を振る。


「吸血鬼の姿をさらけ出してしまったのは、そこにいる青年団達だが」


　見ると、会議室の片かた隅すみにしおらしく正座する数人の男達の姿があった。


「今日の夕方、彼らはブラッディーミルクの取り合いをしてたそうなんだ。興奮し吸血鬼の姿をさらけ出し争っていたところを、人間三人にしっかりと目もく撃げきされてしまった。そうだったな？」


　男達が、こくこくと頷うなずいた。


「こうなってしまったからにはもはや選せん択たくの余地はありません。あの三人を捕とらえて、この村の住人とするしか」


「ちょ、ちょっと待ってください！」


　直なお樹きが慌あわてて声を張り上げた。


「それって何かの間ま違ちがいです！　夕方からずっとあいつらは家の中にいました！」


「そ、そんなはずはない！」


　何な故ぜか男達がムキになって言い張る。


「あの三人は確かに見たんだ！　悲鳴を上げて逃にげていったから間違いない！」


「お前はあの人間達の知り合いだから、噓うそをついてかばっているに違いないんだ！」


　息まく男達に、紅べに華かがツカツカと歩み寄る。見下ろすようにして尋たずねた。


「それって、何時頃ごろですの？」


「よ、五時ぐらいだったな」


「ああ、それぐらいだ。間違いない」


　頷うなずき合う男達に、紅華は大おお袈げ裟さに首を傾かしげる。


「おかしいですわね。その時間でしたら、三人ともわたくしの家の車の中でしたけど。ねえ、高たか村むらクン」


　直樹がコクンと頷く。丁度、紅華の家の車で家まで送ってもらうところだったのだ。


「あっ」


「それは……」


　男達は顔を見合わせると、慌てた様子で口を開いた。


「か、勘違いだった。六時だったよな？」


「ああ、そうだそうだ。五時じゃなくて六時だった」


　証言を訂てい正せいする男達を、紅華は冷ややかに見つめる。不安になるのは男達だ。


「もしかしたら七時ぐらいになってたかもな」


「ああ、それぐらいだったぞ」


　さらに証言を変える。


「それで、七時にどこでどんな風に目もく撃げきされましたの？」


　紅華の質問に、まるで用意してきた台詞せりふを口にするかのように男達が説明する。


「小学校脇わきの村道をずっと登っていったところ。地蔵を通り過ぎた辺りだ。あそこでブラッディーミルクの取り合いをしてたんだ」


「そしたらあの人間三人がやって来て、それで目撃されたんだ。俺達の爪つめと牙きばを見て奴やつら悲鳴を上げて逃げていったよ」


「その時三人は何か持ってました？」


　唐とう突とつに紅華がそんな質問をする。


「え？」


「何か持ってましたかと訊きいてますの」


　男達は少しだけ不可解そうな顔をしてから、


「いや、何も持ってなかったな」


「そうだそうだ、手ぶらだった。間ま違ちがいない」


　この答えに、紅べに華かは不思議そうに小首を傾かしげてみせる。


「皆みなさんがおっしゃった場所は、街がい灯とうも何もついていないはずですわ。両脇わきを高い木々に囲まれ、夜の七時ともなれば真っ暗。普ふ通つうの人間が歩けるような場所ではありませんわよ。ましてや皆さんの牙きばや爪つめを目もく撃げきするなんて到とう底ていありえませんわ」


　紅華はかすかに笑えみを浮かべると冷ややかに言った。


「懐かい中ちゆう電灯を持っていたと言うのなら、まだ話は分かりますけどね」


「うっ」


　男達は口ごもる。つい先さき程ほど、三人は何も持っていなかったと強く証言してしまったばかりなのだ。


「さ、どういうことかちゃんと説明してくれますわよね？」


　穏おだやかに、だけど何とも言えない威い圧あつ感を込めて紅華が言う。まるで、獲え物ものを見る猛もう獣じゆうのような凄すごみが瞳ひとみに宿っていた。


　男達も吸きゆう血けつ鬼き。研とぎ澄すまされた感覚は人間の比ではない。紅華の気き迫はくを肌はだで感じ取り背筋を震ふるわせる。


　吸血鬼の本能が、完全敗北を訴うつたえたのだ。


「す、すみません！」


　男達が床ゆかに額を擦こすりつけるまで、一分はかからなかった。


「俺達はブラッディーミルクの取り合いもしてなければ人間に見られてもいません！　全部噓うそなんです！」


「な、何だって！」


　村長以下、会議室にいたメンバーが驚おどろく。


「い、一体どうしてそんな噓を……」


「……た、頼たのまれたんです」


　絞しぼり出すように一人の男が白状した。


「ここで俺達が正体を見られたことにすれば、あの人間達を仲間にするしかなくなるって。秘密を守るために人間達の家族をも村に招くことになるから、かなりの人数にはなるだろうって」


「その時は、うまいことしてたっぷり血を吸えるようにしてくれるって。だから……」


「頼まれただって!?　一体誰だれに？」


　厳しく尋ねる村長に、男達は恐おそる恐るといった様子で、並ぶお偉えら方がたの一人を指差す。


　四角い眼鏡をかけた、神経質そうな顔立ちの男。そう、三人をこの村に滞たい在ざいさせるべきだと進言した村の職員の一人だ。


「やれやれ、バレてしまったか」


　悪びれもせず、吸すい田だは肩かたをすくめてみせる。


「あの人間達を吸きゆう血けつ鬼きにしてしまうまでは、秘密にしておきたかったんだがな」


「吸田君、君は一体何を考えているのです!?　君にはこの村の吸血鬼としての自覚がないのですか!?」


　強い口調で叫さけぶ村長に、吸田は鋭するどい視線を向けた。


「吸血鬼としての自覚がないのはあなた方でしょうが！」


　淡たん々たんと、だけど力強く吸田は続ける。


「私達は吸血鬼だ。なのに人間であるフリをし続けている。何十年もずっと」


「当たり前です。いつ元に戻もどる日が来てもいいように人間としての生活様式を守るのが村の決まりですから」


　おごそかに言う村長に、吸田はバカにしたように笑った。


「そんな日が本当に来ると思っているのか？　あの宣教師が本当に戻ってくると信じられるのか？」


　吸田の質問に、一同は押し黙だまった。


「私達は人間に戻るなんて希望を持つのは止やめ、吸血鬼として生きるべきなんだ。本物の血を口にすることができるのが年に一度の祭りの夜だけなんてあまりにも少なすぎる！」


「だから、あの三人が村の秘密を知ったことにして、吸血鬼にしてしまおうとしたのですわね？」


「ああ、そのとおりだ」


　吸田が頷うなずく。


「たとえ後で間ま違ちがいだと分かったところでもはやどうすることもできない。秘密を守るためには、三人の家族もこの村に招き住人とするしかないからな。最終的には一体何人になるか？　興味深いところさ」


「き、君は何と恐おそろしいことを！　村の吸血鬼が増えすぎて、食料が不足したらどうするつもりだ！　牛乳の生産量には限りがあるのですぞ！」


　村長の言葉を、吸田は一笑に付した。


「それこそ、村を出て人を襲おそえばいいだけのことさ。まがいものの牛乳などで飢うえをしのぐよりよっぽどマシってものだろうよ」


「話になりませんわね」


　紅華が首を振ふった。


「この村の安全のため、吸田君。君をこのままにはしておけない。頭が冷えてその馬ば鹿かな考えをなくすまで、閉じ込めさせてもらいますよ」


　村長の瞳ひとみが真っ赤に染まった。他ほかの村の役員達も吸血鬼の姿となり、吸田を捕とらえようとにじり寄る。


「私一人なら、ここにいる人数で取り押さえることができるだろう。だが、村人全員があの人間達を狙ねらうことになったら果たしてどうなるか？」


「何を言っているんだ？」


「フフフ」


　不敵な笑えみを浮かべると、吸すい田だはいきなり窓に向かって走り出した。ガラスを突つき破り夜の世界へと飛び出す。


「きっと自分であの人間達を襲おそうつもりなんだ！」


「そんなことをさせるわけにはいかない！」


　村長をはじめとし残った村の役員達が、一いつ瞬しゆんで吸きゆう血けつ鬼き化し吸田の後を追って窓から飛び出して行く。


（日ひ比び谷や達を襲うつもりだって！　冗じよう談だんじゃない！）


　焦あせりで直なお樹きは一いつ杯ぱいになる。


（僕だって、必死の思いで嚙かみ付くのを我が慢まんしたってのに、あんな奴やつの餌え食じきにされてたまるか！！！）


　獲え物ものを横取りされたかのような怒いかりも加わって、直樹も窓から飛び出そうとした時だった。


「ば、馬ば鹿か！」


　智とも衣いが慌あわてた表情で、直樹の腕うでを摑つかんだ。


「お前、何飛び出そうとしてるんだよ！　ここ、三階なんだぜ！」


「知ってるよ！　いつまでも人間扱あつかいしないでくれよ！　今の僕ならこれぐらい軽く……」


　もめている二人をそのままに、紅べに華かが腑ふに落ちないといった顔つきで考え込む。


「あれだけの人数に追われて、たった一人で高たか村むらクンの家までたどりつくなんて不可能ですわ。そんなことを分からないほど頭が悪いとは思えませんけど……」


　と、いきなり大音量のサイレンの音が鳴り響ひびく。


「な、何だよこれ！」


「村内放送だぜ！」


　耳を押さえて智衣が叫さけぶ。


　村内放送。それは直樹も知っていた。役場の屋上や村のあちこちにスピーカーがあって、そこからサイレンを鳴らしたり緊きん急きゆうの連れん絡らくを流したりするのだ。


　もっとも、直樹がこの村に暮らし始めてからこれまでの間、サイレンなんて鳴らされたことはなかったけれど。


「！！！」


　紅華がハッとして息を飲んだ。


「大変ですわ！　あの男は外に逃にげたのではなく、四階の放送室へ上ったんですわ！」


　紅べに華かが会議室を飛び出し走り出す。智とも衣いと直なお樹きもそれに続いた。


　役場の通路を走る中、サイレンは止まった。続いて轟とどろかんばかりに吸すい田だの声が響ひびく。


『治ち水すい村に住む皆みなさんへ緊きん急きゆうの連れん絡らくです。先日、お知らせした村に訪おとずれている人間達ですが、不幸にもこの村の秘密を知ってしまいました。一刻の猶ゆう予よもありません。ただちに高たか村むら直樹の家へと向かい、三人を吸きゆう血けつ鬼きに』


「そこまでですわ！」


　紅華がドアを蹴け破った。機材が並んだ小さな部屋だった。マイクを手にした吸田の姿があった。窓ガラスが粉々に砕くだけている。紅華の言うとおり、飛び降りるフリをして壁かべにへばりつきこの放送室までよじ登っていたのだろう。


　吸血鬼かヤモリでなければ不可能な芸当だ。


　吸田に突とつ進しんした紅華はマイクを奪うばい取ると早口に叫さけぶ。


「村民の皆さん。今の放送は間ま違ちがいですわ！　お願いですからバカな真ま似ねを……」


　紅華は気づく。自分の声がスピーカーを通して響いていないことを。


「残念だったな。神楽かぐらのお嬢じようさん」


　へらへらと笑う吸田の手には、引き千切られたケーブルが幾いく本ほんも握にぎられていた。


「何すんだよ！」


　瞳ひとみを真っ赤に染めた智衣が吸田の胸むな倉ぐらを摑つかみ殴なぐりつけた。吸田は壁を突つき破り隣となりの部屋まで飛ばされていく。


　なおも追おい討うちをかけようとする智衣を、紅華が抑おさえる。


「今はあの男にかまっている場合ではありませんわ。村内放送を聞いた村人達が、あかりさん達を狙ねらって押しかけますわよ」


「誤解だって訳を話せば！」


　そう提案する直樹だけど、智衣が苦々しく首を振ふる。


「直樹、ダメだ。血が吸えるって聞かされた村の連中が、オレ達なんかの説得で簡単に引き下がってなんかくれないぜ。しかも村人全員を説得して回るのか？　そんなの絶対無理だぜ」


「二人とも、早く車へ！」


　紅華が叫ぶ。


「こうなってしまったら、三人を村の外に避ひ難なんさせるしか道はありませんわ！　この村の恐おそろしい秘密を目まの当あたりにする前に！」
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　目をしょぼつかせながら、森もり本もとと大おお久く保ぼが二階から下りてきた。ぬぼ～～～って擬ぎ音おんが似合いそうな雰ふん囲い気きだ。


　居間にポツンと一人でいるあかりに気づき、森もり本もとが口を開く。


「あれ？　高たか村むらは？」


「知らないわよ。直なおちゃんなんて」


　ぷいっとしてあかりが言う。


「日ひ比び谷やさん、何プリプリしてるんだろ？」


「さあ、高村に何かされたんじゃないか？　いや、ひょっとしたら何もされなかったからって怒おこってるのかも」


　冗じよう談だんっぽく言う森本だけど、あかりにぶっ殺す的な視線を向けられ慌あわてて押し黙だまる。


「そ、それより日比谷さん。さっき何かサイレンみたいな音聞こえなかったか？」


　重苦しい空気をどうにかしようとして、大おお久く保ぼが話題を変える。


「僕ら、それで目を覚ましてさ。気になって下りてきたんだけど」


「そう言えば、何か聞こえてたわね。火事か何かじゃないの？」


　大して興味なさそうにあかりが呟つぶやく。


「ま、ここまで飛び火してくることないでしょ？　さ、アタシも寝ねよっと。明日は東京までの長旅だものね」


　立ち上がったあかりがん～～～って伸のびをした時だ。外から車の音が聞こえてくる。よほどスピードを出していたのだろう。ブレーキをかけたタイヤが地面を滑すべるズザザザという音まで聞こえてきた。


「車？　誰だれか来たのか？」


　幾いく許ばくもなく、玄げん関かんが勢いよく開かれる。


「森本！　大久保！　日比谷！」


　血相を変えた直なお樹きが飛び込んでくる。


「三人ともすぐに荷物をまとめるんだ！」


「そんな暇ひまはありませんわ！」


　直樹に続いてやってきた紅べに華かが強く言う。


「荷物なんか後でどうとでもなりますわ！　さあ、早く車に！」


「おい、何してんだ！　急げよ！」


　顔を出した智とも衣いが叫さけんだ。


「何なのよ。意味分かんないわよ！　どーゆーことよ！」


　不満を口にするあかりだけど、森本と大久保は正反対だ。


「ああ、紅華さんと智衣さんがそうおっしゃるなら！」


「僕らはお二人についていきます！」


　さっさと靴くつを履はいて玄関から出てしまう。


「日比谷、頼たのむ！　急いでくれ！」


　直なお樹きの必死の表情に、あかりは不承不承といった様子で頷うなずいた。


「分かったわよ。車に乗ればいいのね」


　外へと出ると、すでに後部座席に森もり本もとと大おお久く保ぼが乗っていた。そこにあかりが乗り込み、さらに直樹も智とも衣いの手で押し込まれる。広い高級車とはいえ、後部座席はギューギューだ。


　助手席に乗り込んだ紅べに華かに、大久保がおずおずと尋たずねる。


「あ、あの！　智衣さんは!?」


「気になさらないで。きっと走って適当に追いかけてくるでしょうから」


「走って？」


　ポカンとする大久保。


　紅華が、神楽かぐら家の運転手である時とき田たさんに言った。


「すぐに車を出して！　村の外まで全速力ですわ！」


　無口な運転手は頷うなずくと、アクセルを踏ふんだ。車が勢いよく発進する。大して舗ほ装そうもされていない田舎いなかの道だから、アップダウンが激しく車体が上下に大きく揺ゆられる。


「ねえ、いい加減教えてくれてもいいんじゃないの？　どーして夜中にこんな風に連れ出されなくちゃならないのよ！」


　不満たっぷりにあかりが言う。


「もしかして、さっきのサイレンと何か関係あるの？」


「うっ！」


　思いがけず核心を突つかれたものだから、直樹は息を詰つまらせる。


（何て誤ご魔ま化かせばいいんだ？　夜中にいきなり車に乗せて村を出るのに、どんな自然な理由があるんだろう？）


　必死になって考えるけれど、当然そんな理由が簡単に思いつくはずがない。


「それは……それは……」


　ドスンという衝しよう撃げきが車に伝わる。道の凹おう凸とつによる衝撃じゃなかった。


　ボンネットの上に村人の一人が飛び乗っていた。しがみつく村人の瞳ひとみは、真っ赤に輝かがやいている。


　一人だけではなかった。次々と村人が車に飛び乗ってくる。まるで、獲え物ものに群がる軍隊アリのようにだ。


　真っ赤な瞳で車内を覗のぞき込み、鋭するどい牙きばをギチギチと鳴らし、長く伸のびた爪つめでガリガリと車体を引っかく。


「振ふり落として！　早く！」


　紅華の言葉に頷くと、運転手が大きくハンドルを切った。群がっていた村人達が車から振り落とされる。


　だけど中にいた直樹達はたまらない。ハンドルが切られる度たびに右へ左へと振られ押しつぶされそうになる。上下の振しん動どうも加わり気分は最悪だ。


　何度目かのハンドルを切ったところで、運転手が息を飲む。


「お嬢じよう様さま、タイヤが引き裂さかれたようです！」


　それが原因で道を外れた車は、土手を一気に滑すべり落ちる。その下の茂しげみに突つっ込み動かなくなった。


「すみません、これ以上は」


　申し訳なさそうに運転手が頭を垂たれる。


「すぐに村人達が駆かけつけてきますわ！　早く！」


　紅べに華かがそう叫さけんだのと同時だった。後部座席の扉とびらがベリベリと音を立ててひっぺがされる。


　顔を見せたのは智とも衣いだった。その後ろには、エリ子と綾あや菜な、そして季き代よ実みの姿もある。


「ぐずぐずするな！　ほら！」


　智衣が手を伸のばし直なお樹きを車から引っ張り出す。続いてあかり、大おお久く保ぼ、森もり本もともだ。


　車の中で揺ゆられている時、お互たがいに頭でもぶつけたのだろう。森本と大久保はすっかり昏こん倒とうしている。


「村内放送を聞いて駆けつけたんですよ！」


　興奮した口調でエリ子が言う。


「利と根ね崎ざきセンパイから話は聞きました。ひどい話ですよ！」


「わたし達もみなさんを逃にがすお手伝いをします！」


　綾菜が力強く頷うなずいてみせる。


「ありがとう……だけど……」


　直樹はそこで口ごもった。


　ほんの数分前までは、三人は無実だった。だけど今となっては違ちがう。変へん貌ぼうした村人達をしっかりと見てしまっている。


　もう、村の掟おきてとして嚙かみ付かなければならない対象になってしまっているのだ。


　直樹の苦く悩のうを知ってか、紅華が口を開いた。


「高たか村むらクン、何をしてますの？　早く三人を村の外に逃がしますわよ」


「えっ!?　だけど、この村の秘密を……」


「高村クンのお友達ですから、わたくしは信じることにしますわ。それに……」


　紅華が目を細める。


「ここで三人を村人の餌え食じきにさせてしまったら、あの男の勝利ってことになってしまいますわ。それがわたくしは我が慢まんなりませんの！」


「会長………ありがとうございます！」


　弾だん丸がんのように直樹は紅華に頭を下げた。


「だったら、急ぐぜ」


　智とも衣いの瞳ひとみが真っ赤に染まる。吸きゆう血けつ鬼きの姿をさらけ出した彼女は、倒たおれている森もり本もとを肩かたに担かつぎ上げた。


「エリ子、お前はその太いのを任せたぞ」


「あ～～もう、エリが一番大変じゃないですか」


　文句を言いながらも、そこは吸血鬼のパワーだ。ぽっちゃりな大おお久く保ぼも担ぎ上げてしまう。


「こいつらはオレらが村の外まで連れていくぜ。川かわ澄すみ、お前は女の子を頼たのむ」


　そう言うと、智衣とエリ子は茂しげみの中へと飛び込んでいく。


「分かったわ」


　そこで、季き代よ実みの表情が強こわ張ばる。たくさんの村人が土手を下りてくるのが見えたからだ。


　月明かりの下、瞳を真っ赤に輝かがやかせ、舌なめずりまでしている。


「なんて節操がありませんの？　同じ村人として恥はずかしいですわ」


　紅べに華かが大おお袈げ裟さに嘆なげいた。


「高たか村むらクン、あかりさんを連れて先に行っててくれません？　ここはわたくし達で何とかしますわ」


「分かった。ありがとう、みんな」


　直なお樹きは、その場にへたり込みガクガクと震ふるえているあかりの腕うでを摑つかんだ。


「日ひ比び谷や、行こう！」


　あかりを引っ張って、直樹は林の中へと飛び込んだ。
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　深い林の中を直樹は走った。自分達を追いかけてくる村人の気配はないが、油断はできない。


　この村で九ヶ月を過ごし、土と地ち勘かんもできている。ここを突つっ切れば村の出口へと続く道へたどりつくはずだ。


　切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようなのにもかかわらず、直樹は何だか不思議な気分だった。前もこんな経験をしたような気がしたのだ。


　その答えはすぐに出た。


（そっか、あの祭りの夜の状況にそっくりじゃないか）


　直樹に、この村の恐おそろしい真実を知らしめた忌いまわしき夕ゆう月げつ祭り。あの夜も、こうやって林を走っていた。


　もっとも、あの時は季代実に手を引っ張られていたから、今とは丸っきし逆なのだけど。


「ねえ、直ちゃん！　ちょっと待ってよ！　ねえって！」


　ショックから幾いく分ぶん立ち直ったのだろう。あかりが強く直樹の手を振ふりほどく。


　立ち止まると、恐きよう怖ふで強張った顔を直樹へと向けた。


「さっきのって一体何なの？　村の人達どーなっちゃったの？　あの赤い目は何なの？　どーなってるのよ！」


　半ばパニックを起こしているのか、早口に直なお樹きに質問をぶつけてくる。


　人は、得体の知れないものに対して恐きよう怖ふを抱いだく。未知であることがさらに恐怖を膨ふくれ上がらせる。


　何かの本にそんなことが書いてあったのを、直樹は思い出した。


　少しでもあかりの恐怖を和やわらげようと、直樹は決意を固めた。


　この村の秘密を口にする決意を。


「日ひ比び谷や、これから僕がする話は、あまりに馬ば鹿かげた話だろう。だけど、決して冗じよう談だんなんかじゃないんだ」


　そう前置きしてから、直樹は言った。


「この治ち水すい村は、本当は血を吸う村って書くんだ。そう、ここは吸きゆう血けつ鬼きの村なんだよ」


　あかりが息を飲んだ。


　暗かったとはいえ、変へん貌ぼうした村人達の姿を見てしまっているのだ。簡単には笑い飛ばせない。


「今からずっと昔、吸血鬼の宣教師が村を訪おとずれ、村人全員を吸血鬼にしてしまったんだ。それからずっと、村人達は吸血鬼として暮らしている。年を取ることなく、永遠にその時の姿のままで」


「ウ、ウソよ！」


　それでも、あかりの中の常識が口から飛び出す。


「そんな、吸血鬼だなんて！　そんなのいるわけないじゃない！」


「僕も、最初はそう思ったよ。だけど、見ただろ？　あの真っ赤な瞳ひとみ、鋭するどい牙きばと爪つめを。あれが、吸血鬼の姿なんだ」


　押し黙だまるあかりに、直樹は説明を続けた。


「この村の住人は、その宣教師がいつかは人間に戻もどる方法を見つけて帰ってきてくれると信じている。その時のため、人間として生活している。一番恐おそれていることは、村の秘密が外に漏もれて迫はく害がいされること。だから、村に外の人間が入ってくることを好まない。そして万が一、村の秘密が知られてしまった時は……」


　ゴクリと固い唾つばを飲み込み、直樹はこの恐ろしい状じよう況きようの理由をあかりに告げた。


「その人間に嚙かみ付いて、吸血鬼にする。秘密を守るために仲間にするんだ。それが、この村の掟おきてなんだ」


「でも、でもアタシは、そんな秘密知らなかったわ！」


　あかりが声を張り上げる。


「そりゃ、いろいろとおかしいなって思ってたりもしたわよ。食料品屋があまりに少ないし、最初に直ちゃん家ちに行く途と中ちゆう、村の人達がすごい目でアタシ達のこと見てたし。だけど、まさかこの村がそんなだったなんてちっとも」


「ああ、分かってる。日ひ比び谷や達は村の秘密を知ったりはしなかった。無実なんだよ。だけど、どうしても日比谷達を吸きゆう血けつ鬼きにしてしまいたい困った人がいて、村内放送でウソを流したんだ。日比谷達が、村の秘密を知ったって」


「……それで、あんなことに？」


「みんなこの村を守るために必死なんだ。いくら僕らが説明したって通じない。だから、逃にげるしかないんだ。さあ、行こう」


　あかりはこっくりと頷うなずくと、直なお樹きと共に走り出す。


「この林を抜ぬければ、村を出る道に出られる。町へ向かって走っていけばきっと逃げられるはずだ」


　あかりを勇気づけるように直樹が言う。


「ホント？　ホントよね？　ホントに逃げられるのよね？」


　あかりがしつこく尋たずねた。


「もちろん直樹君も一いつ緒しよよね？　一緒にこの村を出られるのよね」


「………」


　直樹は無言だった。


（そっか、日比谷、まだ気づいてないのか……）


　心苦しくはあった。だけど、告げないわけにはいかなかった。


　あかりの方は見ず、直樹は口を開いた。


「僕は、一緒には行けないよ。だって、僕はこの村の住人だから」


　あかりがハッとして息を飲んだ。足を止めると、大きく目を見開いて直樹を見る。


「それじゃ、直ちゃんも………」


　その言葉を口にしてしまうのが恐おそろしくてたまらないのだろう。続けられずにいるあかりに代わり、直樹は頷いた。


「そう、僕ももう吸血鬼なんだ」


　つい昨日なったばかりだってことは言わないでおいた。今となってはそんなことはどうだっていい。


「そっか、直ちゃんも、吸血鬼だったんだ」


　あかりが笑う。


「そうよね。そうじゃなかったら、直ちゃんがニンニク嫌きらいになるはずないもんね。そっか、そうだったんだ」


　納なつ得とくし頷いてから、あかりは直樹を見つめた。


「だったら、逃げる必要なんてないよ」


「えっ？」


　キョトンとする直なお樹きに、あかりは迷いなく言った。


「いいよ。アタシの血を吸っても」


「えええっ！　おま、お前何を言って！」


「だってここでアタシを村の外に逃にがしたら後が大変でしょ!?　森もり本もとっちや大おお久く保ぼ君は目を回してたみたいだからいいけど、アタシはもう無実じゃなくなっちゃったんだよ！　この村の秘密を知っちゃったんだよ！」


　あかりが早口に言う。


「確かにそうかもしれないけど、だけど！」


「お願い！　直ちゃん！」


　直樹に向けられたのは、あかりの真しん剣けんでまっすぐな瞳ひとみだった。


「アタシの血を吸って！　そうすれば、アタシは吸きゆう血けつ鬼きになって、大好きな直ちゃんとずっと一いつ緒しよにいられるから！」


　それは、紛まぎれもない告白だった。


　直樹にとっては、人生初の体験だった。


「えっ！　えっ！　えっ！」


　驚おどろきと嬉うれしさと恥はずかしさでいっぱいいっぱいになっている直樹の前で、あかりは服の首元を引っ張り汗あせばんだ首筋をさらけ出す。


「さ、早く」


　あかりが瞳を閉じた。すべてを直樹に委ゆだねて。


　確かにあかりの言うとおりだ。もう彼女は無実なんかじゃない。村の秘密をしっかりと知ってしまっている。


　逃がすことは、直樹の責任問題にまで発展するだろう。


　それに、村の秘密を守るためには、ここで嚙かみ付き吸血鬼にするのが一番だろう。


（この村の一員として……）


　直樹はそっとあかりに手を伸のばした。その肩かたを摑つかむ。


　ドクンと心臓が波打った。熱い衝しよう動どうが内側がわからこみ上げてくる。直樹の息が荒あらくなった。肩を摑んだ手にも力が入る。


　だけど、直樹はその衝動と戦った。


「ダメだよ。嚙み付けないよ。日ひ比び谷や」


　離はなした手を渾こん身しんの力で握にぎり締しめ、直樹は絞しぼり出すように言った。


「どうして？　直ちゃんはアタシが嫌きらいなの？」


「そうじゃない。そうじゃないから、嚙み付けないんだ」


　直樹は強く首を振ふった。


「この村で、僕はもう何年も、何十年も吸血鬼を続けている人達と会った。みんな、この終わりのない運命に苦しんでいるんだ。お前をそこに巻き込むわけにはいかないんだ」


　その時だった。茂しげみをかき分ける音が聞こえてくる。


「こっちだ！　匂においがするぞ！」


「捕つかまえろ！」


　村人達の声だ。


「ヤバい！　日ひ比び谷や！」


　直なお樹きはあかりの腕うでを摑つかむと全速力で走り出した。声や気配はあちこちから聞こえてくる。どうやら囲まれてしまったらしい。


　何とか突とつ破ぱ口こうを見つけようと焦あせり、走る直樹の足元から地面が失われた。


　そこが崖がけになっていることに気づいた時には、あかりと二人で転げ落ちていた。


「うわっ！」


　崖を一気に転げ落ちる。たっぷり十数回転した後、ようやく二人の体は止まった。


「日比谷、大だい丈じよう夫ぶか!?」


　起き上がり倒たおれているあかりに声をかける。返事はない。落下の衝しよう撃げきで意識を失ってしまったようだ。


　あかりを抱かかえ上げようとした直樹だったけど、辺りを取り囲む真っ赤な瞳ひとみに気がつく。村人達だった。


　直樹はあかりを守るように仁に王おう立だちになると、力一いつ杯ぱいに叫さけんだ。


「近寄るな！」


「おいおい、高たか村むら。そりゃひでーじゃないかよ！」


　ひょこひょこと顔を出すのは坊ぼう主ず頭の少年。クラスメイトの熊くま谷がいだ。


「独ひとり占じめは止やめて、俺達にも分けてくれよな」


　ヨダレをすするクラスメイトを睨にらみつけ、直樹は言う。


「独り占めなんかじゃない！　こいつは、日比谷は、このまま村の外へ連れていく！」


　熊谷をはじめとし、村人達がざわめいた。


「お前、何考えてんだよ！　そいつは村の秘密を知ったんだぜ！　外に出したら危険なんだ！　お前だってこの村の一員なんだ！　分かるだろ!?」


「うるさい！」


　もう直樹は迷わなかった。あまり持ち合わせていない闘とう争そう本能を奮い立たせて、村人達を牽けん制せいする。


「日比谷には、指一本触ふれさせないからな！」


　瞳の奥が熱くなるのを感じた。きっと今、自分の瞳は真っ赤に染まっているのだと思った。牙きばも、爪つめも人間のそれとは違ちがっているのだろう。


　心の片かた隅すみで、直樹はあかりが気絶してくれていることを感謝した。


　吸きゆう血けつ鬼きへと変へん貌ぼうした自分の姿を見られないですむのだから。


「高たか村むら、お前には世話になってるけど、こればっかりは見逃のがせないからな！」


　熊くま谷がいが牙きばを剝むき出し唸うなった。


「この村のためにも、その娘こは吸血鬼にしなきゃならないんだ！」


　と、次の瞬しゆん間かん。


『え～～～、村長の木きの下したでございます。先さき程ほどの村内放送は、すべて間ま違ちがいでございます！　村民の皆みな様さま、どうか大人しく家に帰るようお願いいたします』


　遠くからそんな声が聞こえてくる。


（村内放送!?　修理できたんだ!?）


　辺りを取り囲んでいた村人達も、キョトンとして顔を見合わせた。


「間違いだって？」


「つまり、秘密はバレてないってことなんだな」


　秘密がバレてない以上、むやみやたらに襲おそうことはできない。村の掟おきては絶対なのだ。


「ここまで来たのに、おあずけなんてな」


「だけど、我が慢まんしなきゃならんぞ。欲求に負けて嚙かみ付いてしまったら、後で村中のみんなにつるし上げられちまう」


「そうだ、我慢だ我慢」


　それ以上、おいしそうなエサを見ていたくなかったのだろう。村人達はあかりに背を向けるとゆっくりと歩き始める。


（奇き跡せきだ……）


　神に祈いのりたくなる直樹だけど、熊谷が余計なことを言った。


「でも、あの放送は間違いだったとしても、もう手て遅おくれなんじゃないか？　これだけ追いかけ回したんだ。俺達の正体だってバレてるだろ」


　憎にく々にくしいまでに的を射た意見だった。


　せっかく帰ろうとしてくれていた村人達が、再び足を止め振ふり向く。


「そーだぞ。気の毒だけど、やっぱり嚙み付くしかないぞ！」


「この村を守るためだからな！」


　どうやら振り出しに戻もどってしまったようだ。


　真っ赤な瞳ひとみを光らせ、牙を剝き出し、鋭するどい爪つめの生えた指をわしわし動かしながら迫せまってくる村人達。


「来るな！！！」


　一歩も引かず、断固としてあかりを守ろうとする直樹。


　そんな両者の間に、風を切って飛び込んでくる人ひと影かげがあった。


「そこまでよ！」


　季き代よ実みだった。


「さっきの放送聞いたでしょ？　間ま違ちがいだったんだから嚙かみ付いたりしちゃダメだわ！」


「いや、だけど川かわ澄すみよ。追いかけてた姿を見られてんだからもう遅おそいんだって。ガブッとやんなきゃ」


　熊くま谷がいの言葉に、季代実が首を振ふる。


「大だい丈じよう夫ぶ、それぐらいならまだ何とかなるから」


「何とかなるって、どうするんだよ？」


「いっそ、開き直るのよ。ここは吸きゆう血けつ鬼きの村ですって。それでこの村の秘密は守られるはずよ」


　熊谷、そして辺りの村人達も季代実が何を言っているのか分からずポカンとする。もちろん直なお樹きだって分からない。


「さ、時間がないわ。みんな協力して。いろいろと準備しなくちゃならないことがあるんだから」


　それから、直樹を見てこう言った。


「とくに直樹君には、ちょっと痛い思いをしてもらうことになるけど、それは覚かく悟ごしといてね」
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　ゆっくりと、沈んでいた意識が浮かび上がってくる。


（あれ、確かアタシ、直ちゃんと一いつ緒しよに林を逃にげてたのよね。そしたら崖がけから落っこちて）


　ガバッと起き上がったあかりは、慌あわてて自分の首元に手を当てた。傷きず跡あとはない。どうやら嚙まれてはいないようだ。


　改めて辺りを見ると、そこは薄うす暗ぐらい部屋の中。すぐ近くにごろんと転がる大きな物体がある。目が慣れてくると、それが森もり本もとと大おお久く保ぼだということに気づく。


「ちょっと森本っち！　大久保君、起きて！」


　あかりが揺ゆり動かすと、もぞもぞと二人が起き上がる。


「いててて、頭が割れるように痛いぞ」


「僕達、車に乗せられてどーなったんだっけ？」


　しばしぼんやりとしていた二人だったけど、ハッキリと思い出したのだろう。その顔が青ざめていく。


「そーだよ！　目が真っ赤の怪かい物ぶつが車にへばりついてきたんだ！」


「鋭するどく尖とがった牙きばを覚えてる！　僕、あんなの映画で見たことあるぞ！　あれは吸血鬼に違いない！」


「そうよ。ここは吸血鬼の村なの。きっとアタシ達は捕つかまったのよ」


　あかりが深刻に言う。


「このままじゃ、嚙かみ付かれて吸きゆう血けつ鬼きにされちゃうわ。二人とも早く逃にげなくちゃ」


　あかりの言葉に、森もり本もとと大おお久く保ぼは少しだけ怪け訝げんそうな顔をする。


「二人ともって、日ひ比び谷や、お前は逃げないのか？」


「そーだよ！　日比谷さん！　高村君も連れて四人で逃げよう！」


　騒さわぐ森本と大久保の前で、あかりは首を横に振ふった。


「アタシはいいの。この村に残るから。だって、だって直ちゃんも、吸血鬼なんだから」


「!?」


「!?」


　次の瞬しゆん間かんだった。いきなり天てん井じようの灯あかりがともされる。明るくなった部屋の中、少し離はなれたところに立っていたのは直樹だった。


　瞳ひとみを真っ赤に染め、口から鋭するどい牙きばを出し、長く伸のびた爪つめを持った吸血鬼の姿だった。


「うぎゃ～～～～～！」


「うわ～～～～～～～～～！！！」


　森本と大久保が抱だき合い特大の悲鳴を上げる中、直樹はニッカリと笑うとオカルトな見かけとはうってかわった明るい声で言い放った。


「大成功！！！」


　バチバチと拍はく手しゆをする。それを合図としたように、部屋の中にぞろぞろと村人達が入ってくる。


「いや～～～、うまくいって良かった」


「俺達の演技力もまだまだ捨てたもんじゃないよな」


　彼らに混じって登場したのは智とも衣いとエリ子だ。ポカンとするあかり達の前まで来ると、持っていた横断幕を開く。


『ようこそ、吸血鬼の村へ！　ステキなオカルト体験をあなたに！』


　真っ赤な絵の具で、そう書かれていた。


「え？」


　まだどういうことか分からず啞あ然ぜんとしている三人に、直樹が言う。


「つまり、こういうことなんだよ」


　口の中に指を突つっ込むと、牙をスポッと抜ぬいてみせた。ハロウィンでよく使われるプラスチックの玩具おもちやの牙だ。さらに鋭い爪もポキポキと外していく。


　最後に大きく目を開くと、真っ赤なカラーコンタクトを外した。


　涙なみだ目めながらもいつもの姿に戻もどった直樹は、元気よく言い放った。


「これ、全部全部お芝しば居いなんだよ。村おこしのね」


「そういうことですわ」


　歩いてきた紅べに華かが、にこやかに微笑ほほえんだ。


「見てのとおり、ここは何もないような田舎いなかですわ。村の高こう齢れい化、そして過か疎そ化も問題になってますのよ。そこで、全国どこの村でもやってないような大だい胆たんな村おこしの方法はないかと村民一丸となって考えてましたの」


「それで考えたのが、このドッキリだったってわけさ。ほら、この村ってたまたまそれっぽい名前だろ」


　智とも衣いが笑いながら説明する。


「で、日ひ比び谷や達にモニター第一号になってもらったってわけなんだ。いや～～～、最後まで信じてくれて本当にありがとう」


「何だ、そーだったのか」


「すっかり騙だまされたよ」


　森もり本もとと大おお久く保ぼがあっさりと信じ込んだ。元々人を疑うってことをあまりしない単純な連中なのだ。


「すみません。怖こわがらせてしまって。でも、おかげで改善すべき点とかが見えてきました。本当にありがとうございました。


　駆かけ寄った綾あや菜なにそう言われたもんだから、二人はすっかりデレデレする。


（よっしゃ！　これで森本と大久保は大だい丈じよう夫ぶだ）


　直なお樹きは心の中でガッツポーズを決めた。


　そう、これこそが季き代よ実みの言っていた『開き直る』の意味だった。


　この、『全部お芝しば居いだったことにする作戦』のため、村人にも協力してもらっている。


　ここ、役場の空いている部屋に三人を連れてきて、エキストラの村人達にも協力してもらい大だい胆たんに誤ご魔ま化かそうとしているのだ。


　初めてのカラーコンタクトだって、頑がん張ばって入れたのだ。


　まだしくしくと痛い瞳ひとみを、直樹はもう一人に向ける。おそらく、一番苦戦するであろうあかりだ。


「お芝居？　でもおかしいわ。走ってる車にあんなに飛びついてくるなんて普ふ通つうじゃできないはずよ」


「それは……」


　一いつ瞬しゆん口ごもる直樹に代わり、今作戦のブレインたる季代実が口を開く。


「大してスピードを出していないのに、スピードが出ていると乗ってる人が錯さつ覚かくするように運転してもらったの。飛びつく方も、運動が得意な村人を集めてずっと練習してたんだから。少し危険だけど、一番の見せ場だから外せないわ」


「それだけじゃないわ！　ぐったりしてる森本っちと大久保君を、利と根ね崎ざきさんと鳩はと羽ばさんが軽軽と持ち上げて」


「いや、あれはほら。オレが力持ちだから」


「エリも実は筋肉ムキムキなんですよ」


　苦しい言い訳を始める二人。


「良かったわ。気づかれてなかったのね」


　季き代よ実みが何な故ぜか大きく安あん堵どの息を吐はき出した。


「実はあの時、黒くろ子こがいたのよ」


「黒子？」


「ええそうよ。真っ黒な服を着てこっそり力を貸してたの。辺りは暗かったし、バレずにすんだのね」


「………」


　あかりはまだいぶかし気に眉まゆをひそめている。直なお樹きとしては気が気じゃなかった。


　この『全部お芝しば居いだったことにする作戦』を行うことは村長をはじめ村人全員了りよう承しようしているけれど、もし万が一これで誤ご魔ま化かしきれなかった時は……。


　ここにいる村人が一丸となって三人に嚙かみ付くよう、村からのお達しが来ているのだ。


（頼たのむ！　日ひ比び谷や！　納なつ得とくしてくれよ。いや、納得してなくても納得したって言ってくれよ。そうしないと……）


　直樹が必死に祈いのる中、あかりは何かを思いついた様子で顔を上げた。


「そうだわ」


　つかつかと直樹の前へとやって来る。


「ちょっとだけ、実験させてね」


　そう言うや否いなや、いきなり直樹の唇くちびるに自分の唇を押し当てた。


　文句なしの、キスだ。


　直樹が驚おどろきで目を見開いた。突とつ然ぜんのラブシーンに村人達も啞あ然ぜんとする。


「ちょ、ちょっと待てよ！」


「高たか村むらセンパイから離はなれてください！」


　智とも衣いとエリ子が喚わめいた。


「大だい胆たんですわね」


　紅べに華かは感心したように息を吐はき出し、綾あや菜なにいたっては顔を真っ赤にして何も言えない。


　季代実は、少し驚いた様子ながら普ふ段だんどおりの顔つきだ。


「わっ、わっ、わっ」


　窒ちつ息そくするかのような長いキスが終了した後、直樹は後ずさる。


「ひ、日比谷」


　顔を真っ赤にしてあたふたしている直樹を見て、あかりは頷うなずいた。


「うん、間ま違ちがいないみたい。そーよね。吸きゆう血けつ鬼きなんているわけないのよね。全部全部お芝居だったのね」


　大いなる危機が去った瞬しゆん間かんだった。


「怖こわがらせてしまったお詫わびにちょっとした打ち上げパーティーを準備してますの。どうぞ」


　紅べに華か、そして綾あや菜なに促うながされ、日ひ比び谷やらは部屋を出ていく。他ほかの村人達もそれに続いた。


　直なお樹きと智とも衣いとエリ子、そして季き代よ実みが残される。


「ま、どうにかこれで丸く収まったってことだよな」


　まだ少し顔を赤く染めながら、直樹が呟つぶやく。


「いや～～～、良かった良かった」


　同意を求めようと智衣らに顔を向けるけど、


「ちっとも良かねえよ！」


　智衣に胸むな倉ぐらを摑つかまれる。


「直樹、何なんだよさっきのあれは！　やっぱりあの娘こと特別な関係だったんじゃねーか！」


「そーですよ！　高たか村むらセンパイ！　ハッキリさせてください！」


　エリ子までが詰つめ寄ってくる。


　しかも、二人とも怒いかりでヒートアップしているせいか、目が真っ赤だった。鋭するどい牙きばと伸のびた爪つめもしっかりと自己主張している。


「こら、せっかく苦労して誤ご魔ま化かしたってのに、そんな格好しててどーすんだよ！」


　直樹が声を張り上げるけれど、二人は聞いちゃくれない。


　仕方がないから、直樹は季代実に助けを求めた。


「川かわ澄すみ！　何とかしてくれよ！」


　いつも冷静な季代実なら、この二人をなだめてくれると信じていた。


　だけど、季代実は何も言わずに歩き出す。部屋の出入り口まで行くと、扉とびらをしっかりと閉めた。丁てい寧ねいに鍵かぎまでも。


「その件については、私もハッキリさせておきたいんだけどね」


　振ふり向く季代実の瞳ひとみは、吸きゆう血けつ鬼きのそれへと変化している。


（自分が吸血鬼でも、恐きよう怖ふって感じるんだな）


　背筋をゾクゾクとさせながら、直樹はそう思ったのだった。
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　一夜が明けた治ち水すい村は、あいも変わらず曇くもっていた。


　そんなどんよりとした曇り空の下、直樹らはえっちらおっちらと歩いてバス停へとやって来る。


「いや～～～、昨夜ゆうべは楽しかったな」


　興奮冷めやらぬといった様子で、森もり本もとが言った。


「正直、あの吸きゆう血けつ鬼きドッキリは少しやりすぎなんじゃないかと思ったけど、アフターケアがしっかりしてたからな」


「うんうん、最高のひと時ときだったよ」


　うっとりとした目つきで大おお久く保ぼが頷うなずく。


　打ち上げパーティーで、紅べに華かと綾あや菜なに優やさしくされたおかげですっかりいい気持ちになっているのだ。


「直なお樹き、俺、夏休みにまた遊びに来るからな！」


「僕もだよ！　あ、もう吸血鬼ドッキリはなくていいからね」


　二人がそんなことを言うのに、直樹は苦笑いで応こたえるしかなかった。


　今回の苦労を思えば、できれば来て欲しくないところだ。


（その時になったら、適当に理由をつけて来させないようにしなくっちゃな）


　今から頭の痛い問題だと、直樹は軽くため息をつく。


「バスが来るまで、まだ少し時間があるみたいね」


　時刻表と携けい帯たい電話の時計を見比べてあかりが呟つぶやいた。


「さてと、それじゃ今度こそちゃんと返事をしてもらおうかな。直ちゃん」


　そう言うと、直樹へと顔を向ける。大きな瞳ひとみでしっかりと見つめてくる。


　直樹は何だか恥はずかしくなって、微び妙みように視線をずらした。


　昨晩の突とつ然ぜんのキス以来、どうにも気まずくて話もできずにいたのだ。


「へ、返事って何？」


　精せい一いつ杯ぱいに平然を装よそおう。


「昨夜ゆうべ言ったでしょ？　東京に戻もどってこないかって」


「えっ、何だよそれ」


「どういうこと？」


　首を突つっ込んでくる森もり本もとと大久保に、あかりが手短に昨晩の提案を説明する。


「それ、いい話じゃないか。家賃が二万ならバイトでどうにかなるだろ？」


「飯だったら僕の家に食べに来てもいいんだよ」


　乗り気になる二人だけど、大久保があって声を上げる。


「あ、でも高たか村むら君が東京に来たら、僕らがこの村に遊びに来れなくなっちゃうか」


「バーカ、親おや父じさんはこの村にいるんだから遠えん慮りよするこたないよ」


「それもそっか」


　改めて、二人は熱心に直樹をかき口説いた。


「高村！　東京に戻ってこいよ！」


「高村君、また四人で楽しくやろうよ！」


「直ちゃん、どう？」


　最後にあかりが、直なお樹きの顔を覗のぞき込むようにして尋たずねる。


「東京に、戻ってきてくれる？」


「森もり本もと、大おお久く保ぼ、日ひ比び谷や……」


　目め頭がしらが熱くなった。痺しびれるような感激を直樹は覚えていた。


　東京での出来事が思い出される。このメンバーでわいわいと楽しく過ごしていたあの日々を。


　貧びん乏ぼう一直線な直樹の家庭のために、本当に良くしてくれた三人だ。


　中学の頃ころ、どうしようもない連中に売れない小説家の父親をバカにされた時だって、三人は直樹と共に立ち向かってくれた。それは、忘れられない思い出だ。


（また東京に戻もどって、こいつらと一いつ緒しよに楽しく過ごせたら……）


　そんな感情が、直樹の胸に生まれる。


（日比谷の想おもいだって受け止めて、微笑ほほえましくなるようなカップルになれたら）


　だけど、それが不可能だってことは直樹には分かっていた。


（もう、遅おそすぎるよ。だって僕の体はもう……）


　大きく深呼吸をしてから、直樹はゆっくりと首を横に振ふる。


「気持ちはありがたいけど、僕は東京には戻れない。だって僕はもう、この村の一員だから」


　少しだけ、沈ちん黙もくが流れる。


「そっか、ならしょーがないか」


　あかりが意外にもさっぱりとした声を上げた。


「それが、直ちゃんの出した結論なんだから、仕方ないよね。ちょっと残念だけど」


　と、その時だ。


「お～～～い！」


　そんな声がする。見るとこちらに向かってやって来る少女達の姿があった。智とも衣いにエリ子、紅べに華かに綾あや菜な、季き代よ実みもいる。


「俺達を見送りに来てくれたんだ！」


「ああ、何て親切なんだ！」


　舞まい上がった森本と大久保が感激の声を上げる。それから、直樹へと顔を向けるとニヤニヤしながら言った。


「ま、あんな可か愛わいい女の子達に囲まれてるんだ。東京へ戻ろうなんて思わないよな」


「そうそう、まるでハーレムだもんね」


　そうじゃないと直樹は言いたかった。決してそんな理由で申し出を断ったわけじゃないんだと。


　だけど、言えない。言えるはずがない。


　直樹はわざとヘラヘラと笑ってみせた。


「ま、そーゆーこと」


　やって来た智とも衣いが、手にした紙かみ袋ぶくろを突つき出した。


「村の土産みやげだぜ。ま、牧場のチーズなんだけどよ」


「あ、ありがとう！」


　大喜びで森もり本もとが受け取る。


「三人の協力のおかげで、村おこしは成功しそうです。本当に感謝していますわ」


　紅べに華かが笑え顔がおでお礼を言う。それだけでもう森本と大おお久く保ぼはデレデレ状態だ。


「いや～～～、お役に立てて何よりです」


「あなたのために怖こわがりました」


　まんざらでもない顔で頭の後ろを搔かいたりしている。


　そんな二人にとっては残念なことに、一台のバスがやって来る。


「ほら、森本っち！　大久保君！　バスが来たわよ！」


「え、でもせっかく来てくれたんだから……」


「もう一本くらい遅おくらせても……」


　名残なごり惜おしそうにする二人。


「一本遅らせたら夕方になっちゃうでしょーが！　乗った乗った！」


　追い立てるようにして二人をバスに押し込むと、あかりは一同に顔を向けた。


「いろいろあったけど、楽しかったわ。ありがと」


　ペコリと頭を下げると、バスに乗ろうとする。


　ステップに片足を乗せたところで、あかりは思い出したように振ふり向いた。


「そーだ、昨日のキスのことなんだけど。あれって実は実験だったの」


「実験？」


「そ、昨夜ゆうべ、直なおちゃんが家を飛び出してった後、何かむかむかしちゃってね。余ってた材料でまたギョーザ作ってヤケ食いしてたのよ。もちろん、ニンニクだって入ってたわ」


（えっ、何だって！）


「あのキスで直ちゃんが倒たおれるかどうかを実験したの。だから、みんなも誤解しないでね」


　女子達にそう告げると、あかりはバスに乗り込む。


　扉とびらが閉められ、バスが発進する。曇くもり空ぞらの下、遠ざかりやがて山道に消えていく。


「ふう、一時はどうなることかと思いましたけど、終わりましたわね」


　紅華が息を吐はき出した。


「ま、終わってみれば楽しかったぜ。いっそのこと本当に吸きゆう血けつ鬼きの村ってことで売り出したらどうだ？　少々ヘマしてもメイクだって誤ご魔ま化かせるんじゃないか？」


　まんざらでもない智とも衣いの意見に、綾あや菜なが悲しそうに首を振る。


「ダメですよ。わたし達が年を取らないことは誤魔化しようがないんですから」


　綾菜の言うとおりだった。いくら吸血鬼の姿をひた隠かくしにしたところで、いつまでも若々しいことは誤ご魔ま化かしようがない。


「今回のことはあくまで苦肉の策。わたくし達が生き延びるためには、村の外の人間と接点を持ってはいけないのですわ。それだけは忘れないように。いいですわね」


　紅べに華かの強い口調に、一同押し黙だまる。自分達は人間とは違ちがうことを改めて認にん識しきし、少し重苦しい空気が流れる。


　そんな中、季き代よ実みが口を開いた。


「それにしても、あのキスにあんな理由があったなんてね。ちっとも気づかなかったわ」


　重苦しい空気は一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んだ。話題はあかりのキスについてへと変わる。


「ちょっとホッとしたって言うか安心したって言うかだけど、危なかったな」


「本当ですよね。高たか村むらセンパイじゃなかったら泡あわを吹いて倒たおれてたはずですよ」


　そんな中、直なお樹きは青ざめた顔で近くの木にもたれかかった。


「な、何てことだ。日ひ比び谷やがニンニク食べてたなんて」


　事実を知った途と端たん、猛もう烈れつな不快感がこみ上げてくる。


（ああ、何だか意識が薄うすれていく。今さらになってニンニクの毒がきいてきたんだ）


「直樹君、どうしたの？　顔色悪いけど」


　季代実にそう聞かれた直樹は、苦笑いを浮かべ答えた。


「どうしたのじゃないよ。日比谷の話を聞いてただろ？　あいつニンニク食べてたんだぞ！　具合が悪くなって当然じゃないか」


　直樹の返事に、季代実は不思議そうな顔をする。


「直樹君、ニンニク嫌きらいだった？　確か前は好きって聞いたような気がするけど」


「川かわ澄すみ、何を言ってるんだよ。吸きゆう血けつ鬼きはニンニクが嫌いなのは常識じゃないか」


　勘かん弁べんしてくれよと嘆なげく直樹だったけど、季代実の不思議そうな顔は変わらない。


　それどころか、紅華や綾あや菜な、智とも衣いやエリ子までが同じような顔をしている。


「そうね、吸血鬼はニンニクが嫌いなのは常識だわ」


　こっくりと頷うなずいてから、季代実はとんでもないことを口にした。


「だけど、直樹君は吸血鬼じゃないでしょ？」


「へっ？」


　しばしポカンとしてから、直樹は笑い出す。


「おいおい、冗じよう談だんは止やめてくれって。僕はもう二日前から吸血鬼じゃないか。会長にガブッと嚙かまれて」


「ちょっと、高たか村むらクン。人聞きの悪いこと言わないでくれません？　いつわたくしが嚙みましたの？」


　心外だとばかしに紅華が直樹を睨にらみつける。


「一昨日おととい、僕が三階から落ちた時です。あの時僕は大怪け我がをして、それを吸血鬼にしてもらうことで助かったんですよね？」


「何を言ってますの？」


　冷ややかに直なお樹きを見つめる。


「わたくしは、落っこちてきた高たか村むらクンを受け止めただけですわ」


「本当に運が良かったんですよね。たまたま会長が外を歩いてて。もしそうじゃなかったら大変なことになってましたよ」


『大変なこと』を想像したのか、綾あや菜ながブルルッと身み震ぶるいする。


「ちょ、ちょっと待って！　そんなはずないよ！　だって、保健室で僕がどうして無傷なのか聞いた時、智とも衣いもエリ子ちゃんも暗い顔してたじゃないか！　川かわ澄すみだって、言いづらいことだけど、なんて前置きして」


「あれは、高村センパイを助けたのが神楽かぐらセンパイだったからです」


「ああ、そうだぜ。お前を保健室に運んだ後、紅べに華かの奴やつが、この借りはたっぷり返してもらうなんてこと言ってたからな。お前が知ったらへこむんだろうなって思って」


　エリ子と智衣がそう説明する。


「いや、だけど……」


　先さき程ほどまでの気持ち悪さをすっかり忘れて、直樹は紅華に質問をぶつける。


「会長、僕が電話で助けてくれたお礼を言った時、自分としてはつまらない結末で残念だって言ってたじゃないですか。あれって一体」


「ああ、あれですの。そのままの意味ですわよ」


　肩かたをすくめて紅華が答える。


「無意識のうちに助けてしまいましたけど、本当は放ほうっておいた方が都合が良かったんですの。だって、命を助けるって名目で遠えん慮りよなく嚙かみ付けたはずですわ。ですから、つまらない結末ですのよ」


「そん……な……」


　直樹は口をパクパクとさせる。


　彼女らが言っていることが確かなら、自分は吸きゆう血けつ鬼きになどなっていなかったことになる。


　だからって、そう簡単に認めるわけにはいかない。


　自分は吸血鬼だと思い込んでいたからこそ、吸血鬼化した村人達に立ち向かえたのだ。あの時本当は人間のままでしたなんて知ってしまったら、今さらながら怖こわくてどうにかなってしまいそうだ。


　吸血鬼だと思い込んでいたからこそ、涙なみだを飲んであかり達の申し出を断ったのだ。実は人間のままだって知ってしまったら、友人三人に対して申し訳がなさすぎる。


　しぶとく直樹は食い下がった。


「でも、僕はニンニクの匂においでまいってたんだぞ！　今だって気分が悪くなって」


「想像妊にん娠しんってあるでしょ？　それの吸きゆう血けつ鬼き版だわ。つまり、想像吸血鬼ね」


　冷静に季き代よ実みが言う。


「自分は吸血鬼だって思い込んでたから、ニンニクの匂においで気分が悪くなるような気がしたのよ。現に昨夜ゆうべのキスじゃ何ともなかったし、今だって元気そうだわ」


　季代実の言うとおりだったから、直なお樹きとしては反論できない。


　それでも、最後の期待を込めて叫さけんだ。


「だけど、僕は日ひ比び谷やを襲おそいそうになったんだぞ！　飛びかかって血を吸いそうになったんだ！」


「えっ！　何だよ！　お前の襲うってのはそういう意味だったのかよ！　オレはてっきり……」


　そこで智とも衣いは恥はずかしくなったのか、もごもごと言葉を飲み込んだ。


「それだけじゃないぞ！　その後に行った智衣の家で、こともあろうに僕は智衣の血も吸いそうになったんだ！　これでもまだ僕は吸血鬼になってないって言うのか!?」


　無む駄だなあがきをする直樹に、相変わらず冷静に季代実が尋たずねる。


「その時って、どんな状じよう況きようだったの？」


「えっと、日ひ比び谷やは風ふ呂ろ上がりで、居間に二人っきりで、あいつが顔を近づけてきたんだ。で、シャンプーの匂いがしたんだっけ。そしたらこう血を吸いたいって気持ちがこみ上げてきて。あ、そう言えば智衣の時も同じような状況だったっけ」


　直樹の説明に、季代実は確信を口にした。


「それって、直樹君が性的に興奮したのを吸血衝しよう動どうと勘かん違ちがいしただけよ。きっと」


「せいてき………こうふん？」


「ま、そんなところですわね」


　紅べに華かが呆あきれたように首を振ふる。


「高たか村むらさんも、健全な男の子ですものね。し、自然なことだとわたしは思いますよ」


　顔を真っ赤にした綾あや菜なが、もじもじしながら言う。


「いい加減、認めたらどうですの？　わたくしはあなたに嚙かみ付いたりなどしていない。高村クンは、吸血鬼にはなっていない。まだ普ふ通つうの人間のままですわよ！」


　紅華がぴしゃりと言葉を叩たたきつけた。


「僕は、まだ人間のまま……。ただの想像吸血鬼」


　全身から脱だつ力りよくして、直樹はその場にへたり込む。


「オレの勘違いも、まんざら的外れじゃなかったってことだよな」


　智衣が鼻の頭を搔かきながら言う。


「あ、でもそんなに気にするなよ。直樹。綾菜も言ってたとおり、健全な男なら自然なことなんだからな」


「ヒドいですよ！」


　エリ子が顔を真っ赤にして憤ふん慨がいする。


「どーしてエリの家に来てくれなかったんですか!?」


「うっせーエリ子！　お前なんかで直なお樹きがそんな気になるわけねーだろ！」


「そんなことありませんよ！　エリのパジャマ姿はすっごく可か愛わいいんですから！　高たか村むらセンパイだって襲おそいたくなるに決まってます！」


　智とも衣いとエリ子の際きわどい会話も、直樹には聞こえていなかった。


（僕は、吸きゆう血けつ鬼きになってなかった。ずっと人間のままだったんだ。もちろん今現在も）


　喜ぶべきなんだろうけど、素す直なおには喜べない。


　だって、それなりに苦く悩のうしたうえで受け入れたのだ。この村の一員として、吸血鬼として生きていく覚かく悟ごだってしてたのだ。


「そんな～～～！」


　叫さけぶ直樹のお腹なかから、ぐ～～～という特大の音が響ひびく。


　丸二日、自分を吸血鬼だと思い込んでいたから基本的に牛乳しか飲んでいなかった。空腹が極きわみに達していたのだ。


　その音こそが、自分は人間だってことを受け入れた、直樹の敗北宣言だった。
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　放課後の到とう来らいを告げるチャイムが鳴り響ひびいた。


　教師が教室を出ていくと、生徒達がやっと終わったと息を吐はき出した。


　目がトロンとしていたり、大きな欠伸あくびをしていたり、だらしなく机に突つっ伏ぷしていたりとあまりさわやかさは感じられない。


　それも仕方のないことだ。本質的には夜型体質の吸きゆう血けつ鬼き。春休み中はついつい夜よ更ふかしをしていた生徒だって少なくはない。


　新学期が始まってまだ数日。春休みボケが残っていて当然だろう。


　そんな生徒達に混じって、一ひと際きわお疲つかれの男子の姿があった。直なお樹きだ。憂ゆう鬱うつそうな顔つきで大きく息を吐き出している。


「どうしたの？　直樹君」


　歩み寄ってきた季き代よ実みが声をかける。


「もしかして、まだ想像吸血鬼のショックから立ち直れないの？」


　想像吸血鬼。その言葉に、直樹は猛もう烈れつに渋しぶい顔をした。


　自分が吸血鬼になったと思い込み空回りしていたあの一件は、今では思い出したくもない。


　実際、真相が分かってから数日は季代実の言うとおりショックで寝ね込んでいたほどだったのだ。


　だけど、今直樹を疲れさせているのは別の理由だ。


「違うよ、川かわ澄すみ。そのことならもう立ち直ってるよ。ただ、この状じよう況きようにまだ慣れないんだ。新学期が始まったのにまた高校二年って状況に」


「何当たり前のこと言ってんだよ、直樹」


　会話に首を突つっ込んできたのは智とも衣いだ。春休み中も陸上部の練習に明け暮れていたせいか、春休みボケは微み塵じんも感じさせない。


「この村の時間は止まってるんだよ。みんな年を取らないから、同じ学年をずっと繰くり返してるんだ」


　智衣は、軽く笑って付け足す。


「まあ、いけすかない紅べに華かの奴やつだけは卒業して欲しいとこだけど、これも村の決まりだからなあ」


「直樹君の気持ちも分かるわ。私だって最初は抵てい抗こうあったから。だけどすぐ慣れるはずよ。だって自分の時間だって止まってるんだから」


　季代実はそこで軽くあっと声を上げると、直樹の耳元に顔を近づけ囁ささやくように言った。


「でも、直樹君の時間はまだ止まってないのよね。それは気になって当然かもしれないわ。どう？　新学期も始まったことだしここらで覚かく悟ごを決めてみたら」


　もちろんいつもの冗じよう談だんに決まっているのだけれども、春休みというブランクがあったからついつい過か剰じように反応してしまう。


「僕はまだ吸きゆう血けつ鬼きになる気はないからな！」


　大声でそう叫さけんでから、直なお樹きは慌あわてて口を塞ふさぐ。だけどもう遅おそい。辺りにいた数人のクラスメイトが不思議そうに直樹のことを見ていた。


「高たか村むら、お前何言ってるんだ？」


「吸血鬼になる気はないからなって、お前はもう去年の夏から吸血鬼じゃないかよ」


　どう言い訳していいか分からずあわあわする直樹に、季き代よ実みが言う。


「ちょっと直樹君。春休みボケもいい加減にしないと」


「そ、そーだぜ直樹。お前、自分を吸血鬼じゃないとでも思ってたのか？」


　智とも衣いがわざとらしく笑いながら直樹の頭をわしゃわしゃとかき混ぜた。


「よし、オレが購こう買ばいで牛乳でもおごってやるぜ。それ飲んでシャキッとしろよな」


「そうね、そうした方がいいわ」


　智衣と季代実がそれぞれ直樹の右腕うでと左腕を摑つかみ、教室を出る。まるで連行しているようだ。


　廊ろう下かを少し進み、人ひと気けのない階段の踊おどり場ばまでやって来たところで二人は摑んでいた手を離はなした。


「ちょっとからかった私も悪かったのかもしれないけど……」


　季代実が冷めた目で直樹を見る。


「さすがに、あれはないんじゃないの？」


「そうだぜ。聞いてるオレの方が背筋がヒヤッとしちまったぜ」


　勘かん弁べんしてくれよと智衣が首を振ふる。


「わ、悪い。ついうっかり叫んでたんだ。春休みボケなんだろうなきっと」


　ヘラヘラッて笑う直樹に、季代実が真しん剣けんな顔を向ける。


「しっかりしてよ。直樹君は正しよう真しん正しよう銘めいの人間のままで、私達から見たらおいしそうなご馳ち走そうなのよ」


「そうだぜ、正体がばれたら最後、クラスの連中は喜んでお前に襲おそい掛かかるんだからな！」


　智衣も、真ま面じ目めな顔で直樹を見つめた。


（ああ、こんなにも熱心になってくれるなんて、よっぽど僕のことを心配してくれてるんだな）


　ちょっとした感動を覚える直樹だったけど、


「直樹君の血はもう私達が予約してるんだから」


「そうだぜ、他ほかの連中には一滴てきたりとも飲ませられないからな」


　なんてことを言われるもんだから、感動も冷めてしまう。


　大体こういった会話の流れは今に始まったことじゃない。もううんざりになるぐらいにずっと繰り返されてきたことだ。


　そんなことも忘れて感動するなんて、本当に春休みボケかもしれないと直なお樹きは思った。


（こいつらは僕を心配してるんじゃなくって、僕の体に流れる血を心配してるんだよ。それを忘れるんじゃないぞ）


　そう心に刻み直す。


「分かったよ。もううっかりなんかしない。僕だってクラスの連中にガブガブやられるなんて御ご免めんだよ」


　ぶっきらぼうにそう言い放つ。


「智とも衣いの言うとおり、冷たい牛乳でも飲んでシャキッとしてくるよ」


　そう告げると、直樹は早足で購こう買ばいへ向かって歩き出した。





　そ・し・て……。





　昼休み程ほどではないけれど、購買はそれなりに込み合っていた。小こ腹ばらの空すいた生徒達が、牛乳やヨーグルト、プリンなんかを買い求めている。


　もちろんヨーグルトやプリンの原料もこの村の特別な牛乳だ。そうでなければ吸きゆう血けつ鬼きである生徒達の腹の足しにもならないだろう。


　牛乳を買った直樹は、購買を後にした。少し離はなれた窓まど際ぎわへと向かうと、のんびりと中庭を眺ながめながら牛乳を口にする。


（だけど、さっきは危ないところだったな）


　よく冷えた瓶びん入り牛乳を堪たん能のうしながら、直樹は思う。


（うっかりで僕が人間だってことがバレでもしたら、これまでの苦労が水の泡あわだよ）


　人間だってことを秘密にしつつ吸血鬼の村で暮らすのは、これでなかなか地道な努力が必要なのだ。


　吸血鬼は成長しない。吸血鬼になった時の姿のままで永遠に生き続ける。


　髪かみの毛だって伸のびたりしないから、直樹の髪の毛が長くなってしまえばたちまち不ふ審しんがられてしまう。


　そうならないため、月に一度は季き代よ実みに家まで来てもらい、髪の毛の長さをそろえてもらっているのだ。


　太ったり瘦やせたりもしないから体型維い持じにだって注意する必要がある。


　ただし、そんな努力にも限界があるってのは直樹だって知っていた。


　生なま身みの直樹は日々成長していく。いつかは、小こ手て先さきの工夫じゃ誤ご魔ま化かしきれなくなる時が来るだろう。


　そうなる前に、村を離れるか？


　それとも、誰だれかを選び自分の首筋を差し出すのか？


「え～～～い！　止やめた！　止めた！」


　答えの出せない問題に、直なお樹きは強く首を振ふる。


「その時になったら考えればいいよ。とにかく今はまだ、吸きゆう血けつ鬼きにはなりたくないんだ！」


　力強くそう叫さけんだ直後だ。直樹は背後から声をかけられる。


「あの、すみません」


　直樹は顔をひきつらせた。


（き、聞かれた！）


　心臓がバクバクとする。喉のどがカラカラに渇かわいた。


　あれだけ智とも衣いと季き代よ実みにうっかりなんかしないと言っておきながら、舌の根も乾かわかないうちにまたうっかりをしでかしてしまったようだ。


（いや、まだ顔を見られていないからどうにかなる。顔を見せないまま逃とう亡ぼうすれば……）


　窓から逃にげ出そうと飛び上がり窓枠わくに足をかける直樹に、さらに声がかけられる。


「あ、高たか村むらさん！　待ってください！」


　その優やさしい声には聞き覚えがあった。


　ゆっくりと振ふり向くと、落ち着いた雰ふん囲い気きの女子生徒が立っている。大きな眼鏡と大きな胸が印象的な彼女。沢さわ田だ綾あや菜なだ。


「な、何だ、沢田センパイだったんですね」


　安あん堵どのため息を吐はき出し、直樹は窓枠から飛び降りた。


「どうしたんですか？　いきなり外に飛び出そうとして」


　不思議そうに尋たずねる綾菜に、直樹は苦笑いを浮かべながら説明する。


「いや、うっかり吸血鬼になりたくないとか言っちゃったじゃないですか。それで……」


「ああ、そうでしたね。わたしだから良かったけれど、もし他ほかの人だったら大変でしたね。気をつけてくださいね」


　優しくそう言われただけだった。


「はい、気をつけます」


　素す直なおに頷うなずいてから、直樹はぼやいた。


「川かわ澄すみと智衣も沢田センパイみたいに注意してくれればいいのに。そうすれば僕だってもっと素直に」


「川澄さんと利と根ね崎ざきさんがどうかしたんですか？」


「いや、さっき二人にも注意されてたんですけどね。僕の血はもう予約してるだの一滴てきたりとも他の人には吸わせないだの言われて」


　直樹は苦笑いを浮かべた。


「僕の血を心配してるだけなんだから、嫌いやになっちゃいますよ」


「仕方ありませんよ。高たか村むらさんの血はとっても貴重なんですから」


　軽くクスリと笑ってから、綾あや菜なはあっと声を上げる。


「そうだ、わたし高村さんを捜さがしてたんです。ちょっと聞きたいことがあって」


「僕に聞きたいこと？」


「はい、そうです」


　こっくりと頷うなずくと、綾菜は直なお樹きに顔を近づける。とてつもなく真ま面じ目めな顔だった。


（これは、何かとてつもなく重要な質問がぶつけられるんじゃないか？）


　思わず身構えた直樹は、ゴクリと固い唾つばを飲み込む。


「高村さん！」


「はい！」


　弾はじかれるように返事をする直樹に、綾菜はあくまで真しん剣けん一直線で尋たずねた。


「甘いもの、お好きですか？」
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　直樹の目の前の小皿には、かわいらしいケーキが載のっかっていた。


　ふわふわの生クリームでドレスアップし、真っ赤なイチゴの王おう冠かんを載せたおいしそうなショートケーキだった。


　別に不思議はない。だってここは小こ洒落じやれたスイーツの店なのだから。ショーウインドウにはおいしそうなケーキが勢ぞろいしている。


「すみません、無理矢理こんなところに連れてきてしまって」


　直樹の向かい側がわに座った綾菜が、申し訳なさそうに言う。


「いえ、別にいいんですよ。本当に」


　笑いながら直樹は答えた。


　学校で綾菜に、「甘いもの、お好きですか？」　と尋ねられたのが今から二時間程ほど前だ。


「は、はあ、嫌きらいじゃないですけど」


　と答えた結果が、この状じよう況きようだ。バスに乗り隣となり町へ、そしてこのケーキ屋へと連れてこられた。


（沢さわ田だセンパイはどうして僕をケーキ屋なんかに誘さそってくれたんだろ？）


　ここへ来る道すがらずっと考えていた疑問だった。もちろん答えなんてまだ出ていない。


（ケーキ屋に一人で来るのが恥はずかしいなら別に僕じゃなくたっていいじゃないか。女友達を誘うのが妥だ当とうなとこのはずだぞ。なのにどーして）


　実に当たり前な方向に思考回路が傾かたむく。


（ひょっとして、これっていわゆるデートってやつじゃあないのか？　沢田センパイは僕との親しん睦ぼくを深めたくてあえて誘さそってくれたんじゃ）


　綾あや菜なは文句なしの美少女だ。しかも胸だって超ちよう高校生級。そんな彼女にデートに誘さそわれたと思うと、それだけでドキドキしてワクワクしてくるのが青少年ってもんだろう。


　思わず舞まい上がりそうになる直なお樹きだったけど、すんでのところで思いとどまる。


（いやいや、待てよ。そうやって一人で舞い上がって、それで結局はひどい思いをしてきたんじゃないか）


　軽く深呼吸し気持ちを落ち着けてから、努めてさりげなく直樹は尋たずねる。


「だけど、沢さわ田だセンパイ。どうして僕を誘ってくれたんですか？　こういった場所なら女の子の方がいいんじゃ。例えば会長なんか」


「会長じゃ駄だ目めなんです」


　綾菜が首を強く振ふる。


「それじゃ、智とも衣いやエリ子ちゃん、川かわ澄すみでも」


　直樹が近しい女子の名前を挙げるも、綾菜は強く首を振る。


「高たか村むらさんと一いつ緒しよに、ここに来たかったんです！　他ほかの誰だれでも駄目なんです」


（来た～～～～！！！）


　直樹は一気に舞い上がった。


（これってもう間ま違ちがいないよな？　間違いないよね？）


　自分自身に問いかけるように何度も繰くり返す。


（いや～～～、まいっちゃったな。まさか沢田センパイがそんな風に思っててくれたなんてな。ただ僕の血を狙ねらってただけじゃなかったんだな。気づかなかったよ）


　思わずにへらにへらしてしまう直樹。


「高村さんでないと駄目なんです。なぜなら、なぜなら」


　綾菜は、真顔でこう言った。


「高村さんしか、味が分からないんですから」


「へっ？」


　直樹のにへらにへらタイムが終しゆう了りようした。口を半開きにしてポカンとしてしまう。


　綾菜は辺りを見渡わたし、近くの席に他の客がいないことを確かく認にんしてから、直樹に囁ささやいた。


「人間である高村さんにしか、ケーキの味は分からないんです」


　デート！　その言葉が直樹の頭の中でガラガラと音を立てて崩くずれ落ちた。


　懲こりずに舞い上がっていた自分に情けなくなりながら、直樹は尋ねる。


「でも、ケーキって牛乳をたくさん使ってますよね？　だったら食べられるんじゃ？」


　基本的に村の牧場でとれる牛乳しか飲まない村の住人達だけれども、普ふ通つうの食べ物を口にすることもごくまれにあると直樹は聞いていた。村の牛乳を使ったシチューやグラタン、プリンなんかだ。


　ケーキの生クリームは牛乳からできている。スポンジにだって少なからず牛乳が使われているはずだ。もちろんこのケーキに使われているのは村の特別な牛乳ではないけれど、吸きゆう血けつ鬼きである綾あや菜なだって食べられないことはないだろう。


　そう思って尋たずねる直なお樹きだったけど、綾菜は悲しそうに首を振ふる。


「確かに食べられなくもありません。だけど、味なんてほとんど分からないんです。村の人がたまにシチューなんかを作って食べるのも、ただ人間だったことを懐なつかしんでいるだけなんです。味わいたくても、何も感じないんです」


「そうだったんですか」


　少しだけ村の人達が気の毒になり、直樹が沈しずんだ声を上げる。


「実は私、人間だった頃ころはケーキ大好きな女子高生だったんです！」


　綾菜が身を乗り出し強くそう言う。


「新しいケーキ屋さんができた時は必ず味見に行ってたし、有名なケーキ屋さんのケーキを食べるためだけに旅行をしたことだってあるんです。村の住人になって一番悲しかったのは、ケーキの味が分からなくなっちゃったことなんです」


　彼女にしては珍めずらしく、饒じよう舌ぜつに語る。


「このお店の本店はフランスにあって、私が人間だった頃から憧あこがれてたんです。その支店が隣となり町にできたってニュースで聞いて、いてもたってもいられなくなったんです。それで、高たか村むらさんを誘さそったんです。お願いです、私の代わりにこのケーキを食べて、感想を教えてくれませんか？」


　綾菜が自分をケーキ屋に誘った意図はようやく理解した直樹だけど、困ったように眉まゆと眉の間にシワを寄せる。


「だけど、僕にはケーキの良し悪しなんてよく分からないし、グルメレポーターみたいに味を説明できるわけじゃ」


「かまいません！　高村さんの素す直なおな感想を聞かせてくれればいいんです！　お願いです、高村さん！　私の二十三年越ごしの夢を叶かなえてください。高村さんしかいないんです！」


　真しん剣けんそのものの瞳ひとみで綾菜が訴うつたえる。確かにこれは、しぶとくいまだに人間のままでい続ける直樹にしか頼たのめないことだろう。


　残念ながらデートじゃなかったけれど、こうやって頼まれれば男としては悪い気はしない。それに、これで綾菜の夢が叶うというのなら迷うまでもなかった。


「分かりました。僕じゃ力不足かもしれませんが、全力で味わいます！」


　そう宣言すると、直樹はフォークを握にぎり締しめた。目の前のショートケーキを大きく切り分けると口に押し込む。


　ふんわりとした生クリームの甘い味が口一いつ杯ぱいに広がる。スポンジの間に挟はさまれたイチゴの酸味が口の中で絶ぜつ妙みようなバランスをかもし出す。シンプルで、素そ朴ぼくで、それでいて洗練された素す晴ばらしい味だ。


　洋よう菓が子しの良し悪しは分からない直なお樹きだったけど、素す直なおにこのケーキはおいしいと感じた。東京にいた頃ころ、クリスマスに父親が買ってきた一切れ百円の激安ショートケーキとは雲うん泥でいの差だ。


　つい夢中になってあっと言う間にショートケーキを平らげてしまった直樹に、待ってましたとばかしに綾あや菜なが尋たずねる。


「どうですか？　高たか村むらさん。おいしかったですか？」


「はい、甘くておいしいです。えっと、生クリームがふんわりしててイチゴもスポンジもおいしくて」


　必死に味を説明しながら、直樹は自分の表現力の乏とぼしさに呆あきれてしまう。もっとうまいことを言いたいのだけれどもどうにも言葉を思いつかない。


　そんな直樹に、綾菜が微笑ほほえんだ。


「無理しなくてもいいんです。高村さんの素直な感想、ちゃんと伝わりましたから」


　それから、綾菜は期待のこもった瞳ひとみでこう言った。


「高村さん。できればなんですけど、次はチョコレートケーキも食べてくれませんか？　もしお腹なかに余よ裕ゆうがあったら、フルーツムースケーキとカスタードプディングも試ためしていただきたいんですけど。それから、モンブランにロールケーキ、デコレーションシュークリームも」


　つらく苦しい戦いになるだろうけれど、男としては断れるはずがない。


「望むところです！」


　フォークを握にぎり締しめ、直樹は力強く頷うなずいたのだった。
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「うっぷ、苦しい」


　お腹をさすりながら、直樹は治ち水すい村の田舎いなか道を歩いていた。


　もう夜の七時を回っている。辺りはすっかり真っ暗になっていた。


　つらく苦しい戦いには辛からくも勝利した。綾菜のため、直樹は店のケーキを十八個も平らげたのだ。


　おかげでお腹はパンパン。息をするのもつらい。さらに横っ腹だって痛くなってしまっている。


　それでも、綾菜の期待に応こたえられたのは嬉うれしかった。直樹のつたない感想を、綾菜はすごく嬉しそうに聞いてくれていた。


　だからこそ、直樹は思ってしまうのだ。


「本当は、一つでもいいから沢さわ田だセンパイに味わって欲しかったんだよな」


　そう呟つぶやくけれど、それが無理な話だってことは十二分に理解している。


　綾菜が言っていた。普ふ通つうの食べ物を味ヽわヽうヽなんてことできないって。


（いっそ、生クリームやスポンジに血でも入れてみたらどうなんだろう？　吸きゆう血けつ鬼きにとっては最高のケーキになるんじゃないか？）


　そんな気味の悪いことを考える。


　真っ赤なケーキに真っ赤な蠟ろう燭そくを立て、ハッピバースデーを歌う村の吸血鬼達。蠟燭を勢いよく吹ふき消した後は、暗くら闇やみの中ケーキの取り合いが始まる。ルビー色に染めた瞳ひとみで闇を見通し、鋭するどい爪つめを振ふりかざし、鋭い牙きばで血のしたたるケーキにかぶりつき……。


「ああ、いやだいやだ」


　自分の想像で怖こわくなった直なお樹きはぷるぷると首を横に振った。


　吸血鬼の村で暮らして早十ヶ月。だからといってホラー耐たい性せいがついているわけじゃないのだ。


　むしろ吸血鬼が現実だって知っている分、怖さも倍増してしまう。


「気の毒だけど、沢さわ田だセンパイは吸血鬼なんだから仕方のないことなんだよ。僕にできることは、ケーキを食べてみせることぐらいだ。もしまた沢田センパイに頼たのまれたら快く引き受けるようにしよう」


　そこで特大のゲップを響ひびかせた直樹は、心の中で呟つぶやいた。


（まあ、しばらくは勘かん弁べんして欲しいけど）


　膨ふくれたお腹なかをさすりながら、直樹は自宅へと到とう着ちやくする。


「ただいま、父さん、胃薬ある？」


　居間へと向かった直樹は、驚おどろいて足を止めた。


「な、何だよこれ」


　とてつもなく散らかっていた。古本や古い雑誌が転がり、新聞の切り抜きやチラシなんかも散乱している。麻あさ紐ひもで固く縛しばられた汚きたない原げん稿こう用紙の束もあった。


「お、帰ったか。遅おそかったな」


　奥から直なお太た郎ろうが顔を出す。


　直樹が部屋の惨さん状じように啞あ然ぜんとしているのに気づき、訳を話す。


「いや、ちょっと古い資料を探していてな。段ボール箱をいくつかひっくり返したんだ。すぐに終わるから気にするな」


「気にするなって言われても気になるよ。これじゃ座ることもできないじゃないか」


　やれやれと直樹がため息をつく。


「まあ、ちょっと部屋で休みたいところだったから別にいいけどさ」


　そう言って居間を後にしようとした直樹の足が、何か固い物を踏ふみつける。


「ん、何だ？」


　拾い上げると、親指ぐらいの小さな人形だった。木の実を削けずって作られている。


「お、懐なつかしい。そりゃポポペッペ・ポピパラポッペ人形じゃないか」


　散らかった古本や雑誌を器用に避よけながら、直太郎がひょこひょことやって来る。


「てっきりなくしたと思ってたけど、資料に紛まぎれてたんだな」


　人形をつまみ上げると、懐なつかしい目で眺ながめる。


「何なの？　そのポペポペなんちゃらって人形は」


「ポポペッペ・ポピパラポッペ人形だ。昔、インドネシアを旅した時、とある島のまじない師にもらったんだ」


　直なお太た郎ろうの言葉に、直なお樹きは少し驚おどろいた。


「父さん、海外旅行に行ったことあったの？　てっきり日本から一歩も出てないと思ってたけど」


「馬ば鹿かにするな。この高たか村むら直太郎。海外旅行の一度くらい経験ずみだ！」


　妙みようにエバって直太郎が言う。


「あれは、まだ二十代の初めだったか。ＳＦ小説の新人賞に応おう募ぼするため、父さんはインドネシアのまじない師を訪ねたんだ」


「ちょっと待ってよ。ＳＦ小説なんでしょ？　どうしてインドネシアのまじない師なんかに……」


　あっと、直樹は声を上げる。


「そっか、呪じゆ術じゆつも考えようによってはＳＦかもしれないな。不思議な能力を持つシャーマンのルーツは宇宙人だったなんて展開もできるかもしれないし」


　多分、直太郎もそんな路線で小説を書いたのかと思った直樹だったけど……。


「いや、そんなんじゃなくって。何かの雑誌でそのまじない師のことが書いてあったから、どうか新人賞で入賞できますようにと願がん掛かけをしてもらいに行ったんだよ。商店街の福引でたまたまインドネシア旅行が当たったし丁度良かったんだ」


　なんて言うもんだから呆あきれてしまう。


　直太郎は思い出話を続けた。


「で、苦労してまじない師のもとにたどりつき、身み振ぶり手振りで必死に説明してみせたところ、その仕草が面おも白しろかったのか大爆ばく笑しようされてな。是ぜ非ひ宴えん会かいで踊おどってくれということで、それから一週間ばかしその村に滞たい在ざいして毎晩宴会で踊ったもんだよ。で、帰る時になってまじない師がくれたのがその人形なんだ」


「魔ま除よけの人形みたいなものなの？」


　直太郎はゆっくりと首を横に振った。


「いいや、そうではない。ポポペッペ・ポピパラポッペ人形は魔除けの人形ではなく、呪のろいを他人に押し付ける人形なんだ」


　意味が分からずポカンとしている直樹に、直太郎は詳くわしく説明する。


「例えば、ＳＦ小説家として才能溢あふれる父さんをねたんで誰だれかが呪いをかけたとしよう」


「まずありえない例えだけどいいよ。それで？」


「当然、呪のろいをかけられた父さんはいろいろと困ったことになるわけだ。高熱が出て腰よう痛つうが悪化し、さらに痔じになり不ふ眠みん症しようにも苦しめられる。だけどそんな時にこの人形を持っていればもう安心」


　テレビの通販番組の司会者のように、人形を持ち上げてみせる。


「人形を持ったまま、別の誰だれかに思い切り抱だきついてしまえばいいんだ。すると、父さんにかかっていた呪いはそっくりそのままその別の誰かに移動する。呪いを押し付けられるってことなんだよ」


「ふ～～～～ん」


　直なお樹きは目の前で人形をブラブラとさせてみた。それらしい雰ふん囲い気きはあるけれど、とてもそんな不思議な力を秘めているとは思えない安っぽさだ。


　それに、呪いってのにも信しん憑ぴよう性がない。


（まあ、信憑性のなさでいったら、この村だって負けてないんだろうけどな。何せ吸きゆう血けつ鬼きの村なんだから）


　何だかおかしくて軽く笑ってから、直樹はふと疑問に思ったことを口にする。


「だけど父さん、よくまあそんな細かい使い方まで理解できたよね。言葉通じなかったんじゃないの？」


「いや、別に大したことじゃないぞ。あの村には一週間もいたからな。しまいには身み振ぶり手振りで普ふ通つうに会話できるようになっていたさ。それぐらい当然だろう」


　事もなげにそんなことを言う。


（それって、一種の才能なんじゃないか？　ＳＦ小説家なんかじゃなくって、そっちの道に進んだ方が良かったんじゃないか？　秘境の部族専門の通訳とか）


　真しん剣けんに考える直樹の手に、直なお太た郎ろうが人形を握にぎらせる。


「この人形はお前にやろう。お守り代わりに身に付けてるといい。それなら、誰かに呪いをかけられても安心だろう」


　そこで、直太郎はニヘラッと笑った。


「ま、懐なつかしさもあって熱く語ってしまったが、呪いなんて非科学的なものが存在するはずないよな。結局、願がん掛かけしてもらったにもかかわらず新人賞は落選してしまったし、頼たよれるのは科学だけだよ」


　自分の言葉に納なつ得とくしながら、直太郎は再び資料探しを始める。


「いらないよ、こんなガラクタ」


　手近のゴミ箱に投げ捨てようとしたけれど、そこでうっぷと嫌いやなゲップが出る。


「僕、部屋で休むよ。あと、夕飯いらないから」


　人形をポケットに突つっ込むと、直樹は居間を後にした。


　階段を上り自室で寝ね転んだ時には、人形の存在なんてすっかり忘れ去っていたのだった。
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　黒板には、何だかよく分からない数式が並んでいた。


　二度目の高校二年生、この授業も一年前に終わらせているはずなのだけれども、数学が苦手な直なお樹きにはさっぱり分からない。


　とりあえずノートに書き写した数式も、まるで初対面のように感じられた。始めましてと挨あい拶さつしたくなるほどだ。


（何年くらい高校二年を繰くり返したら、僕はこの数式と顔馴な染じみぐらいになれるんだろうなあ）


　真ま面じ目めな顔でそんなことを考えていると、チャイムが聞こえてくる。四時間目の授業が終しゆう了りよう。楽しい昼休みの始まりだった。


　数学教師が教室を出ていくと、教室は生徒達のおしゃべりで途と端たんに騒さわがしくなる。


「あ～～～、終わった終わった」


　少し離はなれた席の智とも衣いが、大きく伸のびをする。もう何年も高校二年生をしている智衣にとってはそれこそ退たい屈くつな授業だったのだろう。


「さ、直樹。購こう買ばいに行こーぜ」


　智衣が誘さそいに来る。


「あ、それなんだけど今日はいいや」


　そう言うと、直樹は机の横にかけてあった鞄かばんから牛乳瓶びんを引っ張り出し机の上に置いた。


「三時間目の休みにＢ組の寺てら田だにもらったんだ。教科書借りたお礼だって言って。だからここで飲むよ」


「ここで飲むよって、お前、あっちはどうするんだ？」


　少しだけ驚おどろいたように智衣が言う。いつの間にか近くに来ていた季き代よ実みも不思議そうな顔をしていた。


　言うまでもなく、この治ち水すい高校の生徒は直樹を除いてオール吸きゆう血けつ鬼き。昼だってみんな基本牛乳だけですませている。


　だけど直樹は違ちがう。まだまだ育ち盛りの十七歳。昼を牛乳だけですますなんて少々しんどい。


　そこで、いつもは購買の帰りに智衣や季代実と一いつ緒しよに人ひと気けのない場所へ向かい、こっそりと家から持ってきた握にぎり飯めしなんぞを頰ほお張ばっているのだ。


　智衣の言った『あっち』というのは、この握り飯のことなのだ。


「ああ、心配いらないよ」


　直樹は小声で説明する。


「昨日、ちょっと食べすぎてね。だから、今日はこれだけで十分なんだ」


「そっか、まあお前がそれでいいならいっか」


　直なお樹きとの秘密のランチタイムは少なからず楽しみなことだったのか、智とも衣いが残念そうに呟つぶやく。


「じゃ、オレも購こう買ばいで買ってきて久しぶりに教室で飲むとすっかな。季き代よ実み、行こーぜ」


「そうね」


　智衣に続きその場を去ろうとした季代実だったけど、何かを思い出したのか足を止める。


　振ふり返り、直樹の耳元に顔を近づける。


「私達がいない間、昨日のような春休みボケはなしよ」


　そう囁ささやくと、教室を出ていった。


「まったく、子供扱あつかいしやがって。昨日だって川かわ澄すみが余計なことさえ言わなければ」


　ふくれてぶつぶつ呟く直樹。本当は智衣と季代実が帰ってくるまで牛乳飲むのを待とうと思ってたのだけど、何だかちょっと腹が立ったからさっさと飲むことにした。


　ビニールを外しキャップをひっぺがす。瓶びんに口をつけゴクゴクと牛乳を飲んでいた時だった。


「高たか村むら、昼休みに教室にいるなんて珍めずらしいじゃないか」


　馴なれ馴れしい口調で話しかけてくるのは丸坊主のクラスメイト、熊くま谷がいだ。


「いつも利と根ね崎ざきか川かわ澄すみ、もしくはその両方と出ていっちまうもんな。あいつらデキてるんじゃないかってウワサになってたことだってあるんだぞ」


　だけどそこでプッと吹ふき出す。


「ま、さすがにそりゃないか。お前がそんなモテるはずないもんな」


　馬ば鹿かにされてるみたいで気分は悪いけれど、熊谷の言ってることは正しいから何も言えない。


　直樹がムスッとしていると、熊谷はヘラヘラしながら片手拝みで謝った。


「悪い悪い、そんな顔するなよ。これでも見て機き嫌げん直してくれよな」


　ずっと体の後ろに隠かくしてた左手を前へと出す。


「ジャジャーン！」


　そこには、グラビア女優が表紙の青年雑誌が握にぎられていた。よく男子達が見て騒さわいでいるやつだ。


「今週号はすごいんだぜ。鑑かん賞しよう会を開こうと思って持ってきたんだ」


　すぐ近くの空いている机の上に雑誌を置くと、熊谷は高らかに宣言した。


「おーい、集まれ！　すごいの仕入れてきたぞ！」


「待ってたぜ熊谷！」


「俺達にも見せてくれよ」


　男子達が群がってくる。たちまち机の周りは男子で溢あふれ返る。


「お～～～、スゲ────！」


「さすが熊谷、いいもの仕入れてくるよ！」


　男子達の感動の声が聞こえてくる。


　直樹だって健全な男子学生だ。そういったグラビア雑誌が嫌きらいなはずがない。


　智とも衣いと季き代よ実みが一いつ緒しよだと、後で何を言われるか分からないから鑑かん賞しよう会に加わろうとはしないけど、幸いにして二人は留守だ。


　好こう奇き心しんを覚えた直なお樹きは、机の上に飲みかけの牛乳を置くと立ち上がった。群がる男子達の後ろから背せ伸のびして覗のぞき込む。


　見開きのページには、グラマラスな女性が際きわどい水着を着て浜辺で横たわっていた。


「この首筋に思い切り嚙かみ付いたら、気持ちいいだろ～な」


「食欲だけでなく、他ほかのいろいろなものも満たされるに違ちがいないぞ」


　ヨダレを垂たらさんばかりの顔で妄もう想そうを膨ふくらめる男子達。


　だけど、直樹はそれほどでもなかったりした。


（確かにグッとくるページだけど、大したことないかな？　だって、僕はもっとすごいのを見たことあるんだから。しかもリアルに）


　直樹の頭に浮かんだのは、水着姿の綾あや菜なだ。


　昨年の夏に行われた、『直樹の髪の毛を伸のばそう作戦』。その時に見せてくれた貴重な姿だ。


（あの時はテンパってて大変だったけど、落ち着いて考えると実にすごいものを見ちゃったよな）


　清せい楚そな白の水着を着た綾菜。大きめのサイズの水着でもその胸を覆おおい隠かくすことはできず、はち切れんばかりになっていた。見事なまでの胸の谷間を見ていると、何だか吸い込まれそうになってしまう。


　思い出しているだけで、直樹の胸はドキドキとしてくる。


（今年の夏もあんなイベント起きないかな？　今度はもうちょっと冷静に観察できるかもしれないぞ）


　そんなことを考えて、ちょっとだけニヤニヤしている直樹に声が飛ぶ。


「おいおい、高たか村むら。鼻血出てるぜ」


「中学生じゃないんだから、これぐらいで鼻血なんか出すなよな」


　男子達が笑った。


「いけね！」


　直樹は照れくさそうに笑うと、手で鼻を押さえた。


　記き憶おくの中とはいえ、綾菜の水着姿がパワフルすぎたせいだろう。すんなり止まってくれそうもなかった。


「ははは、止まらないや。誰だれかティッシュ持ってないか？　二枚、いや、一枚でいいんだけど」


　そう言って笑う直樹だったけど……。


「えっ？」


　男子達の顔色が変わった。


　それまでエロ丸出しの男子どもを冷ややかに見ていた女子生徒も、視線の矛ほこ先さきを直樹へと向けている。


　さすがの直なお樹きも、この突とつ然ぜんの変化に気づいた。


（はて？　どうしてみんな僕を見てるんだ？）


　しかも、どう見ても好意的な視線じゃない。


　疑ぎ惑わくの眼まな差ざし。


　そんな言葉がピッタリとくる。


（鼻血出すのがそんな珍めずらしいことなのか？）


　そこで直樹はハッとした。気づいたのだ。自分がとんでもない失言をしてしまったことに。


　吸きゆう血けつ鬼きの体質を一言で説明すると、現状維い持じだ。どんな怪け我がをしてもたちどころに治ってしまうのだ。


　もちろん鼻血だってしかり。一いつ瞬しゆん流れることはあったとしても止まらないなんてことはない。


『ははは、止まらないや』


　なんて直樹の発言は、不自然そのものだったのだ。


「いや、違ちがうんだ。軽い冗じよう談だんだよ。鼻血が止まらないなんてことあるわけないだろ？　だって僕は十ヶ月も前から吸血鬼なんだから」


　必死に取り繕つくろおうとするけれど、流れる鼻血は止まってくれない。


「あれれ、おかしいな。いつもならすぐ止まるのにな～」


　必死になって鼻血を拭ぬぐってる直樹の手を一人の女子生徒が摑つかんだ。


「ちょっと確かめさせてね、高たか村むら君」


　そう言うや否いなや、直樹の指先についた鼻血をペロリと嘗なめる。


「!?」


　女子生徒の瞳ひとみが真っ赤に染まり見開かれた。よろよろと後ずさると信じられないって声を上げる。


「同類の血じゃないわ！　これは正しよう真しん正しよう銘めい人間の血よ！」


　クラス中にどよめきが起こる。


「何だって!?　高村が人間だって！」


「信じられない!?　一体いつ人間に戻もどったんだ？」


「いや、戻ったんじゃなくて、もしかしたら最初から人間のままだったんじゃないか？」


「そーだよ、よく考えたら高村が吸血鬼になった姿、見たことなんかないぞ」


　もはや、説得や誤ご魔ま化かしでどうこうなるレベルじゃないってことを直樹はハッキリと理解する。


　気がつくと直樹は、教室を飛び出していた。文句なしの逃とう亡ぼうだった。


「逃にげたぞ！　追え！」


　瞳ひとみを真っ赤にしたクラスメイト達の声が響ひびいた。
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「よりにもよって、こんな致ち命めい的なミスをしでかすなんて」


　綾あや菜なの水着姿なんて想像しなければ良かった。鼻血が出た時点でさっさと教室を出ていれば良かった。


　あれこれと後こう悔かいする直なお樹きだけど、後の祭りだった。


「沢さわ田だセンパイが悪いんだよ！　水着姿があんなにも破は壊かい力抜ばつ群ぐんなんだから！」


　責任転てん嫁かをしてみたところでどうしようもない。


（とにかく逃にげなくちゃ！）


　クラスメイト達の裏をかこうと、あえて正面玄げん関かんへのルートは選せん択たくしなかった。裏口を目指しあまり人ひと気けのない渡わたり廊ろう下かを突つっ走る。


　上うわ履ばきのエッジをきかせて曲がり角を曲がったところで、思いがけず女子生徒と出くわした。


「うわっっと！」


　咄とつ嗟さに体をひねり辛からくも正面衝しよう突とつは免まぬかれるも、バランスを崩くずした直樹はそのまま転び廊下を滑すべった。


「いっつ～～～！！！」


　体を走る激痛に顔をしかめる直樹に声がかけられる。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　高たか村むらさん」


　見ると、心配そうに駆かけ寄る綾あや菜なの姿があった。


「は、はい、大丈夫です」


　むっくりと起き上がる直樹に、綾菜が申し訳なさそうに謝った。


「すみません、私がボーッと歩いてたものだから」


「い、いえ。僕が急いでたからいけなかったんです」


　そこで、直樹は首をひねった。


（はて、どーして僕はあんなにも必死に走ってたんだっけ？）


　そう、転んだ時に頭を打って少し朦もう朧ろうとしてたのだ。すぐにそれは治ったのだけど、大おお幅はばにタイムロスしてしまう。


　それが、致ち命めい傷だった。


「こっちに逃げたかもしれないぞ！」


　クラスメイトの声が聞こえてくる。


「ヤバい！」


　飛び起き走り出そうとする直樹だったけど、進行方向からも声が。


「絶対に見つけるのよ！　他ほかのクラスには渡わたせないわ！」


　完全に挟はさまれていた。絶体絶命のピンチだ。


「どうかしたんですか？」


　綾あや菜なが不思議そうに尋たずねる。だけど、詳くわしい説明をしている時間もない。


　直なお樹きは近くに掃そう除じ用具のロッカーがあるのに気づいた。通常よりも大型のものだ。


（ここに飛び込めばとりあえず隠かくれられそうだけど、残った沢さわ田だセンパイが心配だぞ。ぽわわんとしてる沢田センパイだから、状じよう況きようが分からず僕のことしゃべってしまいそうだし……）


　咄とつ嗟さに取れる方法は、一つだけだった。


「沢田センパイ、失礼します！」


　そう叫さけぶと、直樹は綾菜を掃除用具ロッカーに押し込み自分も飛び込む。


「た、高たか村むらさん!?」


　顔を赤くして驚おどろく綾菜の口を手で塞ふさぎ、直樹はロッカーの扉とびらを閉めた。幾いく許ばくもなく、クラスメイト達の声が聞こえてくる。


「おかしいぞ、こっちに逃にげたと思ったのに」


「思ったよりも逃げ足の速い奴やつだな。人間のくせに」


「正面玄げん関かんと裏口を見張ろう！　それに一階の窓もな！」


　バタバタという足音が聞こえる。どうやら立ち去ってくれたようだ。


「ふ～～～、何とかやり過ごしたようだぞ」


　大きく息を吐はき出した直樹は、その時になって初めて自分がとんでもない状況にいるってことに気づく。


　狭せまいロッカーの中、まるで綾菜を抱だきしめるようにし体を密着させているのだ。意識した途と端たん、やわらかな胸の感かん触しよくまで感じてしまう。


（咄嗟のこととはいえ、僕は何てことをしてしまったんだ！）


　カッと頭に血が上った直樹は、転げるようにロッカーを出る。


「ご、ごめんなさい！　そんなつもりじゃなかったんです！」


　あたふたと謝った直樹は、廊ろう下かを走り出した。綾菜が呼び止めるけれど足を止めない。


　恥はずかしくて申し訳なくて、その場にいられなかったのだ。


　綾菜の体の柔やわらかな感触の余よ韻いんがまだ残っている。それに伴ともなって水着姿までまた頭の中に蘇よみがえってくる。


「ああ、僕は何考えてんだよ！　そんな状況じゃないってのに！」


　強く首を振ふった直樹は、次の瞬しゆん間かん痛感した。


　本当に、そんな状況じゃなかった。


「み～～～つけた」


　嫌いやらしい声が天てん井じようから聞こえた。足を止め見上げると、まるでトカゲのように天井にへばりついた熊くま谷がいの姿があった。


　もちろんその瞳ひとみは赤く、爪つめと牙きばもいい具合に尖とがっている。


　慌あわてて方向転てん換かんしようとするも、背後にはすでに女子達の姿もあった。さらに残りの男子達も集まってくる。


「心配するな、高たか村むら。俺達がちゃんと一人前の吸きゆう血けつ鬼きにしてやるからな」


「そうだそうだ、それが友情じゃないか」


　男子が好き勝手言う。


「嬉うれしいわ、高村君のこと、実は前から気になってたの。だっていい匂においがしてたから」


「これを機会に、もっと仲良くなりましょうね。う・ふ・ふ[image: ]」


　女子が甘いことを言うけれど、ちっとも嬉うれしくない。だっていい匂いってのはおいしそうな匂いって意味なのだから。


　舌なめずりでも始めそうな顔で、じりじりと距きよ離りを縮めてくるクラスメイト達。壁かべ際ぎわに追い詰つめられた直なお樹きにはもう逃にげ道みちはなかった。


　と、その時だった。


「直樹！」


「直樹君！」


　廊ろう下かの向こうからこっちへ向かって走ってくる智とも衣いと季き代よ実みの姿が見えた。


「お前ら！　直樹に手を出すんじゃね～～～！」


　智衣が大音量で叫さけぶけど、最高のご馳ち走そうを前にしたクラスメイト達におあずけは通じない。


「いただきます！！！」


　熊くま谷がいのその言葉を合図に、男子も女子も一いつ斉せいに直樹に飛びかかろうとする。


（ああ、僕の人間としての人生もここまでなんだな）


　生まれてからこれまでの数々の記憶が頭を過よぎる。直樹の人間としての思い出だ。


　ここまで完全に追い詰められたことが、逆に直樹に覚かく悟ごを決めさせたのだろう。恐きよう怖ふ心が薄うすれていく。


　その代わりに、むくむくと鎌かま首くびを持ち上げたのは怒いかりだった。直樹は猛もう烈れつに腹が立ってきたのだ。


（僕の血を吸おうなんてずうずうしすぎるぞ！　この血を守るために川かわ澄すみ達がどれだけ苦労してきたと思ってるんだよ！）


　怒り心頭で、直樹は叫んだ。


「僕の血は、お前らになんか吸わせないぞ！　どうせ吸われるなら、この血を守るために苦労してくれた人にする！　分かったか！！！」


　飛び掛かかろうとしていたクラスメイト達の動きが止まった。直樹の顔をしげしげと見つめポカンと口を半開きにする。


（えっ？　もしかして僕の一いつ喝かつがきいたのか？）


　そう思う直なお樹きだったけど、それは違ちがっていた。


「何だよ、高たか村むらは俺達と同じ吸きゆう血けつ鬼きじゃないか」


「とんだ時間の無む駄だだったぜ」


　落らく胆たんの息が漏もれた。


「よく考えたら半年以上も人間のままでいられるはずないわよね」


「人間の血って聞いて、ついつい熱くなっちゃったわ」


「帰ろうぜ」


「ああ、帰ろう帰ろう。骨折り損のくたびれ儲もうけだったよ」


　がっかりした様子で、とぼとぼと歩き出すクラスメイト達。


「おかしいわね。さっき嘗なめた時は確かに人間の血だったはずなのに」


　教室で直樹の鼻血を嘗めた女子生徒が、首をひねりながら去っていった。


「おい！　直樹！　どういうことだよ！」


　すっ飛んできた智とも衣いが、直樹の首を締しめ上げた。


「お前、いつの間に吸血鬼になりやがったんだ!?」


「そうよ、直樹君。どうして教えてくれなかったの！」


　季き代よ実みも、非難するように言う。


「教えて、誰だれに嚙かまれたの？」


「さあ言えよ！　誰を選んだんだよ！」


「し、知らないよ！」


　直樹は声を張り上げた。


「誰も選んでないし、誰にも嚙まれてないんだって！」


　直樹は両手を振ふり回す智衣の手を振り解ほどいた。


「僕は吸血鬼なんかじゃない。まだ人間のままなんだ。どうしてみんなが誤解したのか分からないけど」


　季代実がため息交じりに言った。


「トイレで鏡を見てきたら？　それが誤解じゃないって分かるはずよ」


　何を言っているか分からなかったけど、直樹は言われたとおり近くのトイレへと向かった。手洗い場にある鏡の前に立つ。


　そこに映った自分の顔に、直樹は息を飲んだ。


　見開いた瞳ひとみはルビー色に染まっていた。口には、しっかりと尖とがった二本の牙きばが生えている。


「そんな、ウソだろ？」


　牙を触さわろうと持ち上げた手の指先には、鋭するどい爪つめが伸のびていた。


　カラーコンタクトもつけてなければ、玩具おもちやの牙だって口に入れていない。もちろん付け爪だってしていない。


　それは、間ま違ちがいなく自分の瞳ひとみで、自分の牙きばで、自分の爪つめだった。


　吸きゆう血けつ鬼きの、証あかしだった。


「ええええええ！！！」


　直なお樹きの特大の悲鳴が、男子トイレに響ひびき渡わたった。
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　生徒会室の真ん中に置かれた椅い子すに、直樹は座らされる。そんな直樹を、紅べに華か、綾あや菜な、エリ子、智とも衣い、季き代よ実みの五人が取り囲んでいる。


　一同、これでもかってくらい深刻な顔をしていた。


　生徒会の重要な会議があると噓うそをついて午後一の授業を休んでまでの集まりだ。ちょっとしたミーティングとは気合いの入り方が違う。


　議題はもちろん、吸血鬼化した直樹についてだった。


「これはとんでもないことですわ。ええ、とんでもないことですわよ」


　もう何度繰くり返したか分からない言葉を、紅華がまた口にする。組まれた腕うでの先で、指が小刻みに動いていた。かなり怒いかり心しん頭とうのご様子だ。


「さあ、高たか村むらクン。教えていただきますわよ。あなたが誰だれに嚙かまれたのかを。これまでずっとあなたを守ってきたわたくし達には聞く権利がありますわ」


「直樹、教えてくれよ？　お前、この中の誰を選んだんだ？」


「ひどいです！　高村センパイ！　どうしてエリを選んでくれなかったんですか!?」


　嚙み付かんばかりの勢いで智衣とエリ子が質問をぶつけてくる。


「ちょ、ちょっと落ち着いてくれよ。この中の誰も僕は選んじゃいないんだから」


　そう言ってなだめようとする直樹だったけど、事態はさらに悪い方へと向かう。


「何だって!?　それじゃお前はこの中の誰でもない赤の他人を選んで嚙み付かせたってことなのか!?」


「そんなのってひどすぎます！」


　怒りのボルテージがさらに跳はね上がった。涙なみだすら浮かべている。


「違うんだって！　僕は誰一人として選んじゃいないんだ！」


「まあ、そんなことだろうとは予測していましたわ。つまり高村クンは誰かを選んで嚙み付いてもらったわけではなく、問答無用に嚙み付かれてしまった。そういうことですのね？」


　紅華がやれやれと首を振ふる。


「わたくし達としても、横取りされてしまったような気分でこのままでは納なつ得とくいきませんの。文句の一つも言いたくなるのが当然じゃありません？　ですから、もったいぶらずさっさと白状して」


　紅べに華かが鋭するどい視線を向けた。


「高たか村むらクン、あなたに嚙かみ付いたのが一体どこの誰だれなのかを!?」


「教えたくたって教えられないんです。だって、僕は誰にも嚙まれていないんだから」


「えっ？」


　紅華は一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔をしたけれど、すぐに呆あきれたように笑った。


「何を言ってますの？　誰にも嚙まれていないのに吸きゆう血けつ鬼きになったなんて、それこそありえないことですわ」


　紅華に言われなくたって分かっている。それがありえないことだって。


　だけど実際問題として嚙まれてないんだから仕方がない。


（もしかして、前回と同じ勘かん違ちがいで、僕は吸血鬼になんかなっていないのかも？）


　そんな淡あわい期待を持つけれど、すぐに諦あきらめる。


　トイレの鏡に映っていたのは紛まぎれもない吸血鬼の姿。クラスメイト達もあれを見たからこそ引き下がってくれたのだ。


（前は、吸血鬼になってると思い込んでたら実はなってなかったってオチだったけど、今度はまるっきり逆なんだもんな）


　しみじみとそんなことを考えている直なお樹きに、季き代よ実みが声をかける。


「ねえ、直樹君。クラスの人達に聞いたのだけど、教室で鼻血を出したそうね？」


「ああ、そうなんだ。ちょっと、いろいろあって」


　直樹はごにょごにょとお茶を濁にごした。


　綾あや菜なの水着姿を思い浮かべていたなんてさすがに言えるわけがない。


「それで、鼻血が止まらないって言ったらみんなが疑いの目で見て。それから平ひら井いさんが」


「愛まな美みか！　直樹に嚙み付いたのは！」


　智とも衣いが牙きばをガチガチと鳴らした。


「あいつめ！　オレの直樹を傷物にしやがって。一発ぶん殴なぐってやんないと気がすまねえぜ！」


　生徒会室を飛び出そうとする智衣。きっとそのまま授業をしている教室に怒ど鳴なり込むつもりなのだろう。


「ちょ、ちょっと待ってくれよ！　そーじゃないんだ！」


　直樹は慌あわてて智衣を呼び止める。


「平井さんに嚙まれたわけじゃないんだ。ただ、平井さんは僕の手についた血を嘗なめて、これは人間の血だって叫さけんだんだ。それで、クラスの連中の目の色が変わって」


「それで、どうしたんですか？」


「もちろん、教室から飛び出したに決まってるよ」


　エリ子の質問に、直樹は肩かたをすくめて答える。


「つまり、その時はまだ人間のままだったってことね。平井さんが人間の血と吸血鬼の血を間違えるほど味オンチとは思えないわ」


　季き代よ実みが、名めい探たん偵ていっぽく考え込む。


「教室を飛び出してから、クラスのみんなに追い詰つめられるまでの間に、直なお樹き君は吸きゆう血けつ鬼きになった」


　直樹に季代実は顔を近づける。


「よく思い出して、その間に誰だれかに嚙かみ付かれたりしなかったの？」


「いくら思い出したって嚙み付かれたりしなかったよ」


　憮ぶ然ぜんとして直樹が言う。


「大体、そんな大した時間じゃなかったんだ。教室を飛び出して廊ろう下かを走って、沢さわ田だセンパイとぶつかりそうになって」


「綾あや菜なと？」


　寝ね耳みみに水とばかしに智とも衣いが目を大きくする。


「はい、そうです。三階の廊ろう下かの曲がり角で高たか村むらさんとばったり会ってしまって。わたしにぶつかるまいと無理をして高村さんが転んでしまったんです」


　申し訳なさそうに言う。


「その時に頭を打ったみたいで少しぼんやりしてたんだ。気がつくとクラスの連中の声が聞こえてきて、慌あわてて近くのロッカーに飛び込んだんだっけ。まず沢田センパイを押し込んでそれから僕が」


　そこで直樹は焦あせった様子で顔の前で手を振ふった。


「ち、違ちがうぞ。別にやましい気持ちがあったわけじゃなくって、沢田センパイに訳を話してる時間がなかったから仕方なしに」


「そんなことはいいから続けて！」


　ピシャリと紅べに華かに言われ、直樹は説明を再開する。


「それで、少しの間ロッカーの中でクラスの連中をやり過ごしてから出たんです。まあ、結局すぐに見つかって囲まれちゃったんですけど」


「ところが、吸血鬼になっていたから襲おそわれずにすんだ。そういうことですのね？」


　直樹はこっくりと頷うなずいてみせた。


「なるほど、そういうことでしたのね。これは意外な真相でしたわ」


　紅華が首を振ふった。


「一番犯人らしくない方が真犯人でしたのね」


　そう言うと、紅華はその鋭するどい視線を綾あや菜なへと向けた。智とも衣い、エリ子、季き代よ実みも同じく綾菜を見る。


　注がれる視線の意味にまったく気づかず目をパチクリさせる綾菜に、剣けん呑のんな声で智衣が言った。


「綾あや菜な、お前なんだな。直なお樹きの血を横取りしやがったのは」


「ええっ？」


　綾菜が驚おどろきの声を上げた。


「ずるいですよ！　沢さわ田だセンパイ！　どさくさに紛まぎれて高たか村むらセンパイに嚙かみ付くなんて！　協定違い反はんです！」


　顔を真っ赤にしてエリ子が怒おこる。


　協定、それはここにいる五人の少女達が定めたものだ。直樹が誰だれかを選ぶまでは決して血を吸わないという決まりだ。


「ちょ、ちょっと待ってください！　わたしは高村さんに嚙み付いてなんかいません！」


　無実を主張する綾菜だけど、そんなことで疑ぎ惑わくは晴れてくれない。


「状じよう況きようから考えて、犯人は綾菜さん以外には考えられませんわ」


　確信を込めて紅べに華かが言う。


「ロッカーという狭せまい密室の中、吸きゆう血けつ鬼きの本能がうずいてしまいましたのね」


「会長！　わたしは本当に嚙み付いてなんかいないんです！」


「そうです！　沢田センパイの言うとおりです！　確かにロッカーの中で一いつ緒しよだったけど、僕は嚙み付かれてなんかいません！」


　直樹も綾菜の無罪を必死に訴うつたえるけど、紅華は首を横に振ふる。


「そんなことありえませんわ」


「ありえるもありえないも、僕が嚙まれてないって言ってるんですよ！　だから、沢田センパイは無罪なんです！」


　直樹はそう断言する。


「あ、そう言えば直樹。お前さっき言ってたよな？　廊ろう下かで転んで頭を打ったって」


「そうですよ！　それで少しぼんやりしちゃったって話ですよね」


　智とも衣いとエリ子の発言に、意味が分からないまま頷うなずく。


「そうだけど。それがどうかしたのか？」


「だったら答えは一つだぜ。直樹、お前はロッカーの中でもぼんやりしてたんだ！」


「そうです！　沢田センパイに嚙まれたことも、忘れちゃってたんです！」


　確信を得たりとばかしに二人が叫さけぶ。


「いや、いくら何でもそんなことはないって。なあ？」


　同意を求めようと季き代よ実みに顔を向けるけど、


「直樹君なら、ありえなくもないわね。だって、性的興奮を吸血衝しよう動どうと勘かん違ちがいするような人なんだから」


　そんな前科を持ち出されてしまう。


「頭を打ってなくたって、狭いロッカーの中で沢田先せん輩ぱいと一いつ緒しよだったんでしょ？　それで頭に血が上って訳が分からなくなったとも考えられるわ」


「うっ」


　実に図星だから直なお樹きは何も言えなくなる。


（確かに、沢さわ田だセンパイの体を意識してからは何が何だか分からなくなってたぞ。気がついたらロッカーを飛び出してたし。もしかしたら本当にあの時、嚙かみ付かれてたのかも……）


　考え込む直樹を見て、紅べに華かは最終判断を下した。


「これで、何もかもハッキリしましたわね。高たか村むらクンに嚙み付いたのが綾あや菜なさん、あなただってことが」


　何か言おうとする綾菜を遮さえぎり、紅華が続ける。


「でも綾菜さんが嚙み付いていなかったら高村クンはクラスメイトの餌え食じきになってましたわ。それを考えると、一方的に責める気にもなれませんわね」


「確かにそーだよな。これまでの苦労も知らない奴やつにいきなり横取りされるよりはまだマシか」


　智とも衣いが落らく胆たんの息と共に吐はき出す。


「血に飢うえたクラスの皆みなに嚙み付かれてたら、高村センパイ、きっとミイラみたいになってましたよね。同じ吸きゆう血けつ鬼きになるにしても死ぬ程ほど苦しい思いをしてたはずですよね」


　不承不承ながらも、エリ子も納なつ得とくしたようだ。


「こんな状じよう況きようですから、綾菜さんの協定違い反はんについては大目に見るしかありませんわ。とはいってもまるっきりの不問というわけにもいきませんから」


　紅華は少し考えてから、軽く頷うなずいた。


「今日の放課後、花か壇だんを荒あらした男子達にバツとして生徒会室の大掃そう除じをさせることになってますの。綾菜さんにはその監かん督とくをしてもらいますわ。いいですわね？」


「それは、かまいませんけど。だけど、会長。わたしはやっぱり嚙み付いてなんか」


「話はここまでですわ！　各自授業に戻もどるように！」


　紅華がピシャリと命令した。


「高村センパイ。本当はエリが嚙み付きたかったんですけど、いつまでも未練がましいこと言ってちゃ駄だ目めですね。同じ吸血鬼同士、これまで以上に仲良くしましょう」


　直樹の手を握にぎりぶるんぶるん振ふってから、エリ子が生徒会室を出ていく。


「エリ子なんかと仲良くしなくてもいいからな。吸血鬼の体で何か分からないことがあったらオレに何でも聞けよ」


　智衣が直樹の肩かたに軽くパンチした。


「さ、直樹、季き代よ実み。教室に戻ろうぜ」


　引っ張られるようにして、直樹は生徒会室を後にする。


　少し気になった直樹は、最後に肩かた越ごしに振り向き綾菜を見た。


　悲しそうな顔で、綾菜は立ち尽つくしている。


（本当に、沢さわ田だセンパイが僕に嚙かみ付いたんだろうか？）


　どうにも、釈しやく然ぜんとしない気分だった。
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　太陽が西の空へと沈しずんでいく。それに伴ともない空を覆おおっていた雲が晴れていく。この村ならではの夕方の光景だった。


「ただいま～」


　自分の部屋へ行こうと階段を上り始める直なお樹きを、台所から首を出した直なお太た郎ろうが呼び止める。


「おう、丁度良かった。肉まんをふかしたところなんだ。ほれ」


　差し出された皿には、ほかほかの肉まんが三つ載のっていた。いつもならこの匂においを嗅かいだだけでヨダレが口一いつ杯ぱいになるのだけど、何の変化もない。


　試ためしに一つ手に取ってから、ガブリと嚙み付いてみる。ジューシーな肉の食感はあるものの、味はまるで感じない。当然おいしくもない。


「いらないや」


　食べかけの肉まんを皿に戻もどすと直樹は階段を上っていく。一階では直太郎が不思議そうに小首を傾かしげていた。


　直樹が、大好物の肉まんをたった一齧かじりで終わらせた理由が、まさか吸きゆう血けつ鬼きになったからだなんて想像もしていないだろう。


　自分の部屋へと到とう着ちやくした直樹は、そのままゴロンと畳たたみの上に横になった。


　まだ口の中にはゴロゴロという肉の異物感があった。不快にすら感じられる。


「大好物の肉まんなのにちっともおいしくないなんて、僕は本当に吸血鬼になっちゃったんだなあ」


　今さらながらそう呟つぶやいてみる。


　吸血鬼というある種の化け物になってしまったことに対する苦く悩のうは、不思議とほとんどない。


　勘かん違ちがいだったとはいえ、想像吸血鬼の時にすでにすませてしまっていたおかげだろう。こうなってみるとあれもいい予行演習だったような気がした。


（でも、本当に僕は沢田センパイに嚙み付かれて吸血鬼になったんだろうか？）


　ずっと釈然としなかった疑問を、直樹はまた思い浮かべていた。


（会長ならともかく、あの沢田センパイだぞ。あの状じよう況きようで嚙み付いたりするだろうか？　どうしても我が慢まんできなくなったとしたって、僕にちゃんと聞いてくれるんじゃないか？）


　何かと丁てい寧ねいな綾あや菜なだから、問答無用で嚙み付くとは思えない。


　とはいっても、紅べに華かの言うとおり状況的にはそうとしか考えられないのも事実だ。直樹の記き憶おくだってイマイチ信用ならないし。


「う～～～む」


　さらに考えるも、答えは出なかった。


「ま、いっか。なったものは変えられないしな」


　よっこらせっと立ち上がると、直なお樹きは制服の上着を脱ぬぎ捨てた。ズボンのベルトにも手をかける。さっさとラフな格好になってくつろごうと思ったのだ。


　勢いよくズボンを脱ぎ捨てた。


　ルームウェアになった直樹は、その時になって気づく。脱ぎ捨てた上着のポケットから転がり出ていた小さな人形の存在に。


「あ、これポケットに入れっぱにしてたんだっけ」


　直樹は人形を拾い上げた。


「確か、これを持って誰だれかに抱だきつくと呪のろいを押し付けることができるんだっけ？」


　バカバカしいと鼻を鳴らすと、直樹は少し離はなれたゴミ箱に体を向ける。バスケットボールのシュートのようにかまえると、人形を放ほうり投げようとする。


　だけど、そこでその手を止めた。


　前に紅べに華かが口にしていたある言葉を思い出したのだった。


『吸きゆう血けつ鬼き化は病気ではない。もっとこう得体の知れないものですわ。そう、例えるなら呪いといった』


「待てよ……」


　小さく呟つぶやく。


「ひょっとして……」


　手の中の人形をしばし見つめてから、直樹は弾はじかれたように自室を飛び出した。階段を駆かけ下り、居間で肉まんを頰ほおばっている直なお太た郎ろうに詰め寄った。


「父さん！！！」


「!?」


　よほど驚おどろいたのだろう。直太郎は肉まんを喉のどに詰まらせて目を白黒させる。慌あわててお茶を口に流し込むと、大きく息をついた。


「直樹、驚かすな。いきなり目の前に現れたから驚いたぞ。しかし、本当にいきなりだったな」


　どうやら知らず知らずのうちに吸血鬼の力を使ってしまっていたようだ。


「直樹、お前もしかしてどこぞで加速装置でも埋うめ込まれてきたのか？」


　直太郎の下らない質問なんてきっぱりと無視する。


「父さん、この人形のことで聞きたいことがあるんだ」


　人形を突つきつける。


「ああ、ポポペッペ・ポピパラポッペ人形のことか。これがどうかしたのか？」


「例えばの話だよ？　例えばの話なんだけど」


　そう前置きしてから、直なお樹きは尋たずねる。


「もし僕がこの人形を持ってて、誰だれか呪のろいのかかった人に抱だきついたりした場合、どうなる？」


「ああ、そうだ。それを言い忘れてた」


　直なお太た郎ろうがうっかりしたと自分のおでこを叩たたく。


「シャーマンに注意されてたんだ。呪いのかかった人に抱きついてしまったら、逆にその人の呪いを押し付けられるって。でもまあ、心配するな。呪いなんて非科学的なものはこの世にないんだから」


　へらへらと笑う直太郎。


「それと、この人形には使用回数があるとも言っていたぞ。二、三度使うと燃えてなくなってしまうとか」


　事の真相を、直樹はハッキリと理解した。


（この人形はただの土産みやげ物じゃなかったんだ。本当に不思議な力を持ってたんだ。偶ぐう然ぜんとはいえ僕はロッカーの中で沢さわ田だセンパイを抱だきしめる形になってた。あの時に、沢田センパイにかかってた呪いが僕に移ったんだ）


　ゴクリと固い唾つばを飲み込む。


（吸きゆう血けつ鬼きっていう呪いが）


　これで綾あや菜なの無実を証明できると少し嬉うれしくなった直樹だったけど、その表情が曇くもる。


（ちょっと待てよ。それじゃ呪いを僕に押し付けた沢田センパイは、当然人間に戻もどってるってことなんだよな）


　直樹の記き憶おくが確かならば、綾菜は今、治ち水すい高校の生徒会室にいるはずだ。大掃そう除じをする男子達の監かん督とくをするために。


　ただでさえ、何かと男子の鼻息を荒あらくさせている綾菜。そんな彼女が人間でいるのだ。


　オオカミの群れに、羊を放ほうり込んだようなものなのだ。


「沢田センパイが危ない！」


　そう叫さけんだ直樹は、一いつ瞬しゆんで居間を飛び出した。玄げん関かんの靴くつに足を突つっ込むと外に出て、自転車にまたがる。


　直樹の瞳ひとみが真っ赤に染まった。口からは鋭するどい牙きばが生えた。体の奥底から秘められた力が込み上げる。


「だっりゃ～～～！」


　雄お叫たけびを上げると、直樹はペダルを全力で踏ふんだ。


　まるでロケット弾だんのような勢いで走っていく自転車を居間の窓から見ながら、直太郎は感心したように呟つぶやいた。


「速いなあ。本当に加速装置を埋うめ込まれてるんじゃないか？」
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　生徒会室では、三人の男子生徒が大掃そう除じをさせられていた。つい先日、ふざけていて中庭の花か壇だんを踏ふみ荒あらしてしまった罰ばつだ。


　そんな彼らを監かん督とくしているのは綾あや菜なだ。とはいっても、自分も掃除に参加しているところが彼女らしいと言えよう。もともと掃除が好きなのだ。


　楽しそうに資料棚だなを拭ふいている綾菜を横目で見ながら、三人の男子がニヘラッてしている。


「生徒会室の掃除って聞いてうんざりしてたけど、沢さわ田だ先せん輩ぱいが一いつ緒しよだなんてついてるよな」


「ああ、本当だぜ。沢田先輩をこんなに近くで眺ながめてられるんだからなあ。特にあの胸ときたら」


　盛り上がる二人に続き、坊ぼう主ず頭の一人が口を開く。そう、直なお樹きのクラスの熊くま谷がいだ。


「なあ、二人とも気づいたか？　今日の沢田先輩。いつもと違ちがう匂においがするんだぜ？」


　得意気にそう言う。


「違う匂いってどんな匂いだよ？」


「すごくいい匂いなんだ。嗅かぐとドキドキするって言うかわくわくするって言うか。ちょっと嗅いでこいよ。俺なんかさっきから何度も偶ぐう然ぜんを装よそおって嗅いできてるんだぜ」


　さすがは熊谷だ。やることが中学生男子のレベルだ。


　だけど残りの二人だって熊谷と一緒にふざけて花壇を踏み荒らすほどの兵つわものだ。言われたとおりにモップをかけながらわざと綾菜の後ろを通る。さりげなくクンクンと匂いを嗅いできたりもした。


「おおっ、確かに熊谷の言うとおりだ！　いい匂いだったぜ！」


「シャンプーの匂いとも違うんだよな。何て言うんだ？　あ～～ゆ～～の？」


「フェロモンじゃねーか？」


「そーそー、それだよ。でもそれだけじゃないんだよ。もっとこう本能に囁ささやきかけてくるって言うか……」


　しばし考え込んでから、男子は頷うなずいた。


「そうだ、人間みたいな匂いがするんだよ」


「何だって？　それじゃ沢田先輩は人間なのか？」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、一同プッと吹ふき出す。


「いやいや、さすがにそんなことはないって」


「そーだよ、今日うちのクラスでもそんな騒そう動どうがあったけど、結局は間ま違ちがいだったもんな」


　熊谷が軽く笑った。


「とにかく、できるだけゆっくり掃除をしようぜ。少しでも長く沢田先輩を眺めていられるように」


　しっかりと頷うなずき合うと、三人は再びモップがけを始める。もちろん時折綾あや菜なの近くを通り香かおりを楽しむことだって忘れていなかった。








（わたしの言うことなんか聞いてくれず帰っちゃうかと思ってたけど、ちゃんと掃そう除じをやってくれて嬉うれしいです）


　三人の下心なんかにちっとも気づかない綾菜は、素す直なおに感動していた。


（でも、本当にわたしが嚙かみ付いちゃったのかな？　高たか村むらさんに）


　元来気の弱い性格だ。ああもみんなに断言されると、何だか自分がやったような気になってしまうのだ。


（だとしたら、高村さんにすごく悪いことしちゃったのかもしれませんね。会長は、わたしが嚙まなかったらクラスの人たちに嚙まれてたって言ってましたけど、逃にげきれた可能性もあるわけですし）


　そう考えると、途と端たんに申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいになる。


（やっぱり、ちゃんと謝らなくちゃいけませんね。それから、高村さんが吸きゆう血けつ鬼きの体に早く慣れるように手助けを……）


　気がつくと、掃除の手が止まっていた。


（いけないいけない、今は掃除に集中しないと）


　少しペースを速めて棚たなを拭ふいている。それがいけなかったのか、無造作に積んであった資料の束に手が当たってしまった。バサバサと音を立てて紙束が落ちる。


「あらあらあら」


　しゃがんで紙を集めている時だ。指先がチクリとした。


「いたっ！」


　見ると、右手の人差し指の先に赤い線が走っていた。紙の断面で軽く切ってしまったのだ。


　普ふ通つうの人間なら絆ばん創そう膏こうぐらい貼はった方がいいのかもしれないけど、この村の住人にそんなものは不要だ。傷なんてすぐに治ってしまうのだから。


　綾菜はさほど気にせず、作業を再開した。








　海のプレデターである鮫さめは、一滴てきの血を一万倍に薄うすめてもなお、その匂においを確実に嗅かぎつけることができるという。


　まさに、この時の男子達がそうだった。


　元々綾菜の匂いを嗅ごうと意識してたこともあり、かすかに生徒会室に漂ただよった血の匂いをしっかりと嗅かぎ取った。


　しかも、その匂においが綾あや菜なからしたとしたら、興奮しないでいる方が無理な話だろう。


「おい、今の匂い！」


「ああ、間ま違ちがいない！　あれは人間の血の匂いだ！」


　鼻息も荒あらく熊くま谷がいが言う。


「ひょっとしたら、本当に沢さわ田だ先せん輩ぱいは人間なのかもしれないぞ！」


「ああ、ひょっとしたらそうかもしれん！」


　三人の鼻息が荒くなる。自然と瞳ひとみは赤くなり、口くち端はしからうっすらと尖とがった牙きばが見えた。


「ああ、俺もう我が慢まんできない！　間違ってたらそれまでだ！　行くぞ！」


「ああ、俺もだ！」


「俺も俺も！」


　食欲、そして良からぬ欲求を満たすため、三人は背中を向けて作業する綾菜にまるで水泳の飛び込みみたくジャンプする。


「沢田せんっぱーい！　[image: ]」×３


　次の瞬しゆん間かんだった。空中を飛ぶ三人目め掛がけて、長机が飛んできた。容よう赦しやなく三人に激突しそのまま壁かべへと叩たたきつける。


　どんがらしゃん！


　凄せい絶ぜつな音が生徒会室に響ひびいた。


「えっ!?」


　何が起こったのか分からず呆ぼう然ぜんとしている綾菜の腕うでがギュッと摑つかまれる。瞳を真っ赤に染めた直なお樹きだった。


「高たか村むらさん！　どうしてここに!?」


「沢田センパイ！　早く安全な所へ！」


　綾菜の手を引っ張り、直樹は生徒会室を飛び出した。








　校舎を出て、しばし山道を突つっ走ったところで直樹は足を止めた。振ふり向き誰だれも追いかけてきていないのを確かく認にんする。


　瞳を閉じて、吸きゆう血けつ鬼きの聴ちよう覚かくを研とぎ澄すます。風で木々の擦こすれ合う音、川のせせらぎなんかが聞こえた。


　幸い、男子のはあはあする声は混じっていない。


（大だい丈じよう夫ぶみたいだな）


　ほっとしながらも、直樹は改めて吸血鬼化した自分の力に驚おどろいた。


　力一いつ杯ぱい自転車を漕こいだらチェーンが切れるほどのパワーだった。学校に到とう着ちやくし階段を駆かけ上った時だって、一段や二段抜ぬかしじゃない。軽く二十段くらい飛び越こえてた。


　生徒会室に到とう着ちやくし、まさに綾あや菜なに襲おそい掛かかろうとしている三人を見つけた時だって、気がついたら近くにあった長机を投げつけていた。人間だった時には一人で持ち上げることすら難しかったのに。


（それに、この聴ちよう覚かくだからなあ。こんな連中相手に僕は逃にげ回ってたのか）


　今さらながら怖こわくなって、直なお樹きはぶるるって背筋を震ふるわせる。それから、半ば強引に引っ張ってきた綾菜へと顔を向けた。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　沢さわ田だセンパイ」


「はあ、大丈夫です」


　綾菜はまだよく分からないといった顔つきだ。熊くま谷がい達が自分に襲い掛かろうとしていたことにも気づいていないのだろう。


「だけど、高たか村むらさん。本当に吸きゆう血けつ鬼きになってしまったんですね。正直、半信半疑だったんですけど、さっき瞳ひとみの色を見て納なつ得とくしました」


　綾菜は、真しん剣けんな瞳で直樹を見つめると深く頭を下げた。


「高村さん、すみませんでした。高村さんの返事も聞かずに嚙かみ付いてしまったりして」


「違ちがうんです！　沢田センパイは嚙み付いたりしてなかったんです！」


　直樹はジャージのポケットに手を突つっ込むと、例の人形を引っ張り出して見せる。


「すべて、この人形のせいだったんです」


「え？」


　意味が分からず目をぱちくりさせる綾菜に、直樹は早口に父親から聞いたこの人形の不思議な力について説明した。


「つまり、高村さんはこの人形を持ってわたしに抱だきついてしまったから、わたしにかかっていた吸血鬼の呪のろいが移ってしまった。そういうことなんですか？」


「はい、そういうことなんです」


　こっくりと頷く直樹に、綾菜が静かに笑った。


「ありがとうございます。でも、そんなウソまでついてくれなくたっていいんですよ。わたしが嚙み付いてしまったのはきっと本当のことなんですから」


「ウソなんかじゃないんです。今現在、吸血鬼の呪いが移って僕は吸血鬼。そして、沢田センパイは人間に戻もどってるんです！」


　必死に説得する直樹の様子に、綾菜も少しは心を動かされるものがあったようだ。それでも、自分が人間になっているという状じよう況きようは素す直なおには受け入れられない。


　それこそ、この村では到とう底ていありえないことなのだから。


「わたしが、人間ですか？　いくら何でもそんなこと」


　首を振ふる綾菜だったけど、ふと何かを思い出し自分の指を見る。


「!?」


　綾あや菜なの目が、驚おどろきで見開かれた。


「傷が、治っていません」


「えっ？」


「生徒会室で、紙で切ってしまったんです！　その傷が治っていないんです！」


　綾菜の指の先には、まだ赤い線が走っていた。血はもう止まっているけれど、傷はそのまま残っている。


「本当に、わたしは人間に戻もどってるんですね」


　迷いのない口調で綾菜は呟つぶやいた。


「高たか村むらさんの、言うとおりだったんですね」


　気分を落ち着かせるためだろう。瞳ひとみを閉じ大きく深呼吸する。


「ロッカーの時と同じようにすれば、吸きゆう血けつ鬼きの呪のろいが僕から沢さわ田だセンパイに移るはずです。それで元どおりです」


　そこで、直なお樹きはあっと声を上げた。


「でも、沢田センパイはこのままの方がいいんですよね？　人間に戻れたんだから」


　この村の住人は待ち続けている。かつてこの村を吸血鬼の村に変えてしまった宣教師が、人間に戻る方法を見つけ村へ帰ってくるのを。


　偶ぐう然ぜんとはいえ人間に戻れた綾菜が、また吸血鬼になるのを良しとしないのではないか？　そう直樹は思ったのだ。


　だけど、綾菜は静かに首を横に振ふった。


「心配はいりませんよ、高村さん。さあ、早く元どおりになりましょう」


「でも、せっかく人間に戻れたのに」


「確かに、人間に戻れたのは嬉うれしいです。でも、わたしだけじゃ意味ないんです。家族、友達、村のみんなが一いつ緒しよに人間にならないと」


　優やさしく綾菜は言った。


「それに、高村さんを吸血鬼のままでいさせるわけにはいきません。最初の約束どおり、高村さんには誰だれかを選んで、納なつ得とくしたうえで吸血鬼になってもらいたいんです。会長や他ほかのみんなも同じ気持ちのはずですよ」


「あ、でも」と綾菜は付け加える。


「高村さんがこのまま吸血鬼のままでいたいって言うなら話は別ですけどね。そんな人形なんか使わずわたしに嚙かみ付いてくれれば」


「いやっ、それは！」


　直樹は全速力で首を横に振ふった。


　吸血鬼となったことに苦く悩のうすらしなかったものの、本音を言えばまだ人間でいたかった。


　それ以上に、綾あや菜なの首に嚙かみ付くのにも抵てい抗こうがある。恥はずかしいというか、刺し激げきが強すぎるというか。


「それじゃ、決まりですね」


　綾菜は直なお樹きの前に立つと静かに目を閉じた。


「お願い……します」


　その様子に、直樹の心臓が跳はね上がる。鼻息が荒あらくなり、何かが込み上げてくる。


　吸きゆう血けつ鬼きとなった今ならハッキリと理解できる。嚙み付きたいという衝しよう動どうだ。


（僕は、何てことを考えてるんだ）


　強く首を振ふってから、直樹は少々上ずった声で言った。


「い、いきますよ」


　コクンと頷うなずく綾菜を、思い切って抱だきしめようとする直樹。


　だけど、その手が止まる。


「そうだ、そうだよ！　これこそ最高のチャンスじゃないかよ！」


　直樹はガッツポーズを作り、一人で盛り上がる。


「どうかしたんですか？」


　瞳ひとみを開け尋たずねる綾菜に、直樹が少し興奮した口調で言う。


「沢さわ田だセンパイ、元に戻もどるのは早すぎます！　今から隣となり町に行きましょう！」


「隣町に？」


　小首を傾かしげる綾菜に、直樹は満面の笑え顔がおを向けた。


「沢田センパイの夢を叶かなえるためですよ！」








　　　　９




　治ち水すい村からバスに乗り、山道を揺ゆられること三十分あまり。バスは隣町の駅前へと到とう着ちやくする。


　バスから降りたのは、直樹と綾菜の二人だけだった。


　駅前の時計を見ると夜の七時を回っている。出発が遅おそかったから仕方ないだろう。


「高たか村むらさん、わたし、わたし嬉うれしくてどうしていいか分かりません」


　綾菜が、実に嬉しそうに言う。


「あのお店のケーキを食べられる日が、こんなに早く来るなんて。まるで夢みたいです」


「夢なんかじゃありませんよ。沢田センパイ。それより急ぎましょう。閉店まではまだ時間があると思いますけど、人気のあるケーキが売り切れになってたら大変です」


「はい、そうですね。それは大変です」


　深刻な顔をして綾菜は頷いた。


　それから、二人してケーキ屋を目指す。


「昨日帰りに気づきました。こっちの方が近道のはずです」


　商店街の大きな通りを外れ路地へと入る。両脇わきを高い建物に囲まれ薄うす暗ぐらいが、今の直なお樹きにはどうということもなかった。


　人ひと気けのない狭せまい路地を歩き始めてすぐのことだった。


「見～～～つけた[image: ]」


　世にも嫌いやらしい声が頭上から聞こえる。


「!?」


　足を止め見上げる直樹と綾あや菜なが見たのは、壁かべにへばりつきニヤニヤと笑っている熊くま谷がいの姿だった。


「さっきはひどいなあ。高たか村むら。いきなり長机を投げつけるなんて友達のすることじゃないぜ。もし俺が普ふ通つうの人間だったら死んでたぞ」


　非難っぽくそう言ってから、綾菜を見て舌したなめずりをする。


「でも、まだ沢さわ田だ先せん輩ぱいには嚙かみ付いてないみたいだね。良かった。間に合って」


「熊谷、お前どうしてここに？」


　険しい表情で尋たずねる直樹に、熊谷はひっひと笑った。


「治ち水すい高校男子の情報網もうを甘く見てもらっちゃ困るよ。高村と沢田先輩がバスに乗ったのを見たって目もく撃げき証言があったんだ。きっと町に行ったってみんなで追いかけてきたのさ」


「みんなだって!?　それじゃお前一人じゃないのか!?」


　その時、直樹はしっかりと聞き取った。辺りから聞こえる、いくつもの荒あらい息遣づかいを。


　三人、五人、十人、いや、二十人近くいるかもしれない。


「高村、仲間だろ？　独ひとり占じめなんて止やめて、みんなで仲良く嚙み付こうじゃないか」


　下りてきた熊谷が、ゆっくりと歩み寄ってくる。


「熊谷、聞かせてやるよ。僕の返事は」


　直樹は、一いつ瞬しゆんで瞳ひとみの色を真っ赤に染め上げた。


「これだ！」


　力一いつ杯ぱい熊谷を突つき飛ばす。さすがは吸きゆう血けつ鬼きの力だ。熊谷は軽く十メートルぐらい飛ばされその先にあった金属のフェンスに体をめり込ませた。


「ぐえええ！」


「沢田センパイ！　こっちです！」


　直樹は綾菜の手を引っ張り、来た道を走って引き返す。


「高村め！　あくまで沢田先輩を独り占めするつもりなんだな！」


　バリバリとフェンスを破り出てきた熊谷は、牙きばをガチガチと嚙み鳴らし怒いかりの声を上げた。


「沢田先輩の血は、俺達のものだ！！！　新参者のお前になんか渡わたさないからな！」








　綾あや菜なの手を引っ張り、直なお樹きは商店街の大通りへと出る。まだまだ町は会社帰りのサラリーマンなどで賑にぎわっていた。


「まったく、こんなところまで追いかけてくるなんてあいつらどんだけ飢うえてるんだよ！」


　ぶつぶつ呟つぶやいてから、肩かた越ごしに振ふり向き不安そうな顔の綾菜に声をかける。


「大だい丈じよう夫ぶですよ、沢さわ田だセンパイ。さっきみたいな路地ならともかく、こんなにも人通りの多いところじゃさすがにあいつらも襲おそってこられないはずです。村の秘密を知られることになりますから。いくら何でもそこまでバカじゃ」


　だけど、直樹の読みは甘かった。熊くま谷がいをはじめとする男子達は、直樹が思っている以上にバカだったのだ。


　建物の壁かべを四つんばいで走り直樹らを追い越こした数人が、身を翻ひるがえして飛び降りてくる。真っ赤な瞳ひとみ、長く伸のびた爪つめ、鋭するどい牙きばを隠かくそうともせず立ちはだかった。


「待て～～～！　沢田先せん輩ぱいは俺達のモノだ！」


　さらに、ピョンピョンと尋じん常じようじゃないジャンプ力を披ひ露ろうしながら追いかけてくる連中もいる。


　路上駐ちゆう車しやしている車を飛石のように踏ふみつけ、直樹と綾菜に迫せまってくる。瞳は爛らん々らんとし、鋭い牙の突つき出た口もとからはヨダレが垂たれていた。


　このモンスターの集団に、通行人達から悲鳴が上がる。


「な、何だあの連中は!?」


「ふ、普ふ通つうじゃないぞ！　化物だ！」


「に、逃にげろ！」


　辺りは騒そう然ぜんとするが、おバカな男子達はおかまいなしだ。


「おい、お前ら！　何考えてんだよ！　こんな街中で正体をさらけ出すなんて！　いい加減にしろよ！」


　いくら直樹が説得したって聞く耳をもってくれない。


　狙ねらっているのが綾菜でなかったら、彼らだってこうも景気よく理性は吹ふっ飛ばなかっただろう。


　綾菜には、普段からその超ちよう高校生級の胸でドキドキさせられていた。そんな彼女の血を吸うことができるのだ。もちろんその際にはちょっとぐらい体に触ふれることだってあるだろう。もしかしたら胸なんかにも手が触れてしまうかもしれない。


　吸きゆう血けつ鬼きとしての吸血衝しよう動どうと、男子としての欲求。それらが融ゆう合ごうし相乗効果でビッグバンを起こしてしまっているのだ。もはや人の目なんて気にならないし、直樹の説得なんかが通じるはずもない。


「くそっ！」


　綾菜を引っ張り逃げるも、すでに周りは吸血鬼化した男子達で一いつ杯ぱいだった。


（さすがにこれだけの人数を相手に、沢さわ田だセンパイをケーキ屋まで連れてくのは難しいぞ。もしたどりつけたとしたって、沢田センパイがケーキを食べるのを大人しく見ててくれるはずがない）


「高たか村むらさん。もう無理みたいです」


　綾あや菜なが少しだけ寂さびしそうに言った。


「これ以上騒さわぎを大きくするわけにはいきません。ケーキは残念ですけど、早くわたしを吸きゆう血けつ鬼きに」


　人形は直なお樹きのポケットにある。ここで綾菜を抱だきしめれば、呪のろいは入れ替かわり元どおりになるだろう。


　綾菜の吸血鬼姿を見せれば、頭に血の上った男子達も大人しくなるはずだ。


　だけど、直樹はそうはしたくなかった。


　ケーキ屋はもう目の前にあるのだ。たとえ一個でも、いや一口だっていい。綾菜の夢を叶かなえてやりたかった。


（どうすれば、このさかりのついた連中を大人しくさせられるんだ？）


　考える直樹の目についたのは、すぐ近くで営業していたスーパーマーケットだった。


「!?」


　何かを思いつき、直樹は綾菜と共にスーパーに飛び込んだ。


「待て！」


「逃にげられると思ってるのか！」


　男子達に追われる中、直樹はふいに足を止める。野菜売り場の一角でだ。


　逃げ道をなくそうと、男子達が直樹と綾菜を取り囲んだ。


「ここまでだぜ、高村」


　真っ赤な瞳ひとみをギラギラさせて、熊くま谷がいが言う。


「熊谷、ここで問題だ。僕達が苦手なものって何だと思う？」


「苦手なもの……」


　怪け訝げんそうな顔をする熊谷だったけど、すぐに直樹の意図を悟さとったのか表情を変える。


「高村！　お前まさか！」


「そのまさかだ！」


　直樹は商品棚だなに置かれていたニンニクを摑つかむと、力一いつ杯ぱい熊谷をはじめとする男子達に向かって投げつけた。


　吸血鬼の腕わん力りよくで投げられたニンニクは、当たると同時に弾はじけエキスを散乱させる。


「ぐおおおおお！」


「ぎゃああああああああ！」


「し、死ぬ～～～～～～！！！」


　凄せい絶ぜつな悲鳴を上げ、男子達はスーパーから転げるように逃にげ出していく。商品棚だなをなぎ倒たおし、スーパーのお客を撥はね飛ばし、無我夢中といった様子だ。


　吸きゆう血けつ鬼きにとっては、ニンニクの香かおりはそれぐらい耐たえ難がたいものなのだ。


「や、やった。追い払はらったぞ」


　勝利の笑えみを浮かべる直なお樹きだけれど、それは弱々しいものだった。直樹だって今は吸血鬼の体なのだ。


　立ち込めるニンニク臭しゆうの中、頭痛と吐はき気け、全身の痺しびれが直樹を襲おそう。意識も朦もう朧ろうとしてくる。


「ううう」


　崩くずれ落ちるように膝ひざをついた。


「高たか村むらさん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　綾あや菜なに、直樹は青ざめた顔で言った。


「い、今のうちです。沢さわ田だセンパイ、早く、ケーキ屋に……」


　そこで、直樹の意識は完全に途と切ぎれたのだった。








　直樹がゆっくりと目を開けると、ほんのりと輝かがやく街がい灯とうが見えた。


「あっ、目が覚めましたか？」


　綾菜が直樹を覗のぞき込む。


　起き上がった直樹は、そこが公園で自分がベンチに横たわっていたことを知る。


「あの、僕は？」


「覚えてないんですか？　高村さん、スーパーで倒たおれちゃったんですよ。ニンニクの香りにあてられて」


　綾菜がクスリと笑う。


「カンカンになってるお店の人に謝ってニンニク代と掃そう除じ代を払はらってから、高村さんに肩かたを貸して何とかこの公園まで来たんです。そのままにしてたらきっと救急車を呼ばれてました。そんなことになったら大変ですよね」


「すみません、沢田センパイに迷めい惑わくかけちゃって」


　頭を下げる直樹に、とんでもないと綾菜は胸の前で手を振ふる。


「謝る必要なんてありません。高村さんはわたしを守ってくれたんですから。吸血鬼にとっては耐え難がたいニンニクを鷲わし摑づかみにしてまで」


「まさか、あんなにもキツいものだとは思ってませんでした」


　苦笑してから、直樹はハッとして辺りを見る。


「熊くま谷がいは!?　男子連中は!?」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。あんなにも力一いつ杯ぱいニンニクをぶつけられたんですからね。精神的ショックが大きすぎてとてもわたしを襲おそう気分じゃなくなってるはずですよ」


　何だか間ま抜ぬけな話だけれど、今の直なお樹きにはその気持ちは十二分に分かった。


　もし自分が同じようにニンニクをぶつけられたら、きっと落ち込んで二、三日は部屋に閉じこもってしまうことだろう。


「それじゃ、沢さわ田だセンパイは無事にケーキ屋さんに行けたんですね？　どうでしたか？」


　そう尋たずねる直樹に、綾あや菜なはゆっくりと首を横に振ふる。


「いいえ、まだ行ってません」


「えっ！　どうして!?」


　驚おどろく直樹に、綾菜は笑え顔がおで言った。


「わたしのためにあんなにも頑がん張ばってくれた高たか村むらさんを、放ほうっておくなんてできません」


（やっぱり、沢田センパイは優やさしいな）


　しみじみとそんなことを思ってから、直樹はベンチから立ち上がった。


「それじゃ、早く行きましょう。こんなに苦労して店がもう終わってたなんて笑えませんから」


　歩き出す直樹だったけど、まだ足がふらついてしまう。すると綾菜がそっと手を差し伸のべた。肩かたを貸すような形で寄り添そう。


「大丈夫ですか？」


「は、はい、大丈夫です」


　そう答える直樹だけど、実はあんまり大丈夫じゃなかった。


　綾菜の柔やわらかい体の感かん触しよくが伝わってくる。しかも体勢的に少し視線を動かすと綾菜の胸むな元もとが見えてしまうのだ。


　頭がカアッと熱くなり、心臓がドキドキしてしまう。吸血衝しよう動どうと男子としての欲求が込み上げてくる。


（少し熊くま谷がい達の気持ちが分かるような気がするぞ……って、いかんいかん）


　自分を戒いましめながら歩くこと少し。公園を出て道路を進み角を曲がると、前方にこじんまりとしたお洒しや落れな店が見えた。


　間ま違ちがいない、昨日のケーキ屋だ。


　灯あかりはまだついている。閉店時間には間に合ったようだ。


「沢田センパイ！」


「高村さん！」


　顔を見合わせ頷うなずいてから、二人は足並みもそろえケーキ屋へ向かって直進する。


　だけど、その歩みもすぐに止めざるを得なかった。


　突とつ然ぜん、目の前に奇き妙みような集団が現れたからだ。変態と言ってもいいだろう。全員素すっ裸ぱだかで腰こしにタオルを巻きつけただけだったのだから。


　体からはほかほかと湯気が出ていて、風ふ呂ろ上がりといった様子だ。


　しかも、実に困ったことに見覚えのある連中だった。


　熊くま谷がいと、その愉ゆ快かいな仲間達だった。


「お前ら、何だよその格好は？」


「何だよじゃない！　高村、お前がニンニクをぶつけたせいだろーが！」


　熊谷が吠ほえた。


「ニンニク臭くさくて仕方ないから、みんなで銭せん湯とうに行って洗いっこしてきたんだよ。脱ぬいだ服だってとても着れたもんじゃないから捨ててきたんだ」


「それで、そんなタオル一枚で町をうろうろしてたのか？　懲こりずに沢さわ田だセンパイを襲おそうために」


　当たり前だと、一同は頷うなずいた。


（な、何て執しゆう念ねんなんだ！）


　あくまで姿は間ま抜ぬけだけれど、そのへこたれない心には呆あきれながらも感心もする。


　でも、そんな場合じゃなかった。


「熱いお風呂にゆっくりつかって、精神的ショックからも立ち直ったぜ！　今度こそ逃にがさないからな！」


　吸きゆう血けつ鬼きの姿になった男子達が、がっちりと辺りを取り囲む。もう近くにスーパーはない。それに、直なお樹き自身はまだニンニクの毒が抜けきっていない。


　絶体絶命のピンチだった。


「お前ら、頼たのむ！　少しだけ待ってくれ！　そしたら沢田センパイの夢が叶かなうんだ！」


　直樹は必死に叫さけんだ。


「それが終わったら、思う存分嚙かみ付かせてやる！　この僕をな！」


　人形の力で元の人間に戻もどった後に、ということなのだけれど、当然熊谷達にはさっぱり分からない。


「はあ？　お前に嚙み付いてどうするんだよ？」


「そーだよ、同類の血なんて不ま味ずくて飲めたもんじゃないんだぜ」


「いや、そうじゃないんだ。今は僕は吸血鬼だけど、とにかく少し待ってくれれば！」


　もう直樹の声なんか聞こえていなかった。彼らの赤い瞳ひとみは綾あや菜なしか見えていない。


　一歩、また一歩と綾菜に近づき、包囲網もうを狭せばめてくる。口からヨダレを垂たらしながら。


「沢田センパイには、指一本触ふれさせないからな！」


　牙きばを剝むき出し叫ぶ直樹の腕うでを、そっと綾菜が取った。


「高たか村むらさん、もういいんですよ」


「でも、ケーキ屋まであと少しなのに……」


「もう、いいんです」


　綾あや菜ながもう一度言う。不思議と満足したような顔つきで。


「ケーキを味わえないのは残念ですけど、それでもわたしは幸せな気持ちなんですから」


　直なお樹きにすべてを委ゆだねるように、綾菜は瞳ひとみを閉じた。


「さ、お願いします」


　悔くやしかった。悔しくて悔しくてたまらなかった。だけど、残念ながら自分一人で綾菜を守りきることは難しい状じよう況きようだ。


「ええい！」


　奥歯を嚙かみ締しめて、直樹は綾菜を思いきり抱だきしめた。


「あ！　高たか村むら！　お前独ひとり占じめするつもりだな！」


「引っ剝ぱがせ！　俺達が吸うんだ！」


　閉じていた綾菜の瞳が開かれた。それは先さき程ほどとは違ちがう真っ赤に染まった吸きゆう血けつ鬼きの瞳だった。口からはニョキッと牙きばが生え、指先の爪つめは鋭するどく伸のびる。


　襲おそい掛かかってくる男子達に向かって、綾菜は空気をビリビリと震ふるわせるような大音量で叫さけんだ。


「いい加減に！　してくださあああい！！！」


　普ふ段だん怒おこらない人間が怒ると、とてつもなく怖こわいという。


　まさに、この時の綾菜がそうだった。
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「ひゃ～～～、遅ち刻こく遅刻！」


　そんな声を上げながら、直樹は治ち水すい高校目め掛がけて田舎いなか道を突つっ走っていた。


「目覚まし壊こわれるんだもんな。父さんもちゃんと起こしてくれりゃいいのに」


　ぶつぶつ文句を口にしてから、直樹はふと思う。


（吸血鬼の体が少し懐なつかしいかもな。ずっとずっと速く走れるから）


　そう、もう直樹は吸血鬼ではない。ポポペッペ・ポピパラポッペ人形の力で吸血鬼の呪のろいは綾菜に戻もどり、今では元の人間だ。


　あの後、ポケットの中の人形を見たら効力を失い真っ黒に焦こげてしまっていた。お手軽な吸血鬼体験はもう味わえないのだ。


「あああ、そんなこと考えてても仕方ないや。遅刻なんかしたら一時間目の授業、何度も当てられるに決まってる！」


　さらに足を動かすこと少し、直樹は治水高校の校門をくぐる。そのまま正面玄げん関かんへ突とつ入にゆうしようとしたところで、ばったりと綾菜に遭そう遇ぐうした。


「沢さわ田だセンパイ！　お早うございます！」


「お早うございます、高たか村むらさん」


　にこやかに綾あや菜なが挨あい拶さつする。


「どうしたんですか？　えらく急いでるみたいですけど」


「えっ、だってもう一時間目が……」


　正面玄げん関かんの上に設置された大時計に目を向けた直なお樹きは、あれっと小首を傾かしげる。


　思っていたよりも、十分ばかし早かったのだ。


（実はまだ僕は吸きゆう血けつ鬼きのままで、とんでもないスピードで走れてたのか？）


　そんなことも考えるけれど、すぐに真相に気づく。家の時計が進んでただけだってことに。


「何だ、こんなに必死に走らなくたって良かったんだ」


　大きく息を吐はき出してから、直樹は綾菜に顔を向けた。


「沢田センパイも今登校ですか？　いや、そうじゃないか。鞄かばん持ってないし」


「中庭で花か壇だんを作ってたんです。昨日の皆みなさんに手伝ってもらってるんですよ。皆さん快く引き受けてくれました」


（熊くま谷がい達、昨日の一件ですっかりまいってたからなあ）


　しみじみとそう思ってしまうほど、昨晩の綾菜の怒いかりはすごかった。瞳ひとみを真っ赤に染めて叫さけんだ一言で、男子達が縮み上がってしまったほどなのだから。


　きっと勘かん違ちがいで追いかけ回していた後ろめたさもあり（実際は勘違いでもないのだけど）、綾菜の頼たのみは断れなくなっているのだろう。


「ところで高村さん。いつ会長や他ほかの皆さんに伝えるんですか？」


　綾菜は囁ささやくようにして言った。


「高村さんが、また人間に戻もどったことを」


「まあぼちぼちと伝えます。ちゃんと説明すると長い話になるし。それに……」


　直樹は苦笑いを浮かべ、こう言った。


「また僕の血が狙ねらえるって大喜びされるのも少し癪しやくなんですよね。結局、僕の血が目当ての人達だから」


　直樹の言葉に、綾菜はゆっくりと首を横に振ふった。


「それは、違うと思いますよ」


「えっ？」


「前に、高村さんが同じようなことを言ってた時には分からなかったんですけど、今ならわたし、分かります」


　綾菜は、迷いのない瞳で言った。


「みんな、ただ高村さんの血を吸いたいだけじゃないんです。吸きゆう血けつ鬼きになるっていうのはすごく、すごく重大で大変なことです。だからこそ、他ほかの誰だれでもない自分がかかわりたいんです。高たか村むらさんに、選んで欲しいんです。きっと、みんなそう思ってるはずです」


「はあ」


　鈍どん感かんな直なお樹きが、ポカンとしていた時だ。キンコンカンとチャイムが鳴る。


「いけね！　うっかりしてた！」


　直樹があちゃ～って顔をしかめた。


「それじゃ、沢さわ田だセンパイ！　失礼します！」


　軽く頭を下げると、正面玄げん関かんへ飛び込み消えていく直樹。そんな後うしろ姿すがたを見ながら、綾あや菜なは小さく呟つぶやいた。


「昨晩ゆうべ、わたし、ケーキが食べられなくても幸せな気持ちですって言ったじゃないですか。あれって、ウソでも何でもない本当のことだったんです」


　静かに続ける。


「高村さんが、自分の血までかけてわたしの夢を叶かなえようとしてくれたんですから。それだけでもう、わたしの胸は一いつ杯ぱいだったんです」


　綾菜の頰ほおがほんのりと赤く染まる。それが、彼女の心を代弁していた。


「高村さん、わたしみなさんには負けません。高村さんに選んでもらえるように、がんばりますから」


　微笑ほほえむ綾菜の口くち端はしからは、うっすらと牙きばが見えていた。


　曇くもり空ぞらの下、綾菜は決意を込めて呟つぶやいた。


「高村さんの血は、わたしがいただきますから」








　脱ぬいだ外そと履ばきを下げ駄た箱に突つっ込もうとしていた直樹の背中に、ゾクゾクッていう悪お寒かんが走った。


「ううっ！」


　ブルブルッて体を震ふるわせてから、神しん妙みような顔つきで呟く。


「何だ、今の悪寒は？　誰だれかが僕の血の噂うわさでもしてるのか？」


　だけど、すぐにフンと鼻を鳴らす。


「なんてね、そりゃないか。今現在僕が人間だってのを知ってるのは沢さわ田だセンパイだけなんだから」


　上履きに足を突っ込むと、直樹は教室へ向けて走り出す。


　まさにその綾菜が直樹の血を吸う宣言をしたなんて、夢にも思わずに。






　　　あとがき







「新キャラのデザインのこととかあるから、４巻はどんな内容になるか教えて欲しいんだけど」


　担当さんからの突とつ然ぜんの電話は、そんな内容だった。


　いつもならあたふたするところだったけど、その時はそうはならなかった。


　３巻を書いている途と中ちゆうに何となく考えていたのがあったのだ。


「今回も二話構成でいきたいと思います。一話目は、直なお樹きが想像吸きゆう血けつ鬼きになる話です。自分は吸血鬼になったと思い込んだ直樹が、たまたま東京からやって来た女友達に嚙かみ付きそうになったりするんです」


「なるほど、まあいいんじゃないかな」


　担当さんはそう言ってから、当然のごとく尋たずねた。


「それで、二話目は？」


　僕は押し黙だまった。実は二話目についてはちっとも考えていなかったのだ。


　一話目を書きながら考えればいっかな～、ぐらいに思ってたのだ。


　正直にそう言えば良かったのだけど、何だかそれも不ふ真ま面じ目めなような気がする。


　ここは適当に答えてでも、ちゃんと考えているんだってとこをアピールしたい。


　まだまだ時間はあるんだから、後日気が変わったって言えばいくらでも訂てい正せいができる！


　そう考えた僕は、思いつきのまま答えた。


「一話目が直樹が想像吸血鬼になる話だから、二話目は直樹が本当に吸血鬼になってしまう話です！」








　とまあこれが、『直樹と吸血鬼の呪のろい』を書くことになったきっかけです。


　当初は後で改めて考え直すつもりでしたが、普ふ段だんクールな担当さんが気持ちよく驚おどろいてくれたので、この内容でいくことにしました。


　吸血衝しよう動どうと男の欲望を剝むき出だしにして、綾あや菜なを執しつ拗ように狙ねらってくる男子達の姿が妙みように気に入ってたりします。


　ニンニクをぶつけられても懲こりない彼らにエールをおくってあげたくなりました。





　ではではでは。




阿あ智ち太た郎ろう





阿あ智ち太た郎ろう


１９７８年生まれ。


出身地は長野県下伊那郡阿智村。


現在は会社でゲームシナリオなんぞを書いている。


レゴとゾイドと古代魚が好き。
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あらきかなお


大阪在住


２月24日生まれ


イチゴとたんかんと沖縄が好き




電撃文庫


血ち吸すい村むらへようこそ[image: ]





阿あ智ち太た郎ろう
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